




[image: ]













[image: ]













[image: ]












京都寺町三条のホームズ（10）見習い鑑定士の決意と旅立ち


望月麻衣











お断り







　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

　あらかじめご了承ください。
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　いつも、ご愛読ありがとうございます。

　これまで本作品は、作中に登場する社寺や施設などを実名で紹介してきましたが、今巻においては、第二章から登場する乗り物や施設の一部を、実在するものをモデルに名前を少し変えさせていただいております。

　公式に掲載許可のお願いをしたところ、『名前を少し変えていただいて、あくまでうちはモデルとしての登場に』という先方のご意向によるものです。

　また今巻は、物語の展開上、どうしてもこれまで以上に恋愛色が強くなっております。

　あらかじめ、ご了承ください。

　どうぞ、よろしくお願いいたします。








プロローグ









　──四月。

　京都府八や幡わた市に『松しょう花か堂どう庭園・美術館』という施設がある。

　ここは、去年の春にホームズさんが修業のため、一時期身を寄せていた場所だ。

　甲こう子し園えん球場の一・五倍の広さがあるという庭園は四季を通して楽しめるが、桜が美しい春はまた格別だ。

　薄紅色の桜、濃い紅色の枝垂れ桜。

　かつて、彼──ホームズさんこと家や頭がしら清きよ貴たかさんが、『枝垂れ桜のように雅みやびで美しい青年』と呼ばれていたことを思い出して、私は頬を緩ませた。

　私・真ま城しろ葵あおいは、松花堂庭園を一人でのんびり散歩している。

　ここへは、ホームズさんと二人で訪れた。

　彼はここの副館長に相談があるそうで、私はその間、庭を散策しようと、ぷらぷらと歩いていた。

　庭園の桜の美しさに、私は「綺麗……」と足を止める。

「やっぱり、来られて良かった。去年ここに来たのは、桜が終わったあとだったし……」

　ホームズさんと副館長の話がどんなに長くなっても、ここでなら退屈することなく良い時間を過ごせると思っていたけれど、やはりその通りだ。

　約四十種類の竹がある外園には、松しょう隠いん、梅ばい隠いん、竹ちく隠いんという名の三つの茶室に、砧きぬたの手ちょう水ず鉢ばち、謂いわれのある女郎花塚おみなえし。早春のイメージが強い椿の花も咲いている。

　美しく整えられた花々に竹、木々の緑に池。

　大学の近くの京都府立植物園も良いけれど、ここは『庭園』としての魅力に溢あふれている。

　それにしても、ホームズさんの『相談』とは、一体なんだったのだろう？

　ホームズさんは、よく相談を持ち込まれるけれど、彼自身が誰かに相談するというのは、少し珍しいことのように思えた。

「──葵さんっ」

　背後から聞こえてきた声に、私は振り返った。

　ホームズさんが小走りでこちらに向かって駆けてきている。

　その後ろには、井い川がわ副館長の姿もあり、私は彼に向かって一礼をした。

「お待たせしてしまって、すみません。葵さんも同席してくださって良かったのに……」

「いえ、庭を愛でて楽しんでいました」

　せっかく来たのだから、松花堂庭園をゆっくり見て回りたい。

　ホームズさんも、そんな私の気持ちを理解できるのだろう。

「春の庭園は良いものですよね」と、弓なりに目を細めた。

　ゆっくりと歩いてきた井川副館長が、「やあ」と片手を上げた。

「葵さん、お久しぶりです」

「お久しぶりです」と、私は会釈を返す。

「葵さんに会うのは、清貴くんがうちに修業に来てくれていた時以来だから、約一年ぶりになるかな」

「はい。ですが、実は、秋にもこっそり来ていたんですよ」

「そうだったんだ、ありがとう。声かけてくれたらよかったのに」

　井川副館長は嬉うれしそうに言ったあと、そういえば、とホームズさんの方を向く。

「清貴くんの修業は、どのくらい進んでいるんだい？」

「もう終盤ですよ」

「もう、終盤なんだ！　二年くらいかかりそうだって言ってなかった？」

「なるべく早くに終えたいと思いまして、がんばっています」

「さすがだなぁ。それで、今はどこに？」

「今は、『大だい丸まる京都店』です」

「あのデパートの!?　そこで何しているの？」

「『営業推進部』のプロジェクトでお手伝いをしています」

「へええ、なんだか向いてそうだね。また、うちにも来てもらいたいよ」

「そう言っていただけて、光栄です」

「『家頭誠司展』を通して、新たな人脈も得ることができたしね。そうそう、あの時、来てくれた米よね山やま先生も、短い間に業界では有名人になったよね」

『米山先生』とは、私たちもよく知っている米山涼りょう介すけさんのことだ。

　元は贋作師だったけれど、ホームズさんの祖父であり国選鑑定人でもある骨董品店『蔵』のオーナーの家頭誠司さんに贋作を暴かれたことで、改心した。

　さらに彼は恋人ができたことから、『その女性に相応ふさわしい男になりたい』と、海外へ絵の修業に行き、そこで大きなコンテストの大賞を獲とったのだ。

　その成功を足掛かりに、数々の賞を受賞し、今や国内外で名の知れた画家になっている。

　ちなみに、そんな米山さんの恋人とは、私の親友・宮みや下した香か織おりの姉の佐さ織おりさんだ。

「ええ、本当ですね。六ろっ本ぽん木ぎでの個展も成功されたそうですし」

　米山さんが、東京・六本木で彼がもっとも得意とする水墨画の個展を開いた話は、私も香織を通して知っていた。

　東京で個展をという話がきたときに、米山さんは『ぜひ、六本木で』と意見を押し通したそうだ。というのも、かつて宮下家が営む『宮下呉服店』が東京進出を果たしたのが、六本木だった。

　その結果は、残念ながらお店が大赤字で撤退し、一時経営が傾いたほどだったという。

　そのことを知る米山さんは、『俺が六本木でリベンジする』と、あえてその地を指定した。

　個展は大盛況で、米山さんは、『これで宮下呉服店の無念を晴らすことができた』と喜んでいたとか。

　実際のところ、六本木での米山さんの個展の成功が、宮下呉服店のリベンジになったかどうかは、私にはよく分からないけれど……。

　こんなふうに米山さんが懸命になっているのには、わけがある。

　米山さんは、佐織さんとの結婚を真剣に考えているようだ。

　才能のある画家で、宮下家に婿養子に入り呉服店を継ぐのも厭いとわないという米山さんに、最初、親も乗り気だったようなのだが、元贋作師であり、しかも執行猶予がついたことのある過去を知って難色を示しているそうだ。

　米山さんは、自分の過去を払拭するような活躍をして、佐織さんの両親に認めてもらいたいと思い、いろいろとがんばっているようだ。

　六本木での成功は、間違いなく米山さんの印象を向上させただろう。

「個展は成功したけど、大変なこともあって、お気の毒だったよね」

　ホームズさんは「えっ？」と小首を傾げた。

「『大変なこと』とは？」

「あれ、知らなかった？　君なら美術界に精通しているから、なんでも知ってそうだと思ったのに」

「今、僕は祖父と行動をともにしていないので、そうした情報からは離れてまして」

　ホームズさんは、少し口惜しそうに言う。

　ちなみに今、以前のホームズさんのようにオーナーに付き添っているのは、恋人である滝たき山やま好よし江えさんだ。

　時々、勉強のために、息子の利り休きゅうくんも一緒に付き人をしているようだ。

　ちなみに利休くんは、志望大学・京都工芸繊維大学に無事合格した。

「米山さんの作品が盗まれたそうなんだよ」

　沈痛の面持ちで告げた井川副館長に、ホームズさんも私も「えっ!?」と瞬またたく。

「そんなニュース、聞いてませんが？」

「……うん。あまり大ごとにしたくないって感じだったから、関係者くらいしか知らないんじゃないかな。もちろん、警察には伝えたみたいだけど」

　そうですか、とホームズさんは洩もらして、顎あごに手を当てる。

　私は話を聞きながら、どの絵が盗まれたのか気になって仕方がなく、前のめりになった。

「その盗まれた絵というのは？」

「どんな作品かは分からないけど、海外のコンテストに出したいって、販売をせずに展示だけしていた作品なんだって。そんな思い入れのある作品を盗まれてしまったんだから、彼もたまったものじゃないよね」

　どきん、と私の鼓動が高鳴る。

　なんていう作品だろう？

　以前、私とホームズさんは、米山さんの水墨画を見せてもらったことがある。

　それは、『枝垂れ桜と鶯うぐいす』という、色彩のない水墨画だった。

　その絵を観みていると、色を使っていないのに、薄紅色が目に浮かんでくる。

　色がないからこそ感じた色彩はとても艶あでやかであり、そんな幻想的に美しい枝垂れ桜や、花を愛でるように見上げる愛らしい鶯の姿も、印象的だった。

　その作品を前にした時、私は圧倒されて何も言えず、気が付くと目に涙が滲にじんでいた。

　隣でホームズさんも、『これは素晴らしいですね』と熱っぽく洩らしていた。

　そんな私たちを前に、米山さんは少し嬉しそうにこう言った。

『君たちの絵だよ、これは』

　えっ、と私たちは瞬く。

『ほら、清貴くんは「枝垂れ桜のような美青年」って呼ばれていたじゃない。特に水墨画の枝垂れ桜って、まさに清貴くんって感じがするよ。つかみどころがなくて観る人によってイメージする色が違いそうなところとか……。で、この枝垂れ桜が清貴くんで、ここにいる可愛かわいい鶯が葵ちゃん』

　いたずらっぽい表情で説明する米山さんに、私とホームズさんは思わず顔を見合わせて、小さく笑い合う。

『それは、光栄ですね。こんな素晴らしい作品に譬たとえていただけるなんて』

『私もです。こんなに可愛い鶯が私なんて、怒られそうです』

『つぶらな瞳が似ている気がしますが、あなたの方がずっと可愛らしいですよ』

『っ！』

　さらりとそんなことが言えるホームズさんは、京男子というよりもパリジャンのようだ。

　私たちの前で、『はいはい』と米山さんが肩をすくめる。

『それにしても、僕はそんなにつかみどころがない人間ですかね？　結構、分かりやすいタイプではないかと思っているんですが……』

　ホームズさんはそう言って『枝垂れ桜と鶯』を見詰めた。

　しばしジッと見詰めたあと、ゆっくりと目を伏せ、胸に手を当てる。

『──あらためて、後世に残ると言っても過言ではない、傑作だと思います』

　そんなホームズさんの感想を聞いて、米山さんが嬉しそうに、そして気恥ずかしそうに、頭を掻かいた。

『気に入ってくれた？』

『ええ、とても。僕たちに譬えていただけたこともありますが、それがなくても、一日中でも眺ながめていたいくらいです』

　ホームズさんは頷うなずきながら、熱っぽく告げる。

　彼の言葉が本心であることが、私にも伝わってきた。

　何より、私自身も同じ気持ちだった。

　観るたびに、モノクロの絵から鮮やかな色彩が頭に浮かんでくる。

　ずっと観ていたいと思わせる、素晴らしい作品だ。

『これは俺自身も気に入っている作品だから手放す気はないんだけど、清貴くんになら、って思うよ。どうかな？』

　そう尋ねた米山さんに、ホームズさんは一瞬動きを止めた。

　ホームズさんは、なんて答えるのだろう？

　そっと見上げると、彼は柔らかく微笑んだ。

『お言葉だけ、ありがたく受け取っておきます』

　すると米山さんは、『良かったぁ』と微ほほ笑えむ。

『良かった、とは？』

『だって、前に清貴くん、「心酔するほどに気に入ったものは、仕入れることはしても、自分ではあえて買わないようにしてる」って言ったことがあるじゃない。この絵を本当に気に入ってくれたんだなって』

『……あなたに、そんなことを言ったことがありましたか？』

　ホームズさんは、決まり悪そうに目をそらす。

　そういえば、と私も頷く。

　ホームズさんとは長い付き合いだけど、私は彼が自分のために美術工芸品を買ったのを見たことがない。

　いや、一度だけあった。

『百ひゃく萬まん遍べん知ち恩おん寺じ』の『手づくり市』で、コーヒーカップを買ったことはある。

　だけど、思えばあれは、『心酔するほどに気に入った』というほどではなかったのだろう。

『言ったよ。すごく印象的だったから。本当の商人ってそういう感じなのかな、って思ったんだ。ほら、自分は決して薬物に溺おぼれない売人のように』

　言い得て妙だ、と私は頬を引きつらせた。

　ホームズさんも同じように思ったのだろう、頬を緩ませている。

『そうですね。自分はあくまで商人なので。自分たちに譬えてくださったこの素晴らしい作品を、僕は本当にとても気に入りましたので、あえて手に入れようとは思いません。「蔵」の目玉商品として仕入れはしたいですが』

　ホームズさんは、にこりと微笑んだ。







　──そんなやりとりがあってか、私の中であの『枝垂れ桜と鶯』の水墨画は、特別な作品になっていた。

　あの作品が盗まれてしまっていたとしたら、と私は動揺した。

　作品に心酔しただけの私がこれだけショックを受けているのだから、米山さんの心労は、どれほどのものだろう。

「……そんなことが起こるなんて、遺憾ですね」

　ホームズさんは腕を組んで、やりきれないように息を吐いた。

「本当だよね。うちも気を付けないとって、話していたんだよ」

「どうやって盗まれたんでしょう？」

「個展が終わったあとに、配送作業に紛れた犯人に盗まれたとか」

「…………」

　ホームズさんは、ぴくりと眉を顰ひそめた。

「どうかした？」

「あ、いえ。本当に気を付けなければなりませんね」

　その時、ホームズさんのスマホが鳴動したようで、彼は「失礼」とポケットからスマホを取り出す。

　電話ではなく、メッセージを受信したようで、ホームズさんは画面を確認し、苦笑した。

「……噂うわさをすれば影ですね」

「えっ？」

「今、米山さんは、僕の知り合いの探偵事務所を訪ねているようです。そしてそこの探偵が僕に来てほしいと言っているとか……」

「知り合いの探偵事務所って、もしかして小こ松まつさんのところですか？」と私は詰め寄った。

　探偵業を営む小松勝かつ也やさんは、とある事件を通して知り合った四十代半ばの男性だ。

　一見するとあまり頼りがいのない雰囲気だが、かつては世界に誇ると謳うたわれるサイバーチームに属していたハッカーでもある。

「それは、すぐ行ってあげた方がいいよ」

　井川副館長が、ホームズさんの肩を軽く叩く。

「あっ、今日はお時間をいただきまして、ありがとうございました」

「いやいや、嬉しかったよ。そうそう、君がこれからやろうとしていることだけど、僕にできることならなんでも協力するから、がんばってね」

　ホームズさんはありがとうございます、と頭を下げる。

　井川副館長にした相談とは、一体どんな内容だったのだろう？

　気にはなったものの、

「葵さん、行きましょう」

　ホームズさんが急いだ様子で私の手を取ったことで、すっかり聞くタイミングを逃してしまった。





＊






　──木屋町四条下ル。

　そこは、高瀬川沿いの町家や歴史のある飲食店が軒を連ねる、風ふ情ぜいのある通りだ。

　川沿いの桜が花びらを散らしている。

　私とホームズさんは、一軒の町家の前で足を止めた。

　そこには、『小松探偵事務所』という木製看板が掲げられている。

　小松さんは五条にあるマンションを事務所にしていたのだが、最近、元妻と復縁し、そのマンションに妻子とともに住むことになったので、事務所をここに移転した。

「随分、風情のある探偵事務所ですね」

　初めて事務所を訪れた私は、不思議な気持ちで町家を見上げる。

　町家の探偵事務所なんて、おそらく珍しいだろう。

　小松さんが、新たな事務所をこの木屋町の町家に決めたのは、ちょっとした縁だったそうだ。

「……たしか、この町家の大家さんは、元クライアントなんですよね？」

「はい。ここに住んでいた老夫婦が、『勘当した息子を捜してくれ』と小松さんに依頼しまして、小松さんは見事、息子を捜し出したことから、その老夫婦は息子家族と同居することになったそうです」

　ちょうどその頃、小松さんの再婚も決まり、事務所を探しているという話をした時に、その老夫婦は『この町家を見知らぬ人に貸すなら、あなたに使ってもらいたい』と申し出てくれたそうだ。

　ホームズさんは、あらためていきさつを教えてくれた。

「良いお話ですね」

「ですが、良いことばかりでもないんですよね」

　ホームズさんは、「失礼します」と引き戸を開ける。

「えっ？」

「家賃が高いんですよ。そもそもこの辺りは、固定資産税が高い地区ですから無理もないのですが。小松さんも喜んで引き受けたあとに、『しまった』と思ったとか」

「…………」

　世知辛い話だ。

　そういえば、小松さんもホームズさんに、『うちにも修業に来てくれよ』と声を掛けてるそうで、それが実現したら、ホームズさんは……、

『京都祇園探偵のホームズ』

　つい、そんなタイトルを頭に思い浮かべ、私は思わず口許を緩ませる。

　私たちは、「お邪魔します」と、玄関に足を踏み入れる。

　入ってすぐに目に入ってきたのは和室──ではなく、フローリングにソファーセットだ。

「……中は洋風って、意外ですね」

「元々は畳だったんですが、家主の許可を得てリフォームしたそうですよ。基本的に一階のリビングが応接室、二階は最新設備を備えたパソコンがある調査部屋となっているとか」

　ホームズさんは、どうぞ、とスリッパを用意する。

「失礼します」

　私は靴を端に寄せて、スリッパを履いてホームズさんとともに、応接室にしているリビングに足を踏み入れる。

　三人掛けのソファーが二脚、向かい合って置いてある。

　そこに私立探偵の小松さんと米山さんが、座っていた。

　小松さんは私たちを見て、片手を上げる。

「おう、あんちゃんに嬢ちゃん」

　相変わらず、無ぶ精しょう髭ひげを生やしており、ぶっきらぼうに言う。

　一見すると怖そうにも見えるが、彼は不器用なだけで実は優しい人だ。

　私は、お久しぶりです、と微笑んで会釈を返した。

　膝ひざの上にはノートパソコンが置かれており、画面を見詰めながら難しい表情を浮かべていた。

　対面に座る米山さんは、「来てくれてありがとう」と言って微笑んだものの、何もかも諦あきらめきったような面持ちだった。

　少し長めの髪を後ろで一つに結んでいる彼は細身であり、芸術家らしい繊細そうな雰囲気だ。

「……米山さん」

　私はなんて声を掛けて良いのか分からず、言葉に詰まった。

「ああ、座りなよ、葵ちゃん」

　三人掛けソファーの真ん中に座っていた米山さんは、端に移動する。

　失礼します、と私はソファーの反対の端に腰を下ろした。

　ホームズさんは小松さんの隣に座り、

「六本木での個展の成功、おめでとうございます。ですが……今回のことは大変でしたね」

　そう言って神妙な面持ちを見せた。

「……うん、すごく思い入れの強い作品だから、参っちゃったよ」

　米山さんは肩をすくめて、ふにゃりと笑う。

　その笑い方も、以前のままだ。

「警察もその後、作品の足取りをつかめていないみたいでね。それで、葵ちゃんの十八歳の誕生日パーティの時に、清貴くんが『敏腕探偵』だって紹介してくれた小松さんのことを思い出して、ここに来たんだ」

「……敏腕探偵じゃねぇし」

　小松さんは弱ったように、くしゃくしゃと頭を掻いた。

「いいえ、敏腕ですよ。それで小松さん、何か分かりましたか？」

　ホームズさんは首を伸ばして、小松さんの膝の上にあるノートパソコンを覗のぞく。

「……ああ、さっきあんちゃんがメールで教えてくれた、海外のオークションサイトを早速調べてみたよ」

　小松さんは、カチャカチャとキーボードを叩いて、手を止める。

「そしたら、イギリスの競売にかけられていたことが分かった」

　小松さんは、ノートパソコンを二脚のソファーの間にあるテーブルの上に置いて、米山さんに画面を見えるように動かした。

　出展品一覧の中に、米山さんの水墨画があった。

　私は前のめりになって、画像を確認する。

　どうやら、盗まれたのは二作だったようだ。

　一作は、『枝垂れ桜と鶯』の掛け軸だった。

「──っ」

　やっぱり、嫌な予感は当たった。

　私は苦い気持ちで奥歯を噛かみしめる。

　だが、本当にショックを受けているのは、米山さんの方なのだ。

　もう一作は、どんな作品だろう、と私は気を取り直して画面を覗く。

　それは、初めて観る作品で、こちらも掛け軸だった。

「……これは、鼠ねずみとお姫様ですか？」

　床の水滴が盛り上がって、鼠になっている。

　その鼠が見上げる先には、雪景色の中、扇を手にしている十じゅう二に単ひとえを纏まとった姫君の姿。

　姫君は、木の枝に止まっている鳥を見上げていた。

「そう、『鼠』という作品なんだけど」

　ホームズさんも立ち上がって、私たちの背後に立って画面を見詰める。

「──この佇んでいる鼠は、もしかして『雪舟』の鼠でしょうか？」

「さすが、清貴くん。よく分かったね」

「それは、もちろんですよ」

　そんな二人に、私は「あ、そうか」と頷き、小松さんは「雪舟の鼠？」と小首を傾げた。

「『雪舟』は、室町時代の画僧です」

　すぐに答えたホームズさんに、「がそう？」と、小松さんはさらに首を捻ひねる。

「当時は絵を描くことも修行のひとつでして、雪舟のように絵を中心に修行をしている僧を『画僧』と呼びました」

　小松さんは、へぇ、と洩らす。

「雪舟は相しょう国こく寺じで周しゅう文ぶんに画法を教わり、一四六七年に明みん（中国）に渡って本場の水墨画を学びました。そして彼は明とは違う独自の水墨画のスタイルを作り上げ、生涯の中で多くの作品を残したんです。代表作は、東京国立博物館所蔵の国宝『秋しゅう冬とう山さん水すい図ず』という作品なんですが……」

　ホームズさんは、さらさらと説明しながらスマホを取り出して、『秋冬山水図』の画像を小松さんに見せる。

『秋冬山水図』とは、墨で描かれた二枚一セットの風景画だ。

　右が秋で、左が冬。画面左下角から反時計回りに岩や山を螺旋状に配置する構図、強調された輪郭線や勢いのある筆致が印象的だ。

　小松さんは画像を見ながら、「はぁ、観たことある気がするな」と間抜けな声を上げた。

「またこの京都にも、京都国立博物館に、国宝の『天あまの橋はし立だて図ず』や重要文化財の『黄おう初しょ平へい図ず』が所蔵されているんですよ」

「で、『鼠』を描いた代表作もあるのか？」

「いえ、逸話ですよ」

「逸話？」

「雪舟は幼い頃、岡おか山やま県の宝ほう福ふく寺じで修行をしていました。雪舟はその頃から絵が好きで、住職の目を盗んでは絵ばかり描いていたわけです。それに怒った住職は、雪舟を本堂の柱に縛り付けてお仕置きをしました」

「……今なら問題になりそうな話だな」

　苦笑する小松さんに、私は「本当に」と口に手を当てる。

「夕方になって住職が雪舟の様子を見に行くと、足許に大きな鼠がいました。住職は驚いて鼠を追い払おうとするもピクリともしない。よく見ると、床に描かれた絵だったんです。それは雪舟が、床に落ちた自らの涙を足の指に付けて描いた鼠の絵でした。住職はその見事さに感心し、それから雪舟に絵を描くことを許した、という逸話です」

「その話なら聞いたことがあるぞ」

　小松さんは、前のめりになる。

「ええ、よく知られた昔話です」

　そう、それが『雪舟』の話だということまでは認知されていなくても、割と有名な逸話だ。

「そうか、米山さんは、その逸話を元にした作品を描いたわけだな」

　ぽんっ、と手を打つ小松さんに、米山さんは「はい」と柔らかく目を細める。

「雪舟は、俺の憧れで……」

「この鼠が見詰めている女性は、斎さい王おうですね」

　ホームズさんの言葉に、私はあらためて画面を覗く。

　言われてみればまさに姫君は斎王であり、そのシルエットは米山さんの恋人・佐織さんを思わせる。

　佐織さんは、三年前、葵あおい祭まつりの斎王代を務めたのだ。

　米山さんは顔を真っ赤にさせた。

「そして、斎王が見上げている鳥は、もしかして『みさご』でしょうか」

「みさご？」

　聞き慣れない鳥の名に、私はホームズさんの方を向く。

「みさごは、舟に鳥と書きます。西日本では冬に見られる鳥で、魚を捕る鷹として古来より知られています。雪景色とみさごから、この絵は『雪舟』を連想させています。かつて、お堂に縛られていた小さな鼠は、美しい斎王に憧れ、やがて大きな鷹となって彼女とともに広い世界へ羽ばたくという、あなたの願いをこの作品に込めたんですね」

　ノートパソコンを覗きながら言うホームズさんに、米山さんはぽろりと涙を零こぼした。

「米山さん……」

　私はおずおずとハンカチを差し出す。

「あっ、ごめんね。清貴くんが、この作品に込めた想いを汲くみ取ってくれたのが嬉しくて、そして、作品が盗まれてしまったのが、悲しくて悔しくて」

　米山さんはハンカチを目頭に押し当てる。

「このオークションは、どうなったんですか？　そもそも、盗難品が競売にかけられてるって、おかしいですよね」

　思わず私が声を上げると、小松さんは苦々しい表情を浮かべる。

「米山さんの件は、警視庁によって窃盗事件として捜査されていたようなんだが、海外の盗難美術品データベースには登録されていなかったようだ。で、競売会社は盗品と知らずにオークションを行ったようだ。そして、もう落札されている」

「そんな……でも、盗難品だったから返してもらえるんじゃないですか？」

　私が言葉を詰まらせると、小松さんが眉を顰ひそめた。

「それが難しいところなんだよ。『即時取得』という制度があるんだよ」

「『即時取得』って？」

　私の問いに、ホームズさんが引き継いだ。

「わが国の民法第一九二条には、『取引行為によって、平穏に、かつ、公然と動産の占有を始めた者は、善意であり、かつ、過失がないときは、即時にその動産について行使する権利を取得する』と定めています。これを『即時取得』（善意取得）といいます。つまり、被害を受けた元の所有者よりも、知らずに取得した第三者の方が保護されるべきだ、という制度があるんです」

　いまいちピンとこなくて、私の眉間に皺しわが寄る。

「たとえばＡさんが、Ｂさんから借りていた宝石を、勝手にＣさんに売ってしまった。Ｃさんはもちろん盗難品とは知りません。事が公になった時に、『宝石は誰の持ち物になるか？』というと、何も知らずにＡさんから買い取ったＣさんの物になる、ということなんです」

　ええ？　と私は声を裏返らせた。

「そんなの、おかしいですよ」

「そうですね。この制度は、騙だまされて……というか、『知らずにお金を払って買ってしまった人』を護る制度なんです。買ったものを、『真の所有者だから返せ』という人が後から出てきてしまっては、誰も安全に物を買えなくなってしまう。つまり、誰も取引をしなくなってしまう。そうなると、経済が滞とどこおってしまう──という考えのようです」

　でも、と納得いかない私に、ホームズさんは続ける。

「ですが絶望的ではありません。『美術品の盗難』という明らかな犯罪の場合、『即時取得の例外』が定められています」

「ですよね、犯罪ですものね」

　私は、強く首を縦に振る。

「はい。民法第一九三条により、『占有物が盗品又は遺失物であるとき』は盗まれた時ないしは遺失した時から二年間に限って、占有者に対して返還請求ができるものとしています。ただし、民法第一九四条により、現在そのものを占有している者が、『競売若しくは公の市場』、あるいは『その物と同種の物を販売する商人』から善意で買い受けた場合には、取引の安全を保護する要請の方が大きくなるため、同人が支払った代価を弁償しなければ返還請求することができない、とされています」

「──それはつまり、盗まれたものは二年以内だったら返還のお願いができる。だけど、落札者が支払った代金を弁償しなくてはならない、ってことですか？」

「そういうことです」

　ホームズさんも納得していない表情で相あい槌づちをうつ。

　米山さんは何も言わずに俯いていた。

「ですが、二年以上経過してしまうと、戻ってくるのは絶望的でしょう」

「一体、いくらで落札されたんですか？」

「三万三千ポンドらしい」と小松さんが答えた。

「えっ？」

　ピンとこない私に、ホームズさんが答える。

「ざっくりですが、日本円で約五百万円ですね」

「五百万円？」

　私と米山さんの声が揃った。

「とりあえず、問い合わせるしかねーな。あんちゃん、英語は得意だろ、手伝ってくれないか。この会社に連絡してほしいんだ。もちろん、バイト代は支払う」

「分かりました」

「ちょっと操作して調べたんだが、落札者はジウ・ジーフェイ（景志飛）っていう中国の富豪らしい。絵を気に入っただろうし、取り戻すには骨が折れそうだな……」

「こっちも弁護士を立てることにしましょう。良い人を知っていますよ」

　小松さんとホームズさんがそんなことを話していると、米山さんが、ぎゅっ、と拳を握り締めた。

「いや、もう、いいかな」

　そう声を上げたあと、にへら、と笑う。

「米山さん、良くはないでしょう」

「ううん、いいんだ。俺の絵に五百万も出してくれた人がいたなんて、少し感激だしね。自分の手元には入ってこないけど……」

「そんなこと、本気で仰おっしゃってますか？」

　ホームズさんは腕を組んで、米山さんを見据える。

「本気だよ。盗まれた絵を取り戻すのに、お金なんて使いたくないし……何より、これは報いなんだよ」

「報い？」

　小松さんが、よく分からないという表情で米山さんを見た。

「……俺はかつて贋作師だったんです。アトリエで言われたままにニセモノを作っていて、それが本物と信じられてオークションにかけられて、それにお金を払った人もいる。自首してちゃんと罪を償ったつもりだけど、そうはいかないよね。こういうことが起こるのも無理はないんだ。ただ……」

　ただ？　と私は小声で聞き返す。

「この作品『鼠』は本当に思い入れの強い作品だったから、これだけは本当につらいなぁ……。他の作品なら、まだ諦めもついたんだけど。でも、報いってそういうものだよね」

　米山さんは、涙ながらに切なそうに洩らす。

「あなたは、たしかに罪を犯しましたが、それを悔いて、あなたなりにけじめをつけて、償ってきたのではないでしょうか？　何より自分がかつて罪を犯したからといって、今回、自分の身に起こった犯罪を見逃すのは、少し違う気がします」

　眉根を寄せるホームズさんに、米山さんは「ううん」と首を振る。

「もう、いいんだ。さっきも言った通り、あの絵に五百万近くも払ってくれた人がいるのが、少し嬉しいしね」

「がっかりですね」

「えっ？」

「……あなたが、あの素晴らしい作品に、たったそれだけの価値しか感じていないことが、僕は残念です」

　私には、ホームズさんが心からそう言っているのが伝わってきたが、米山さんはお世辞として受け取ったようだ。

「ありがとう、清貴くん」

　泣き笑いを見せて、帰ります、と会釈をする。

「あ、小松さん、ここまでの調査料の金額と振込先をメールで教えてください」

「いいよ、大したことはしてねぇし、サービスだよ」

　小松さんが頭を掻きながらぶっきらぼうに言う。

　ありがとうございます、と米山さんは立ち上がる。

　私とホームズさんは、米山さんを見送るのに、玄関へと付き添った。

　彼が引き戸を開けると、パラパラと雨が降っていた。

「──雨だ」

　さっきまで、あんなに晴れていたのに、と私は目を細める。

「風も強い……せっかくの桜の花が散ってしまったら寂さみしいですね」

　残念に思いながらそう言った私に、ホームズさんは「本当ですね」と頷く。

「思えば、桜の時季は雨が多い気がします……」

「まるで、雨が桜に嫉妬しているようだよね」

　米山さんは灰色の空を見上げながら、ぽつりと零した。

「嫉妬？」

　ホームズさんが、聞き返す。

「……うん。雨が桜の美しさに嫉妬して、早く花びらを散らしてやろうとしているように思えるんだ。人もそうだよね……誰かが幸せになろうとすると、足を引っ張る奴が現われるしさ」

　米山さんはそう言って自じ嘲ちょう気味に笑い、話を続けた。

「海外の大きなコンクールをものにして、過去の汚名も何もかもすべて返上できるような名誉を手にできればと思ったんだ。できれば、あの絵で……」

　おそらく米山さんは、海外の大きなタイトルをものにできたら、正式に佐織さんに結婚を申し込みたかったのだろう。

　他の絵でもチャレンジできるのかもしれないけれど、かつての自分の姿と、憧れだった彼女、そして今後そうありたい自分の姿を描いたあの絵は、特別だったに違いない。

　自分は芸術家ではないから、そのショックを推し量れるものではない。

　どんな言葉をかけて良いのか分からずに、私は目を伏せた。

「……地下鉄の駅までさっと走ろうかな。それじゃあ、ありがとう」

　米山さんは、申し訳なさそうに傘を受け取る。

　外に出ようとする米山さんに、ホームズさんが「あの」と背中に声を掛けた。

　米山さんは、「うん？」と振り返る。

「美術界に携わる者の一人として、今回のようなことを根絶していきたいと思っています。あなたはこの依頼を取り下げましたが、僕が勝手に調査を進めても良いでしょうか？」

　そう尋ねたホームズさんに、米山さんはぽかんとした表情になると、小さく笑う。

「勝手に調査を進めるなら、許可なんていらないよね？　どうぞ」

　何もかも諦めきったような笑顔を見せたあと、米山さんは再び歩き出した。

　駆け足で遠ざかる米山さんの背中を見送りながら、私はそっと尋ねた。

「調査って、他にも盗難事件が起きている可能性があるということでしょうか？」

「あるでしょうね。何より個展を終えたあとに配送業者に紛れて盗み出すなんて、プロの手口です」

「プロ……」

「以前も、似たような手口で盗みを働いていた輩やからがいましたね」

　私は「えっ？」と小首を傾げた。その時のことを思い出して言葉が詰まる。

「なんだか、嫌な予感がするんです……」

　足を引っ張る者とは、よく言ったものですね、と雨風にさらされ枝を揺らす桜の木々を見詰めながら、ホームズさんは静かにつぶやいた。
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「──葵とホームズさん、来月ほんまに旅行に行くの？」

　京都府立大学内にある『稲盛記念会館』の一階に、カフェスタイルの学食がある。

　学食とは思えないお洒落な店だけれど、ありがたいことにとてもリーズナブルだ。

　私と香織は時折、そこでランチを食べる。

　丹波黒豆たまごのオムレツを口にしながら、突然そんなことを聞いてきた香織に、私はごほっとむせて、口に手を当てた。

「……い、行くよ？」

　語尾をなぜか疑問形にさせてしまいながら、私は答える。

　頬が熱くて仕方がない。

「結局、どこに行くことになったん？」

「それは、その日までのお楽しみということになって……」

　私が頼んだメニューは、日替わりパスタだ。

　賀か茂も茄な子すが入ったトマトソースが、とても美お味いしい。

　気恥ずかしさに顔を上げられないまま、私はスプーンの上でフォークをくるくると回す。

　気が付くと、巻きすぎたパスタが肥大化していた。

「やっぱ、親には内緒なん？」

　香織は、興味深そうに小声で尋ねる。

「ううん」

「えっ、言ったの？」

　信じられない、と香織が前のめりになった。

「ホームズさんが、『葵さんのご両親に嘘をつく付き合いはしたくないんです』って。『それで旅行を反対されたら、その時は諦めましょう』って言ってて……」

「え、何それ、ホームズさん、めっちゃええ人みたいやん」

　露骨に顔をしかめる香織に、私は肩をすくめた。

「……みたいじゃなくて、ちゃんと良い人だよ」

「ほんで、親は？」

「『もう大人なんだし、勝手に行ってらっしゃい』って。『でも、挨あい拶さつとかには絶対来ないでほしい』って、困ったように言ってた」

「そらそやろうなぁ。お父さんにも言うたの？」

「直接は言ってない。お母さんづてに。お父さんは気持ちは複雑だけど、ホームズさんとの交際は認めてくれてるし、お母さんは大賛成だしね」

「なるほど。ホームズさんは長い時間をかけて、外堀を埋めたんやな」

「外堀って、大袈裟だよ」と私は笑う。

「そやけど、それだけ葵のことが好きってことなんやな。その点は私もホームズさんのことを買ってるんやで。あのカッコよさが崩れるくらい、葵にまっしぐらやし」

　うんうん、と頷く香織に、私は頬が熱くなるのを感じて、目を伏せた。

「そうそう、ホームズさん、今はどこに修業に？」

「あれ、言ってなかった？　大丸だよ」

　私が答えると、香織はごほっとむせた。

「ホームズさんが大丸さんに？　あんな人がデパ地下のスイーツコーナーとかいたら長蛇の列になるんちゃう？」

　京都では、『大丸京都店』を『大丸さん』と呼ぶ人が多いそうだ。

　それだけ、身近で地域に密着しているのだろう。

　香織の言葉に、私も思わず、白シャツに黒いエプロンをつけてスイーツを提供するホームズさんの姿を思い浮かべてしまった。

　たしかに、その姿につられて並んでしまう人が続出しそうだ。

「ううん、店頭に立ったりはしてなくて、『営業推進部』って部署にいるみたい」

「そうか、当たり前やけど、デパートって店頭販売だけやないし」

「販売のイメージは強いよね。大学生になったし、化粧品を買いたいなと思うんだけど、デパートの化粧品コーナーとか、眩まぶしくて気後れしちゃう」

「うんうん、分かる。そやけど、うちはお母ちゃんのお供でよく行くけど、行き届いてて、さすがやなぁ、って思うし、自分も化粧品買うなら、ちゃんとしたコーナーで相談に乗ってもらいたいて思うわ」

「そうなんだ。ちょっとがんばってみようかな」

「そやで。旅行前に、メイクの仕方とか教えてもらったり」

「……うん」

「そうそう、ホームズさんは、なんで大丸さんに？」

「大丸の店長とオーナーが、知り合いらしくて」

　香織は、すぐに納得の表情を見せたあと、少し心配そうに身を乗り出した。

「けど、いくら『営業推進部』ていうても、そんなところに行ったらゴールデンウィーク休めへんのとちゃう？」

「えっと、それがね、ゴールデンウィークに休みがほしいってことは、最初にお伺いした上でＯＫをもらったみたい」

「さすがや」

　それに対しては、私もまったくもって同感だ。

「『大丸で働けるのは、良い経験になりますね』って、喜んでたよ」

「ほんでホームズさんは、今どこに滞在してるん？」

「オーナーにナイショで、普通に店長と八や坂さかのマンションに住んでるみたい」

「そっか、ホームズさんが一緒なら、店長も安心やね」

　ホッとした様子を見せる香織に、私は思わず笑ってしまう。

「なんだか香織って、店長のことを気にかけてるよね」

「そ、そんなんやないけど！」

　勢いよく否定した香織に、私は少し驚いた。

「あ、ちゃうねん。ええと、そうや、もしかしたら叔父さんを思い出すのかもしれへん」

「叔父さん？」

「お父ちゃんの弟、イギリスに住んでるんや。ほんまに英国紳士的でのんびり穏やかな人なんや。何年かに一度帰国して、うちとお姉に素敵なお土産を買うて来てくれて、帰る時はほんまに寂しくて……」

　香織が、その叔父を心から慕っていることが伝わってくる。

　店長を通して、大好きな叔父を思い出していたのだろう。

「言われてみれば、店長とホームズさんも英国紳士って感じするよね」

「そやろ。家頭親子は、そんな感じや」

「でも、オーナーは違うけど」

「ほんまや」

　私たちは、オーナーの姿を思い浮かべて、ふふっ、と笑い合う。

「そうそう、葵は最近、ホームズさんとデートはしてるん？」

　香織はするりと話題を変えた。

「最近はできてないけど、今度の土曜日に会えることになってる。旅行前にお詣まいりに行こうって」

「お詣り……」

　香織は、へぇ、と少し気の抜けたように洩らした。





２






　清貴は、朝八時過ぎに八坂のマンションを出て、バスを使わずに、四条通南側の歩道を西へと歩く。

　いつも賑わっている祇園の町も、この時間は人通りが少なくて心地よい。

　四条大橋を渡り、鴨かも川がわを望むと鷺さぎたちが集まっているのが見える。

　まるで朝のミーティングをしているようだ。

　ふと、そんな可愛らしいことを考えた自分に頬が緩んだ。

　河原町通、そして馴染みの寺てら町まち通を越して、高たか倉くら通まで来たところで、清貴は足を止める。

　四条通北側に『大丸京都店』があった。

『ＤＡＩＭＡＲＵ』というロゴの上には、堂々とした孔く雀じゃくのブロンズ像。

　この百貨店は、享保二年（一七一七年）、下しも村むら彦ひこ右衛え門もんが京都に呉服店『大文字屋』を開業したことから始まる。

　そのため、京都市民にとって馴染みの深い百貨店であり、そんなところから『大丸さん』と呼ばれるようになったのだろう。

　清貴はまだ開店していない『大丸京都店』を見上げたあと、背を向けてその対面のビル内に入った。

『大丸京都店』の『営業推進部』のオフィスは、デパートの中に入っているわけではなく、四条通南側のビルの二階にあった。

　扉を開けると、広い空間にスチールデスクがひしめき合い、『広告担当』『店舗戦略』『店づくり』『顧客戦略』という札が天井から吊るされている。

　雑多な印象だが、企業のオフィスというのは、どこもこんな感じなのだろう。

　まだ、早い時間のため、人の姿はほとんどない。

『営業推進部プロジェクト担当』のデスクは窓の近くにあり、春の明るい日差しが差し込んでいる。

「清貴さん、おはよう」

　期間限定の同僚、谷たに口ぐち京きょう香かが、明るい笑顔で声を掛けてきた。

　三十代前半くらいの、細身で目のぱっちりとした女性だ。

　その隣で、同じく同僚で三十代後半の男性・中なか原はら一かず夫おが「おはよう、清貴くん」と温和な笑みを見せている。

　谷口と中原の二人が『プロジェクト担当』のメンバーであり、そこに期間限定で清貴が加わったかたちになる。

　二人が清貴を下の名前で呼ぶのは、オーナーと付き合いのある『大丸京都店』の店長が、『清貴くん』と呼んでいるため、自然とそうなっていた。

「おはようございます、お二人とも今日は早いんですね」

　基本的に九時四十五分から十八時十五分までを勤務時間としているが、フレックス制のため、出勤時間は自由だ。

　だが、期間限定の修業社員である清貴は、いつも早めに出社するようにしていた。

「清貴さんがいつも早いから、何時に来てるのか気になって、私たちも早くに出社してみたのよ」

「約一時間前に出社してるんだね」

　時計は八時三十五分を指していた。

「大体、そのくらいですね。コーヒー淹いれますか？」

　清貴は荷物を置きながら、二人のデスクの上に、まだコーヒーがないのを見て尋ねる。

「いいのよ、気にしないで」

「そうだよ」

「いえ、ついでですから」

　にこりと微笑んで清貴は給湯室へと向かう。

「あっ、それじゃあ、清貴さん、コーヒーをミーティングルームに運んで。せっかく早く来たんだし、静かなうちに打ち合わせしちゃいましょうよ。こっちの用意はしておくから」

　声を上げた谷口に、清貴は振り返って、分かりました、と会釈をする。

「……いいところの坊ちゃんをうちの部で預かるって聞いた時は、どうしようかと思ったけど、よく動いてくれるよなぁ」

　資料を手にしみじみと呟つぶやく中原の横で、谷口が拳を握り締めた。

「本当に。坊ちゃんを預かるんじゃなくて、私が『眼福に与あずかる』って感じ」

「爽さわやかな男前だし、外商も向いてそうな感じだよ」

「いやいや、清貴さんが外商に行ったら、絶対に大変。マダムにつかまって、帰してもらえなくなりそう」

「元外商にいた谷口さんが言うと説得力あるなぁ。でも、ものすごい売り上げを取ってきそうだ」

　谷口は、ほんまや、と笑いながら、ミーティングルームへと向かった。

　もっとも、『ミーティングルーム』といっても、会議室のようになっているわけではなく、テーブルと椅子が用意されている打ち合わせスペースだ。

　清貴がそこにコーヒーを用意する頃には、中原と谷口は椅子に腰を下ろしてノートパソコンを起動し、資料を広げていた。

　清貴のバッグや資料も既に用意されていて、「ありがとうございます」と会釈をして、席に着く。

　資料の一ページ目には、『ＫＫＰ活動案』と記載されている。

　今、『大丸京都店』では、『もっと京都らしさを出した百貨店にしていこう』というコンセプトの下、『古都ごとく京都』というプロジェクトが発足されていた。

　ちなみに『ＫＫＰ』とは、『古都ごとく京都プロジェクト』、それを略したものだ。

「この『ＫＫＰ』も期間限定のプロジェクトなんだけどね。こういうコンセプトの下で動いているから、京都に精通した君に来てもらえて心強いよ」

「そうそう、私たち二人では足りないと思っていたから、清貴さんの存在は渡りに船だわ」

　そう言う二人に、清貴は「いえいえ」と遠慮がちに手をかざす。

「足手纏いにならなければ良いのですが」

「ちなみに清貴くんは、京大の文献文化学を専攻していたんだよね？」

「はい」

「論文のテーマはなんだったの？」

「『古都・京都の文化が世界に与えた影響』です」

　さらりと答えた清貴に、谷口は思わず噴き出した。

「ご、ごめんなさい。なんだか、あまりにもしっくりきていて。でも、その論文のテーマ、いいわよね。『古都・京都の文化が世界に与えた影響展』というテーマの展示会も良さそう」

「『古都ごとく京都』だしね」と、頷く中原。

　だが、清貴は渋い顔で首を捻る。

「ですが、一般の方に面白いと思ってもらえるかどうか……」

「そうね、たしかに。私だったらその展示会の広告を見て、『行きたい』と思うかといえば、微妙かもしれない」

　谷口は、ふぅ、と息を吐いて、頬杖をついた。

「清貴くんも案を考えてきてくれたんだよね？」

「──ええ、一応ですが」

　清貴はバッグの中から、資料を取り出す。

「これは、京都に来ている観光客の様子なんですが……」

　資料には、レンタルの着物を着て嬉しそうにしている若い女性の姿が載っている。

「着物で京都の町を歩きたいと思われる方が多いですし、観光客向けに百貨店が提供する上質の着物レンタル企画というのはどうでしょう」

　テーブルの上に置いた資料に目を落としながら言う清貴に、谷口は頷く。

「最近、着物で観光されている方が急増しているし、いいかもしれないわね。お店にたくさんの人が出入りしてくれるわけだし」

「……でも、どうしても他と比べて、価格が高くなってしまうけど、それでも来てくれるかな？」

　中原は腕を組んで、背もたれに寄りかかる。

「来ると思います。世の中には、『良いもの』にお金を出し惜しまない人間が一定数います。質の良い着物というのは、一目瞭然で違いますし、『せっかく着物で京都の町を歩くなら、『大丸京都店』の着物を思いきって頼もう』と思われる方も出てくるでしょう」

「これぞ、百貨店の仕事って感じよね」

「そうだね。すぐには難しくても、悪くない案だと思う」

　谷口は、うんうん、と頷いてノートパソコンに打ち込んで、顔を上げた。

「私が思ったのは、瀧たき尾お神社や海かい宝ほう寺じといった、『大丸京都店』縁ゆかりのツアー、なんてしても面白いかなって」

　瀧尾神社は、大丸百貨店の創業者の下村彦右衛門が行商の頃より、現在の伏ふし見み区く京きょう町まちから京都への行き帰りに欠かさずお参りをしていた神社だそうだ。

　大丸百貨店の繁栄は、瀧尾神社のご利益のおかげ、と莫大な寄進をしている。

　また、海宝寺は、下村彦右衛門が竺じく庵あんに帰き依えし、自ら浄財を投じて援助を続けたため、下村彦右衛門を祀ってもいると言われているそうだ。

「ああ、それは楽しそうですね。商売繁盛にご利益があるわけですし」

「『商売繁盛』って聞くと、行きたくなるなぁ」と中原が笑う。

「ツアーも良いのでしたら、『意外と知らない京都の名所』とかも良いかもですね」

「それって、どこかしら？」と谷口が首を傾げる。

「たとえば、『狸たぬき谷だに山やま不ふ動どう院いん』とか、意外と知られていないそうで」

「うそ、狸谷を？」

　地元民である谷口は、不思議な顔で言う。

　神戸出身の中原は、苦笑した。

「あ、俺は知らない。どこにあるの？」

「中原さん、知らなかったんだ？　詩し仙せん堂どうの奥にあるんですよ。『もうひとつの清きよ水みずの舞台』がある寺なんですよ。本当に清水寺そっくりで」と谷口。

「交通安全に霊験あらたかな寺としても知られていまして、京都人が車を買ったら行くところ、なんて話もあるんですよ」

　話を引き継いだ清貴に、中原は興味深そうに、へぇ、と洩らす。

「それは知らなかったなぁ」

「あと、『京の三さん弘こう法ぽう詣り』も、意外と知らない方がいますよね」

　清貴が話を続けると、中原は、それも知らない、という様子で目を瞬かせる。

「東寺では、毎月二十一日に縁日を開いているのですが……」

「それは知ってる。『弘法さん』だよね」

「ええ、東寺・神光院・仁和寺という弘法大師縁の寺院を詣ることを『京の三弘法詣り』といいます。かつて京の人間は四国八十八か所詣りに行く前に、その三つの寺院を詣って安全を祈願したそうです。また、正月の三が日にお詣りをすると、一年中の厄を逃れられるという話もあります」

　清貴の説明に、谷口は、なるほど、と頷く。

「『旅行に行く前に、「京の三弘法詣り」をしましょう』と、提案をするツアーもいいわね」

「それじゃあ、お寺の許可が取れたら、うちが用意したお弁当を食べるっていうのもいいかもしれない」と中原が言う。

「あっ、それは良いかも。そんな感じなら、ちょっとお試しでツアーを組んでみるのも悪くないな」

　谷口は首を縦に振りながら、キーボードを叩いた。

「僕はちょうど今度の休日、個人的に三弘法を詣って来ようと思っているので、下見をしてきますよ」

　そう言う清貴に、中原は、おや、と顔を上げた。

「それは仕事になるんだし、わざわざ休日に行かなくてもいいんだよ」

「いえ、二十一日に行きたいと思ってまして」

「そうか、『弘法さん』の日に」

　納得する中原に、谷口は、もう、と肩をすくめる。

「中原さんったら鈍いんだから。彼女と一緒に行きたいと思ってるに決まってるじゃない」

「あっ、えっ、そうなんだ？」

　驚く中原に、清貴は小さく笑った。

「はい。連休に旅行に行くので、その前にと」

　へえええ、と洩らす中原に、谷口は口許を緩ませる。

「この話を聞いたら、『従食』で清貴さんにうっとりしていた老若女子たちは、ショックを受けるんだろうなぁ」

『従食』とは、従業員食堂の略。

『大丸京都店』においては、『社食』という呼び方はしていないようだ。

「どうしよう、この話を他の人に教えるかどうか迷うところ」

　喋りたい、と谷口は自らの口に手を当てる。

「やめなよ、谷口さん。百貨店は夢を見させるところだよ？」

「そうね。某テーマパークだって、キャラクターには中の人なんかいないものね。清貴さんにも、中の人なんていないってことで」

　うん、と頷く谷口。

「いえ、普通に話してもらって構いませんし、僕は中の人が剥むき出しですし……」

「剥き出しって、やめて」

　谷口は顔を伏せて、ぷぷっ、と笑う。

「そ、それはそうと、次は催事場での企画を……」

「某テーマパークの舞台裏展とかできたら面白いんですがね。タイトルは、『中の人だよ、ハハッ』とか」

　そう言った清貴に、二人は堪えきれずに噴ふき出す。

　ミーティングルームに響く笑い声につられたように、スーツを着た男性がひょっこりと顔を出した。

「おはよう、朝から盛り上がってるなぁ」

　清貴と谷口と中原は突然のことに驚きながら、頭を下げた。

「おはようございます、店長」

「今日はお早いんですね」

　彼は、この『大丸京都店』の店長・北きた城しろ公こう輝き。

　年齢は五十代半ばとのことだが、十歳は若く見える。

　大阪出身で、話し上手で気さくな人柄から、相談しやすい店長として従業員に慕われている。

　清貴が、『大丸京都店』で修業することになったきっかけが、彼とオーナーが懇意であることだった。

「今日は午前中に会議があるから、書類の確認をしておこうと思って。君たちこそ早いね」

　店長はそう言いながら、清貴の隣に腰を下ろした。

「清貴くんはもう慣れた？」

「ええ、お二人がとても良くしてくださっていますので」

　そう言う清貴に、「それは良かった」と店長は目尻を下げ、

「でっ、谷口君と中原君の方は、試験勉強はがんばってる？」

　いたずらっぽい笑みを二人に向ける。

　一応がんばってます、と肩をすくめる二人に、清貴は小首を傾げた。

「試験？」

「今、二人は『ＫＫＰ』のプロジェクトメンバーとして、京都検定を取ろうとがんばってるんだ」

　京都検定──正式には『京都・観光文化検定試験』といって、京都商工会議所が主催している京都通を認定する資格試験だ。一級から三級まである。

「そうでしたか、がんばってくださいね」

　清貴は二人を見て、にこりと目を弓なりに細める。

「ちなみに、清貴さん、京都検定は？」

　谷口が、すかさず身を乗り出して尋ねる。

「一級を持っております」

　……さすが、と、谷口と中原は声を揃えた。

「とりあえず、俺は二級を目指してがんばろう」

「そうね。二級に合格しないと、一級の試験を受けられないし」

　ぐっ、と拳を握る二人に、店長は、うんうん、と満足そうにしながら、テーブルの上の資料を手に取った。

「ところで、『ＫＫＰ』は、どんな企画を？」

　谷口は「あ、はい」と頷いて、報告をする。

　話を聞きながら店長は、なるほど、と腕を組んだ。

「──着物の企画だけど、観光客はもちろん、京都に住む人たちにこそ利用してもらえるようになったら良いよね」

　店長の提案に、清貴は、ああ、と強く頷いた。

「なるほど、観光客は元より、地元の人たちにこそ、良い着物を着てもらう、着物に触れていただく機会を、我々がお手伝いをするということですね」

　続いて谷口が目を輝かせて、両手を合わせる。

「いいと思います。地元・京都の人が利用していると知ったら、観光客も利用したくなるでしょうし」

「たしかに、飲食店も地元の人が好む店ほど、観光客が集まるものだしね」と中原。

　店長は「あとね」と、フロアマップの冊子に目を落とした。

「『大丸京都店』の各階フロア全体を見てもらえるような、そんな楽しい企画があればいいなぁ、と思っているんだ」

　すると、すぐに、谷口が身を乗り出した。

「スタンプラリーとかどうでしょう？」

「うん、そんな感じ。でも、もう一捻りほしいな」

「一捻り……」

　谷口と中原は眉根を寄せて、うーん、と唸る。

　清貴は顎に手を当てて、「そういえば」と口を開いた。

「以前、『ひらかたパーク』で『ご当地レンジャー』のイベントのお手伝いをしたことがあるんです。その時に『謎解き』をしつつパークを回る企画をしたところ、とても盛り上がったんですよ」

　清貴は、舞台裏ではいろいろあったけれど、と心の中でつぶやきつつ、話を続ける。

「『大丸京都店』でも、『謎解きラリー』をしていくというのはどうでしょう。せっかくですから、京都にまつわるクイズを出すとか」

　清貴の提案に、谷口は「わぁ」と口に手を当てた。

「それ、すっごく楽しそう！」

「正解者には、何かプレゼントするとかね」と中原も同意する。

　店長は天井を仰ぎながら、何がええやろ、と洩らす。

「全部回ったら、清貴さんと一緒に写真が撮れるとか、満点なら清貴さんとハグができるとか」

「谷口さん、そんな特典は、僕の彼女くらいしか喜んでくれないですよ」

　にこやかに言いながらも、『実際、葵さんは、喜んでくれるんやろか？』と清貴は微かに不安になって、顔をしかめる。

　その顔を見て、谷口は慌てたように首と手を振った。

「あ、もちろん、冗談よ」

「ええ、分かっていますよ。特典ですが、京都検定のように認定証をいただけるだけで、全部回った方は嬉しいものかもしれませんよ。『大丸さんのお墨付き』という感じがしますし」

　谷口は、「そうか、認定証かぁ」と、ノートパソコンに打ち込む。

「特典云うん々ぬんはゆっくり考えるとして、とりあえず『大丸京都店』で、『京都クイズラリー』、ええな。進めよう！」

　店長は、ぱんっ、と手を打ち、『ＫＫＰ』の三人は「はいっ」と頷いた。
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　──四月二十一日。

　午前中に私とホームズさんは、『東とう寺じ』に向かっていた。

　京都駅から徒歩で行ける五ご重じゅうの塔とうが印象的な寺院だ。

　京の人間は、東寺といえばやはり『弘法さん』という愛称で知られる毎月二十一日の縁日を思い浮かべるだろう。

『弘法さん』は、以前、香織と一緒に来たことがある。

　その時は十二月であり、年の瀬の縁日は『終しまい弘法』と呼ばれて、出店数もいつもより多いらしく、ごった返すような人出だった。

　人をかき分けて歩くのが大変だった覚えがあるため、ある程度覚悟をして東寺の境内に足を踏み入れる。

　四月の『弘法さん』も賑わってはいたが、十二月ほどではなく私は少しホッとした。

『百萬遍知恩寺』の『手づくり市』もそうだったが、縁日ではさまざまな品が並んでいる。

　陶器、着物、アクセサリー、茶葉、たこ焼きや唐揚げ、コーヒーショップ、春のせいか『焼きたけのこ』という看板を掲げた出店も見える。

「相変わらず、いろいろなものが売られていますね」

「本当ですねぇ」

　にこやかに言いながらもホームズさんの視線は、しっかりと並んでいる品々を捉えている。

　今のところ、彼のお眼鏡に適かなう品はないようだ。

　縁日を楽しみながら境内を進んでいく。

　今日、東寺に来たのは、お詣りが目的だ。

「葵さん、こっちです」

　こうも出店が多かったら、どこにいるのか分からなくなりそうだが、彼は迷うことなく、私を誘導する。

「東寺って、とても歴史が古いんですよね？」

「ええ、平安遷都とともに建造され、唯一現存する平安京の遺構です」

　ごくり、と私の喉のどが鳴った。

「『鳴くよ鶯、平安京』の七九四年──延暦十三年ですね、羅城門を挟んでこの東寺と西寺が建てられました」

　西寺は、時代の流れの中でなくなってしまったのですが、とホームズさんは残念そうに付け加えながら歩く。

「東寺の中で、最初に建てられたのが、この『金こん堂どう』と呼ばれる本堂なんです」

　ホームズさんは、『金堂』の前で足を止めて、お堂を仰ぐ。

「建物の特徴としては、宋そうの様式を取り入れた天てん竺じく様ようと和わ様ようを合わせていまして、屋根の中央が切り上げられています。これは、奈な良らの東とう大だい寺じや宇う治じの平びょう等どう院いんにも見られるかたちですね」

　私も『金堂』を見上げながら、ポケットから小さな手帳を取り出して、ホームズさんの言ったことをメモしていく。

　するとホームズさんは、ぷっ、と笑った。

「メモされなくても」

「いえ、いつもちゃんと聞いているんですけど、後から細かいことを忘れることが多くて、ちゃんとメモしようと思っていたんです」

　せっせと書き込む私の姿を、ホームズさんは愉しそうに見下ろしている。

「可愛いですね、抱き締めてもいいですか？」

　手帳に目を落としていた私は、勢いよく顔を上げて頭を振った。

「いえ、駄目です！　こんなところでは駄目です！」

「残念ですね」

　ちっとも残念じゃなさそうに微笑んで、

「では、参拝しましょうか」

　と、本堂に足を踏み入れる。

　本尊の薬やく師し如にょ来らいに対面して、右側が日にっ光こう菩薩。左側は月がっ光こう菩薩。

　神々しい薬師三尊像の姿に、私の口から「わぁ」と感嘆の息が洩れた。

『金堂』の薬師如来は、『七仏薬師如来』といって光背に七体の化け仏ぶつを配している。

　薬師如来というと、手にしている薬壺が印象的だが、ここの薬師如来は薬壺を手にしていない。

　それは古い様式なんですよ、とホームズさんは説明してくれた。

　台座には、十じゅう二に神しん将しょうがぐるりと並んでいた。

「そうか、十二神将は、薬師如来を護り、その願いを叶える存在なんですもんね」

　尊いことなのだが、以前、薬師如来を神と崇あがめて、大麻を使って若者たちを操っていた団体を思い出し、苦い気持ちになる。

　人の信仰心を操るなんて、絶対に許されることではない。

　ふと、ホームズさんの方を見ると、少しだけ険しい表情を浮かべている。

　彼も、私と同じように、彼らのことを思い出したのかもしれない。

　すぐに私の視線に気付いたホームズさんは、こちらを見下ろして、柔らかく目を細める。

「それでは、手を合わせましょうか」

「はい。旅の安全祈願ですね」

　私とホームズさんは、並んで合掌し、『金堂』を後にした。





４






　本堂を出て、東寺の五重塔を見上げる。

「……あらためて、ここは、『鳴くよ鶯、平安京』の七九四年からあるんですから、本当に凄いことですよね」

　しみじみ言う私の横で、ホームズさんが、そうですね、とつぶやく。

『鶯』から、ふと、米山さんの作品『枝垂れ桜と鶯』を思い出した。

　盗まれてしまったというやりきれなさが募ると同時に、ホームズさんと米山さんが交わしていた会話が過よぎる。

「……前に米山さんが言ってましたけど、ホームズさんって、自分では美術品を買いませんよね」

　ホームズさんは一拍置いて、頷いた。

「ええ、この目に焼き付けたいとは思いますが、手に入れたいとは思いませんね」

　どうしてですか？　と、問おうとして、言葉が詰まった。

　ホームズさんが、その件について話したくなさそうだったからだ。

　もしかしたら、過去に、本当に気に入った宝物を壊してしまったとか、そうしたことがあったのかもしれない。

　縁日の喧けん騒そうを避けるように境内を出て、駐車場に向かった。

「それでは、次に行きましょう」

「あ、はい」

　これから、私たちは『仁にん和な寺じ』へと向かう。

『東寺』『仁和寺』『神じん光こう院いん』と弘法大師縁の寺院を回るのが、『京の三弘法詣り』だ。
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　もう花は散ってしまったが、御お室むろ桜ざくらが懐かしい『仁和寺』を詣ったあと、私たちはランチを食べて、『神光院』へと向かっていた。

『神光院』は、北きた区く西にし賀が茂もにある。

　上賀茂神社と川を挟んで西側、五山の送り火で船形が灯る山の麓にあり、『西賀茂の弘法さん』と通称されているそうだ。

　入口にある『厄除弘法大師道』という大きな石碑が、参拝客を出迎えている。

　門を潜って、境内を歩く。

『東寺』や『仁和寺』に比べて、人が格段に少なかった。

　それは、無理もないだろう。

　最初の二つの寺院は、世界文化遺産だ。

「『京の三弘法詣り』って、順番が決まっているんですか？」

「いえ、たしかどこから詣っても良いはずですよ。先に世界文化遺産の二つの大きな寺院を詣ったあとだと、とても静かな印象ですよね」

　私の気持ちを察したのか、ホームズさんが言う。

「ええ。でも、しっとりとして心地よいお寺ですね。私は好きです」

「そうですね。僕も、世界に誇る立派な寺院も好きですが、ひっそりと写経をしたくなる、こうしたお寺も好きですね」

　互いの感性が似ていることを嬉しく思いながら、私たちは本堂に手を合わせた。

　そして本堂に背を向けた時、ホームズさんのスマホが鳴動した。

「失礼、谷口さん……大丸の先輩からです」

　ホームズさんはスマホを耳に当てて、「はい、家頭です」と答えていた。

「ええ、『京の三弘法詣り』実施中ですよ。今は、神光院です」

　なんとなく横で会話を聞いていることに気が引けて、私は彼から少し離れて境内を散歩する。

　パンフレットには、『神光院』の名前の由来は、上賀茂神社の神職が『霊光の照らした地に一宇を建立せよ』という神託を受けて、ここに寺を建立したことだと書かれている。

　名前の由来を読みながら、へぇ、と洩らしていると、ホームズさんが「葵さん」と歩み寄ってきた。

「すみません、これからここに先輩の知り合いが僕を訪ねて来ることになりまして、少しお待ちいただいても良いですか？」

「ええ、それは全然。でも、先輩の知り合いって？」

「その方は、この近くに住んでいるそうですが、ぜひ、僕に鑑定してもらいたい品があるそうなんです。とはいえ、準備をして来られるので、三十分くらいかかってしまうそうですが」

　おそらく何かの話の流れから、急に決まったことなのだろう。

　三十分は、そこそこに時間がある。

　のんびり待とうと、腰を掛けられるところに私たちは並んで座り、ペットボトルのお茶を口に運んだ。

　境内はとても静かで、人の姿はほとんどない。

「……今日は二十一日なのに、『京の三弘法詣り』をする人はいないんでしょうか？」

「今たまたま、ひと気がないだけかもしれませんよ。そして、『京の三弘法詣り』は意外と知らない方も多いんですよ。そもそも、四国八十八か所詣りの前に来ると良いとされているものですし」

　私は、納得して頷く。

「もしかして、私たちの旅行って、四国八十八か所詣りですか？」

　そう問うと、ホームズさんは「違いますよ」と小さく笑う。

「どこなのか、そろそろ聞いてもいいですか？」

「せっかくなので、当日までの楽しみにしましょう。『ミステリーツアー』です」

　ホームズさんは、人差し指を立てる。

　いいですけど、と私は口を尖とがらせた。

　少しの沈黙が訪れ、心地よい風が流れる。

「葵さんは、二人の旅行、楽しみに思っていただけていますか？」

　ぽつり、とホームズさんに問われて、私は言葉に詰まる。

　即答できなかったのは、恥ずかしさがあったためだ。

　次のステップに進むことを楽しみにしているか、と聞かれているような気がして、思わず躊躇ためらって俯いた。

「……気乗りしないようでしたら、やめても構いませんよ？」

　えっ、と私が顔を上げると、ホームズさんは笑みを湛えている。

　この笑顔は、いつかも見たことがある。

　私に、『別れましょう』と言った時も、同じような笑みを浮かべていた。

「あの、いえ、楽しみですよ、本当に」

　煮え切らない態度を取ったから誤解を与えてしまったのだろう、と私はすぐに首を振る。

　だが今度はホームズさんが黙り込んで、くしゃっと頭を掻いたりと、煮え切らない態度を見せた。

「気乗りしないのは、もしかしてホームズさんの方ですか？」

「いえ、そんなことは、決して」

　ホームズさんはそう言ったあと、目をそらさない私を見て、観念したように息をつく。

「……すみません、あなたに嘘はつけませんね」

「えっ？」

「とても楽しみなんです。ですが、一方で、気乗りしない気持ちもあります」

　まさか本当に気乗りしていなかったとは思わず、心臓が嫌な音を立てた。

「どうして、ですか？」

　喉がからからに渇かわく。

　ホームズさんは、そっと私の手の上に、自分の掌を重ね合わせた。

「こうしてあなたに触れると嬉しいです。そして、さらに触れたいと思う本能があります。その一方で、このままでいたいと思う気持ちもありまして……」

　彼の言わんとすることがつかめず、私は自分でも怪訝そうな顔をしているのが分かった。

　ホームズさんは、弱ったように額に手を当てる。

「……旅行に誘った時点で、ちゃんと伝えるべきでした」

　ホームズさんは、ため息をつきながら零す。

　何をですか？　と尋ねた私の声は、小さすぎて風の音に紛れてしまった。

「あなたに嫌われるのが怖くて、言えなかったんです。ですが、『三弘法』を詣ったせいでしょうか……あなたに何も言わずに旅行に連れて行くなんて、とても卑怯なことだという気分になりまして。薬師如来や弘法大師に怒られたのかもしれませんね」

　いつもの口調ながら、ホームズさんのその顔は、とても切なげだった。

　私は口を閉ざして、彼の次の言葉を待つ。

　ホームズさんは、そっと私の手を握る。

「以前、伏見の酒蔵で修業をしている時、円生が僕の許を訪ねてきて、こう言ったんです」

　円生が？　と私は眉根を寄せた。




　──ほんで、なんであんたがあの子に手を出さへんのか……。最初は女に関してヘタレやて思うてたんやけど、ほんまは違うんやな。ヘタレも多少はあるやろうけど、根っこの理由は違うんやないかて、そう思うたんや。怖いんやろ、自分が。

　あんたは、手に入れた途端に冷めるんやろ。せやから、彼女を手に入れてしもたら自分の気持ちが醒めるんやないかて、それが怖いんやろ。

　珍しく女に入れ込めて「好き好き」て浮かれられて、普通の人間みたいなんが嬉しくて、そんな自分の気持ちがあの子を抱くことで萎えてしまうのが怖いんやろ。ほんで、自分を信じられへんのや。最高に楽しいのは、服を脱がすその時までやで。抱いた途端、「なんやこんなもんか」て、恋の幻想から覚めるんが怖いんや。ええ加減、認めたらどうや？　そもそも、あんたは恋なんてするような男やないやろ。その証拠にあんた自身、その幻想を楽しもうとして、あえて手に入れずに長引かせてるやん──。




　ホームズさんは円生の言葉を私に伝えると、大きく息を吐き出す。

　私は言葉を失い、ただ目を見開いてホームズさんの横顔を見つめていた。

「憤って否定しました。自分はそんなんじゃないと信じたい気持ちがあります。そもそも、物質と対人はまるで違うと思っています」

　私は何も言わずに相槌をうつ。

「ですが、正直に言うと自分でも分からないんです。こんなふうに好きになったのは、あなたが初めてですから……」

　彼は、握っていた手に力を込めた。

「…………」

　これほど美術品を愛するホームズさんが、自分では美術品を手に入れようとしないその理由と、円生が以前、『それとも、別の理由があるんやろうな……。きっとそっちの方やろ』と言っていた、その意味を理解した。

　物質と対人は、違う。

　そんなのは、当たり前の話だ。

　だけど、彼が不安に思うのは、身に覚えがあるからだろう。

　聞きたくはないし想像もしたくないけれど、もしかしたら、過去に好意を抱いた女性と深い仲になるも、すぐにその好意が失せてしまったことがあるのかもしれない。

　だから、私にもそうなってしまうのではないか、と懸念している可能性がある。

　それなら関係を進めず、このままでいた方が良いのでは、と考えているのだろう。

　口の中に、苦いものがこみ上げる。

「……ですので、旅行をやめてもいいという気持ちもあるんです。僕も男ですから一緒に旅行に行って、その間、禁欲できる自信もありませんし」

　ホームズさんは、自嘲的な笑みを見せる。

　何も言えずにいると、彼は不安そうに私の顔を覗いた。

「葵さんは、どう思われますか？」

「わ、私は……」

　口を開いたものの、自分の言いたいことが分かっていなかった。

　私は、ホームズさんと、これまで通り、ずっと仲良くしていたい。

　もし関係を進めることで、彼の気持ちが嘘のようになくなってしまったら、と思うと、胸が締め付けられるように痛む。

　ホームズさんは正直な人だから、私に悪いとは思っても、『好きな振り』を偽ることができないはずだ。

　何より、心を偽られるのは嫌だ。

　私は、どうしたいのだろう？
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　沈黙が訪れたその時、四十代半ばと思われる男性と、三十代前半くらいの明るいスーツを着た女性、それよりも少し年下、二十代後半と思われる女性が二人──計四人が境内に入ってきた。

　きょろきょろと辺りを見回したかと思うと、「あっ」と声を上げてこちらに向かってきた。

「清貴さん」

「ああ、谷口さん。来てくださったんですね。それに店長まで」

　ホームズさんは、少し驚いたように二人を見る。

　明るいスーツの女性は、『大丸京都店』の先輩・谷口さんで、隣にいる男性が店長のようだ。

　ホームズさんは、店長と谷口さんを前にすると、すぐに私を紹介してくれた。

「僕の彼女の真城葵さんです」

　さっきまでショックを受けていたというのに、『僕の彼女』というホームズさんの言葉を耳にして、嬉しさと恥ずかしさに頬が熱くなりながら、私は頭を下げる。

「はじめまして、真城葵です」

「はじめまして、北城です。あなたが噂の……」

　店長は、ふふっ、と優しく微笑む。

　一体、どんな噂をされているのだろう、と私は身を縮こませた。

「はじめまして、谷口です。よろしくお願いします」

　谷口さんはにこやかに頭を下げたあと、

「お休み中なのに、ごめんなさい。こちらが……」

　振り返って、二人の女性を紹介した。

「大おお塚つか祐ゆう子こです」

　ふわりとしたセミロングで、優しそうな女性が頭を下げる。

「田た端ばた諒りょう子こです」

　次に、髪を後ろで一つに束ねた細身の理知的な女性が、頭を下げた。

　どちらも綺麗な女性だが、雰囲気はまるで違う。

　友達同士なのだろうか？

「お二人は、姉妹なんですね」

　疑問形ではなく、確信を持って言うホームズさんに、三人は驚いたように瞬いた。

「えっ、どうして、姉妹だって……」

　と、祐子さんは目を泳がせる。

「私たちは、全然似てないし、姉妹だと思われたことがなくて」

　同じように、諒子さんが戸惑った様子を見せていた。

　二人とも言葉は標準語のようだが、関西のイントネーションだった。

　そんな二人に、ホームズさんは自らの耳を指す。

「お二人とも、耳がとてもよく似ていたので」

　皆は絶句し、『前にもこんなことがあった』と、私は頬を引きつらせた。
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　祐子さんはこの近所に住んでいて、『神光院』の住職とも親しくしているということから、寺の和室をお借りして、話をすることができることとなった。

　お茶の用意までしてもらえたことに礼を言ってから、私たちは向き合う。

　私とホームズさんが並び、テーブルから少し離れたところに店長と谷口さん、そして私たちの対面では、まったく似ていない姉妹が苦虫を噛み潰したような顔を見せていた。

　ちなみに、姉が祐子さんで、妹が諒子さんだ。

「大丸さんに伺ったのですが、あなたが、あの家頭誠司先生のお孫さんで後継ぎだというのは、本当なんでしょうか？」

　祐子さんが、確認するように尋ねた。

　こんな若い青年が鑑定士と言われても、信用ならない気持ちがあるのだろう。

「ええ。とはいえ、今は修業中の身ですが……見識を広げるために、『大丸京都店』にお世話になっております」

　ホームズさんは大丸京都店の名刺と、骨董品店『蔵』の名刺、二枚を差し出す。

「彼が、国選鑑定人・家頭誠司さんの孫で、この若さで業界が認める目利きの鑑定士だというのは、間違いないですよ」

　店長が念を押すように言うと、祐子さんと諒子さんは安心したようで、互いに目配せをしながら、風呂敷包みをテーブルの上に置いた。

「この品の鑑定をお願いしたいです。行く先々で、言われることが違っていまして」

　ホームズさんは頷いて、内ポケットから白い手袋を取り出して嵌はめた。

「それでは、あらためさせていただきます」

　丁寧に風呂敷をほどくと、茶器のセットが現れた。

　絶妙な歪みを見せる盆の上には、十客の茶碗。

　茶碗は、花──蓮の形をしていた。

　あえて歪んだ曲線を描いている黒いお盆の上に並ぶその様は、まるで夜の池に浮かぶ蓮の花のようだ。

　初めて見る作家の作品であり、私は思わず身を乗り出して凝視した。

　その横でホームズさんは、ほぅ、と洩らす。

「『蓮れん月げつ焼やき』の茶器ですね。鉄てつ絵えの署名、裏に描かれた葉脈や実、この茶碗は、左さ京きょう区く岡おか崎ざきの土で手て捏ごねしたものです。蓮月焼は、幕末から明治にかけて人気が出まして、ニセモノも多く作られたのですが、お土地柄でしょうか、本物の大おお田た垣がき蓮れん月げつの作品に間違いありません」

　ホームズさんは、茶碗を手に愛しそうに言う。

「やっぱり、本物だったんだ」

　祐子さんはホッとした様子で、嬉しそうに胸に手を当てる。

「これは蓮月焼の模倣品だから、五千円だって言ったところもあったんです」

「そうでしたか」

　すると、それまで黙っていた諒子さんが前のめりになった。

「これが本物でしたら、おいくらぐらいになるんでしょうか？」

　ホームズさんは、そうですね、と顎に手を当てた。

「状態も良いですし、百五十万といったところでしょうか」

　すると、二人は顔を明るくさせた。

「そんなに……？」

　驚く祐子さんの前に、諒子さんが再び身を乗り出す。

「それは、『蔵』で買い取ってくれたりもするのでしょうか？」

「ええ、よろしければ、ぜひうちで」

　ホームズさんは、にこり、と微笑む。

「あ、いえ。私は妹と違って、この茶器を売りたくないんです。これは、母が遺のこしてくれたものですから……」

　祐子さんは、慌てたように言った。

「だけど、これは私たち姉妹に遺してくれたもの。つまり半分は私のものよね。家頭さん、茶碗を半分の五客だけ買い取ってくれますか？　そうすると、七十五万になるんでしょうか？　お盆がないから、もっと安くなってしまうかしら」

　ホームズさんは、眉尻を落とす。

「そうですね。こちらは、お盆も含めてこのセットだからこそ、百五十万の価値がありまして、茶碗五客だけとなると、がくんと価値は落ちてしまうんです。せいぜい一客三万として、十五万くらいでしょうか」

　ええっ、と諒子さんが目を見開く。

　こう聞くと信じられないような話だろう。

　けれど、古美術の世界には、こうしたことが多々ある。

　茶碗だけではなく、箱の状態、紐の状態で、値段が変わってくる。

　セットであるか否かはとても重要であり、茶碗一客でも欠けることで、その価値が変動するのだ。

『完璧であってこそ』と言えるのかもしれない。

　二人は、どうしよう、と目を泳がせている。

　そんな中、ホームズさんがそっと口を開いた。

「今さらですが、お二人は、店長や谷口さんとどういうお知り合いだったのでしょうか？」

「実は……」

　谷口さんが答えようとすると、諒子さんがその後を引き継いだ。

「……谷口さんは、私たちの知り合いではなくて、うちの亡くなった母が、大丸さんの客だったんですよ」

「はい、そうなんです。私が外商にいた頃、お二人のお母様の担当だったんです。そして、店長とも親しくしていたんですよ」と谷口さん。

「きっと、私たちの母のことは、あなた方も知っていると思います」

　祐子さんの言葉に、私は思わず、えっ？　と小首を傾げた。

「うちの母は、女優だったので」

　そう続けた諒子さんに、私もホームズさんも、女優さん、と感嘆の息を洩らす。

　すると、祐子さんが慌てたように付け加えた。

「でも、主役を張るような女優ではなくて、世間からは『お母さん女優』と言われていた大塚範のり子こです」

　私は、あっ、と口に手を当てた。

　女優・大塚範子は、私も知っている。

　おっとりとした雰囲気の和風美人のせいか母親役が多く、祐子さんが言っていたように、『お母さん女優』と呼ばれていた。

　たしかに主役を演じるタイプの女優さんではないけれど、コンスタントにドラマの脇役としてテレビに出ていた気がする。

　近年は、特に時代劇によく出演していて、うちの祖母が観ていた。

　そんな彼女が、病気で亡くなったというニュースも記憶に新しい。

「大塚範子さんでしたか。この度は、ご愁傷様です……」

　ホームズさんは、神妙な面持ちで頭を下げる。私も同じように頭を下げた。

「……四十九日も終わって、落ち着いたところなんです」

　大塚範子さんの娘さんということは、同じ苗字の姉・祐子さんは独身で、妹の諒子さんは結婚しているのだろうか。

「僕の中での大塚範子さんは『お母さん女優』というより、時代劇で活躍されていたというイメージが強いですね。『大政奉還』では篤姫の相談役、『大奥』では春日局役を演じられていたのを観ていたので」

　ホームズさんがそう言うと、店長さんが「うんうん」と頷く。

「実は範子さんは、そのどちらのドラマも、『ぜひ、自分に演やらせてほしい』と、関係者にお願いに行ったそうなんですよ。そこから、時代劇の出演が増えたとか」

　店長の言葉に、二人の姉妹は、ぱちりと目を開いていた。

　まるで初めて聞いたような顔だ。

「そうでしたか。それまでは、ホームドラマで『理想のお母さん』と言われていましたし、殻を破りたかったのかもしれませんね。大塚範子さんは、慈善活動も熱心にされていたようですし、素晴らしい方が亡くなられたと皆様、惜しまれて」

　ホームズさんが静かに言うと、諒子さんが、わざとらしいほどに大きくため息をついた。

「……世間のイメージだけはいいですけど、本当はイメージとは真逆の母親でした」

「ちょっと」

　祐子さんが妹を窘たしなめるように、一いち瞥べつをくれる。

「お母さんは亡くなったんだし、もう評判も何もないよ。お金にも男にもだらしなくて、結婚、離婚を繰り返してばかり。私たちだって、父親の違う姉妹なんです。家庭を顧みないし、家事はほとんどしない、慈善活動だって格好つけていただけです。赤の他人を助けていながら、自分の子どもはほったらかし。運動会や参観日も、一度も来てもらったことがない」

「それは仕方がないじゃない。お母さん、仕事だったんだし」

　祐子さんが、横で苦笑する。

「家にいる時だって、来てくれなかったじゃない。オフは昼過ぎまで寝てて、夕方になると起き出して、祇園に遊びに行って……」

「お母さんは、そういう業界に生きてた人だから、もうそれは仕方がないよ」

「……違うよ。あの人は、私たちが邪魔だったんだと思う。大体、誕生日もクリスマスも、プレゼントなんて一度ももらったことがないじゃない。いつも一万円札をぴらっと寄越すだけで」

「お母さんは、欲しいものは自分で買ったらいいというドライな人だっただけだよ。何より、お父さんと離婚する時、私たちを引き取りたいって言ったのは、他の誰でもない、お母さんの方なんだよ」

「世間のイメージでしょう？　離婚だけなら女優にはありがちだけど、子どもまで手放したら、『理想のお母さん』像が崩れるから」

「そう言うけど、あなたの結婚式、お母さんは喜んで泣いていたじゃない」

「あんなの、世間に向けての演技だよ。あと、子どもを手放せて肩の荷が下りたんじゃない？　お姉ちゃんも、お母さんの付き人みたいになって世話ばかりしてさ、海外転勤が決まった彼氏からのプロポーズも、『お母さんが心配だから』って断ったりして。そんなふうに自分を犠牲にしたりしないで、とっとと結婚したら良かったのに」

　諒子さんの容赦のない言葉に、祐子さんは言葉を詰まらせる。

「かと思えば、急に病気で他界してしまったし……。調べてみれば、財産のほとんどを寄付してて、私たちに遺してくれたのは、この茶器セットだけ。きっと高価なものに違いないって、近くの骨董品店で識てもらったら、たった五千円って」

　それで、この姉妹は百貨店の外商だった谷口さんに、『目利きの鑑定士を知らないか』と聞いたのだろう。

　いきさつを理解し、私は無言で相槌をうつ。

「ねぇ、お姉ちゃん、この茶碗のセットを売ろう。百五十万を半分にしようよ」

「それは、嫌。そんなお金より、この茶器を大事にする方がいいと思う。あのお母さんが私たちに遺してくれたものだよ」

「私はね、お母さんがこれまでのことを反省して、私たちに財産を遺してくれてるって期待してたのよ。蓋を開けてみれば、お金は赤の他人に寄付して、遺してくれたのはこの茶器セットだけなんて腹が立って仕方がない、少しでもお金にしようよ！」

　諒子さんは、畳を叩きつける。

「この茶器を売って、百五十万を手にしてどうなるの？　たしかに大金だけど、きっと、何に使ったか覚えてないくらいに、すぐになくなってしまう。それなら茶器自体を残しておきたいじゃない」

「残しておいてどうするのよ。こんな茶器なんて使わないくせに」

「使う使わないじゃないのよ。あなたなら分かるでしょう？　初めてじゃない。生涯で初めて、お母さんが私たちにくれたプレゼントじゃない」

　この姉妹は母から、誕生日にもクリスマスにも、プレゼントをもらった覚えがないのだ。

　そんな母親からの唯一にして、最初で最後のプレゼント。

　世界で誰よりも祐子さんの気持ちが分かるはずの諒子さんは、ぐっと息を呑んだ。

「……そんな、ただの気まぐれで遺したものじゃない」

　顔を背ける諒子さんに、店長が「あの……」と、二人を落ち着かせるように手をかざして、口を開いた。

「赤の他人のわたしが、言うことではないのかもしれませんが──」

　そう前置きして、店長はゆっくりとした口調で続ける。

「お母様は、たしかに気まぐれなところはあったかもしれません。ですが、ひとつひとつの行動に、必ず意味があった、そんな方だったように思えます。彼女は素晴らしい女優であると同時に、職人のような人だと感じておりました」

　そう話した店長に、ホームズさんは、へぇ、と洩らす。

「大塚範子さんは、そういう方だったんですね？」

「そうだね。思えば、家頭オーナーにも通じるものがある人だったよ」

「ああ、たしかに、僕の祖父も、気まぐれでありながら、行動には意味がある、そういうタイプですね」

「だろう？」

　店長は愉しげに言って、口許を綻ほころばせる。

　たしかにオーナーは、気まぐれで突拍子もない。

　けれど、実は言動に深い考えと意味がある人だ。

　彼女たちの母親もそういう人だったんだ。

　ホームズさんは、蓮月焼の茶碗を手に取って、二人を見据える。

「お二人は、お母様が出演されているドラマなどは観ていましたか？」

「……ええ、それは、もちろん」

　と、ぎこちなく二人は頷いた。

「女優である大塚範子さんが、どうしても演やりたいと懇願した『大政奉還』も『大奥』も、時代に貢献した女性が描かれています。『大奥』では、その礎いしずえを作った春日局の奮闘を演じ、そして、『大政奉還』では無血開城に尽力した篤姫の側で彼女を見守る役を演じていました。その『大政奉還』ですが、篤姫や皇女・和かずの宮みやが活躍したことは知られています。実は彼女たちの他に、あまり知られていない功労者がいるんです」

　ホームズさんは、茶碗を二人の間に置いた。

「この茶碗の作者、蓮月尼──大田垣蓮月です」

　二人は、よく分からないという目で、ホームズさんを見た。

「蓮月は、幕末の女流歌人であり、陶芸家でした。彼女はとても美しく、はっきりものを言うタイプの女性だったそうです。夫亡きあとに出家し、晩年はこの神光院の茶ちゃ所じょで隠居生活を送ったそうです。そんな彼女は慈善活動にも熱心であり、京都に飢饉が訪れるたびに、私財を擲なげうって寄付をしたそうです」

　その言葉に、自らの母親を重ねたのだろう、二人は口を噤んだ。

「蓮月には、こんな逸話があります。明治維新、有あり栖す川がわの宮みや熾たる仁ひと親しん王のうを大総督とする官軍が、京から江戸へ出陣をした時のことです。三条大橋では多くの民衆が、それを見守っていました。群衆の中にいた蓮月は、先導していた薩長軍の西さい郷ごう隆たか盛もりに短冊を差し出したそうです。そこには、こんな歌が書かれていたそうです」




　──あだみかた　勝つも負くるも哀れなり　同じ御国の人と思へば。




　戦に勝っても負けても、同じ国の人。

　そう思えば、哀れなことではないか。




　そんな蓮月の歌に、私は圧倒された。

　その逸話がどこまで本当か、分からない。

　けれど、彼女はそういう人物だったのだろう。

　どんな相手でも、自分の意見をはっきりと伝えて、強く美しくある。

　二人の姉妹も谷口さんも、その歌に感動した様子を見せていた。

「西郷隆盛はそんな蓮月の和歌に心を打たれたのもあり、平和的に解決させることを胸に、勝かつ海かい舟しゅうとの会談に臨のぞんだのかもしれない、という話があります」

　胸に手を当ててそう言うホームズさんに、皆は黙り込んでいる。

　ホームズさんは、ふっ、と頬を緩ませた。

「思えば僕も、親に誕生日やクリスマスにプレゼントをもらった覚えがないんです。お二人と同じように、『自分の欲しいものを買うように』と、お金を渡されていました。

　僕は幼い頃に母を亡くしていまして、作家である父はいつも執筆で忙しそうにしていたので、参観日や運動会があることを伝えずにいました。ですので、そうした学校行事に来てもらったことがありません」

　ホームズさんは、小さな頃から気遣い屋だったのだろう。

　私は苦い気持ちになる。

「僕の父は不器用な人で、いつも僕とどう接して良いのか分からなそうにしていました。そのうちに会話に困って、逃げるように書斎に引っ込んでしまっていました。父は、僕が邪魔なのではなく、息子と上手く話せない自分が嫌で、そして息苦しかったのでしょう」

　二人の姉妹も身に覚えがあるのだろう。切ない表情を浮かべている。

「やがて父は、自分の書く小説に、僕に伝えたいことを込めるようになりました。僕は父の小説を読んで、父の気持ちを受け取ってきたんです」

　ホームズさんは、顔を上げて優しく二人を見た。

「おそらく、お母様には僕の父と似たところがあったのではないでしょうか？　我が子を愛しながらも上手くコミュニケーションを取れず、そんな自分が嫌で息苦しかったのではないでしょうか。そんなお母様は、自ら出演するドラマを観て、あなた方に学んでもらいたいと思ってきたのではないかと……」

　大塚範子が自ら出演したいと言ったドラマは、芯の通った強い女性を主役とした物語。

　時代がどんなに激変しても、どんな立場になったとしても、自分のできることを見極め、しっかりと自分の足で立ち、意見を述べる。

　そんな女性を描いたものだった。

　二人の娘に、どんなに時代が変わろうとも、そうであってほしいという想いを込めて、そのドラマへの出演を希望したのだろう。

「そう思えば、蓮月焼の茶器から伝わるものがありませんか？」

　そう続けたホームズさんの言葉に、二人は茶器に目を落とす。




　──あだみかた　勝つも負くるも哀れなり　同じ御国の人と思へば。




　どうか、争わないでほしい。

　母を亡くしたあとは、たった二人の姉妹、手を取り合って、蓮月のように強く美しく生きてほしいと──。

　二人の娘に財産を遺さなかったのは、そういう願いもあったのかもしれない。

「……蓮月のように生きてほしい、そしてこの茶器で、仲良くお茶を飲める姉妹であってほしいって、母は願ってくれているんですね」

　茶碗を手に取り、ぽつり、と涙を滲ませながらつぶやいた祐子さんに、諒子さんもハンカチで目頭を押さえながら、「うん」と頷く。

「そうですね。茶碗は十客あります。たくさんの家族、そして信頼のおける仲間とともに飲んでほしい、という願いも込められているのかもしれませんね。おそらく諒子さんが結婚された時に流した涙は、心からの喜びだったのでしょう。そして祐子さんにも人生のパートナーと歩み出してもらえたら、と願っていたのかもしれません」

　祐子さんと諒子さんは、顔を見合わせる。

　二人が、この茶器を売る気がなくなったことが伝わってきた。

　じんわりと心が温まるのを感じていると、ホームズさんが「ですが」と付け加える。

「蓮月は私財を擲って寄付をされた、つまり自分の信じるものにお金を使われた方です。先ほど祐子さんも仰っていましたが、百五十万はたしかに大金ではありますが、実際にお金にした時、ちゃんとした目的がなければ、いつの間にかなくなってしまっていることでしょう。ですが目的がしっかりし、どうしても自分の信じることにお金が必要だと思われる場合は、検討されても良いのでは、とも思います」

　二人は、もう一度顔を見合わせた。

「ありがとうございます。先のことは分かりませんが、母の遺してくれたこの茶器セットを大切にしたいと思います」

「はい、これは、私たち姉妹、いえ、家族の宝として大切に使わせていただこうと思います」

　彼女たちは、迷いのない瞳で、そう告げる。

　ホームズさんは、そうですか、と柔らかく目を細めた。
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「──さすが、『寺町三条のホームズ』という異名を持っている鑑定士さんね」

　その後、店長とともに境内を出て行った祐子さんと諒子さんを見送ったあと、谷口さんは少し興奮気味に振り返って、ホームズさんを見上げた。

「いえ、そのあだ名は、そもそも苗字が『家頭』だからでして。それと、鑑定士はあまり関係はないのですが……」

「でも、真しん贋がんを見極めるのって、探偵みたいだった。すごく良いものを見せてもらって、嬉しいわ。ありがとう」

　谷口さんはそう言ったあと、今度はくるりと私の方を向く。

「真城さんもデート中にお邪魔して、ごめんなさいね。すぐに撤退するから」

　私は、「いえ」と首を振った。

「今日、この場面に居合わせることができて、とても良かったと思っていまして……こうした機会を作ってくださった谷口さんに本当に感謝です。ありがとうございました」

　私が頭を下げると、谷口さんは頬を赤らめた。

「か、可愛い。清貴さんの気持ちがちょっと分かった気がする。なんだか、きゅんときちゃった」

「あきまへん、谷口さん。僕の彼女やし」

　ホームズさんは、冗談なのか本気なのか分からない顔で、私の前に立ち塞がる。

「清貴さんって、ほんまに意外で面白すぎる」

　谷口さんは口に手を当てて、クックと笑って、「それじゃあ、今日は本当にありがとうございました。この後はごゆっくり」と一礼をして、とても軽やかに境内を出て行った。

「…………」

　再び、神光院に二人きりになった私たちは、蓮月尼が晩年過ごしたという茶室『蓮月庵』へと歩み寄る。

「ここで、蓮月は晩年過ごしたんですね」

　素朴だが、凜りんとした茶所。今は不動明王が祀まつられていた。

　二人並んで、不動明王に手を合わせる。

　茶室を出た時に、会話が途中だったことを思い出した。

　ホームズさんの思わぬ激白と、『それでも一緒に旅行に行くか』という私への問いかけ。

　そもそも、私はどうしたいのだろう？

　私は足を止めて、顔を上げる。

　ホームズさんが、優しい瞳で私を見詰めていた。

「ホームズさん、さっきの話ですが」

　はい、とホームズさんが息を呑んだ。

「……ホームズさんは円生に言われたことで認めたくない気持ちがある中にも、自分にはそういう部分があると、気付いたんですよね？」

　そう問うた私に、ホームズさんは弱ったようにしながらも微かに頷く。

「その上で、私との旅行の話を進めていたのは、どうしてですか？」

　もし、深い仲になったことで気持ちが冷めたとしても、それはそれで良いとしよう、という結論に至ったのだろうか？

　もしくは、その時に考えればよいと、思ったのだろうか？

　そんな私を前に、ホームズさんは苦しげに目を細め、そっと口を開いた。

「信じてみようと思ったんです」

　それは、思いもしなかった言葉であり、心臓が大きく音を立てた。

「何を……ですか？」

　動揺に、私の声が上ずる。

「あなたを好きな、この気持ちをです」

　切なくそう告げたホームズさん。

　ぐっ、と胸が締め付けられる気がした。

　ホームズさんは自分の中で結論を出して、覚悟を決めて、誘ってくれたんだ。

　後は、『自分がどうしたいか』だ。

　思えば、恥ずかしくて、向き合おうとしてこなかった。

　旅行に行って二人の関係を進めるのも、『彼に誘われたから』と、心のどこかで逃げ道を作っていた。

　正直な私の気持ちは、ホームズさんと一緒にいたい。

　一緒にいると、手をつなぎたくなる。

　腕に頬を寄せたくなる。

　そうすると、キスをしてくれるのを待ってしまう気持ちがある。

　強く心が揺さぶられると、抱き締めたくなる。

　そんな感じで、好きな人にもっと触れたくなるのは、恥ずかしくて口には出せなくても、抗えない本能なのだと思う。

　私はそっとホームズさんの許に歩み寄り、その胸に寄り添った。

「……私は、ホームズさんと一緒に旅行に行きたいです」

　その結果がどうなっても、だ。

　もし関係を進めることで、ホームズさんの中にある私を好きだという気持ちがなくなってしまうなら、その気持ちはニセモノなんだろうと思う。

　そんな二人は、そもそも一緒にいない方がいいのだろう。

　それは、とてもつらいことで、そんなことには決してなってほしくないけど。

　私も、信じてみたい。

「──葵」

　風が吹き、境内の花はな菖しょう蒲ぶがその体を揺らす。

　ホームズさんが、私を強く抱き締めた。

　それは、『京の三弘法詣り』を終えて、いよいよ旅立つ前の出来事。








掌編　『宮下香織の決意』









　親友の葵とホームズさんが、『京の三弘法詣り』に行く四月二十一日。

　その日は、私──宮下香織の誕生日だ。

　葵は前日の二十日、私を『北きた山やま紅こう茶ちゃ館かん』に誘ってくれた。

　美味しいスコーンと紅茶で誕生日を祝ってくれながら、

「一日早くて、ごめんね」

　申し訳なさそうに言う葵に、ううん、と私は首を横に振る。

　誕生日を友達に祝ってもらいたい、と思ったことがあまりない。

　なので、誕生日をあえて伝えたことがなかった。

　お返しも面倒に感じていたからだ。

　上っ面のお祝いなんてごめんだと、思っていたのかもしれない。

　だけど、葵はそうじゃない。

　私の誕生日を心から祝ってくれているのが伝わってくる。

　前日だろうと当日だろうと関係なく、その気持ちが嬉しかった。

「そして、下手くそで申し訳ないんだけど、誕生日プレゼント」

　おずおずと差し出してくれたのは、レースで編んだコースターと、綺麗な刺繍の入ったハンカチに、手作りのクッキーのセットだった。

　コースターは、ポットの形をしていてとても可愛らしい。

　ハンカチには、私のイニシャルとともに花が施されている。

「わあ、おおきに。綺麗やし、可愛い。ほんで、葵の作るクッキーが大好きやし、嬉しい」

　葵の作るクッキーは、もちろんプロ並みというわけではないけれど、素朴で癖になる味わいで、本当に美味しい。

　以前、一度もらったことがあり、また食べたいと思っていたから、これもまた嬉しい。

　何より、私を想って、心を込めて作ってくれたことに感激だった。

「いい友達がいて、幸せ者や。ほんでホームズさんの気持ちが分かるし。うちも葵みたいな彼女が欲しい」

　紅茶を飲みながらしみじみ言うと、葵は「やだ」と笑う。

　その仕草が、女の私から見ても可愛らしい。

　こういう子が愛されるのだろう、そう思った時、

『香織さんは、俺と付き合ってみてもいいかなと思ったりする？』

　かつて、私にそう言ってきた物好きな男の声が脳裏を過って、私は頭を振った。

「葵は、明日、ホームズさんと『京の三弘法詣り』に行くんやった？」

　私はさり気なく確認を取る。

「うん」

「それじゃあ、利休くんが手伝いに入るの？」

「入ってくれるみたい。けど、柔道の稽古があるから、午後三時過ぎになるって言ってたかな？　明日、香織は？」

　おそらくあの物好きな男……『小日向こひなたさんと出掛けるの？』と聞きたくても、口には出せないのだろう。

　彼とは今も時々、メッセージのやりとりをしているけれど、私の誕生日は教えていないから知らないはずだ。

「明日は一人で映画に行く。毎年、誕生日は自分の好きなことをするって決めてるんや。自分で一番自分を祝ってあげよて思うてて」

「香織のそういうところ、すごく好きだな。素敵だと思う」

　心からという様子で洩らす葵に、ばつの悪い気持ちになった。

　映画に行くのは、嘘じゃない。

　けれど、真の目的は、その前に寺町三条の骨董品店『蔵』に寄ることだ。

　ホームズさんが確実にいないことと、利休くんの手伝いが午後からになることは、確認が取れた。

　つまり明日の午前中は、店長しかいない。

　それならば、昼の部の上映が始まる前に、『蔵』に寄ろうと思っていた。

　私も、明日で二十歳になる。

　いくら年が離れていても、成人した大人同士になるんだ。

　──告白する権利くらいは、得たのかもしれない。

　明日の誕生日、私は店長に想いを伝えよう。

　私は、葵と楽しく語らいながら、密ひそかにそんな決意を固めていた──。








第二章　『二人の旅立ちと不穏な再会』
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『運命の日』と言うと大おお袈げ裟さかもしれない。

　いよいよ、ホームズさんと旅行に出発する日が訪れた。

　私はバスを降りて、薄ピンクのキャリーバッグを転がしながら、待ち合わせ場所である京都駅中央口へと向かっていた。

　膝丈のワンピースは、おろしたてのものだ。

　柔らかな菜の花色の明るさが、いかにも真新しく、私の張り切っている心を表わしているかのようで、少し気恥ずかしい。

　今回の旅行に行くにあたって、私はホームズさんにいくつかお願い事をした。

　ホームズさんの胸の内を知り、いろいろと憂うれいはあるけれど、そうしたことは一旦忘れて楽しく過ごしたいということ。

　そして、もし本当に私への気持ちがなくなってしまったら、誤魔化したり嘘をついたりせず、正直に話してほしいということも伝えた。

「…………」

　つい、気持ちが暗くなりそうになる。

　せっかくの旅行だ、と私は顔を上げた。

　近代的で洗練された京都駅が見える。

　朝も早いせいか、駅前に人の姿は少ない。

　中央口入口近くにホームズさんの姿があった。

　ジーンズにシャツ、その上にジャケットを羽織ったラフな綺麗めファッションだ。

　黒いキャリーバッグを傍かたわらに置いた状態で、スマホを確認していたかと思うと、私の姿を見付けて、大きく手を振る。

　その笑顔に、不安が払拭される気がした。

「おはようございます」

　私が駆け寄ると、ホームズさんはほんのり頬を赤らめて、口に手を当てた。

「あかん、今朝はいつにも増して可愛い。これは僕の高揚感から来てるんやろか」

「えっ？」

「いえ、明るい色合いの可愛らしいワンピースが、本当に良くお似合いです」

「ありがとうございます」

　頬がじんわり熱くなる。

「それでは、行きましょうか」

「はい」

　私たちは、キャリーバッグの持ち手をしっかりとつかんで歩き出す。

　こうして、私たちの旅がスタートした。
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　暦によると、今年のゴールデンウィークは、五月三日～六日までの四日間。

　私もホームズさんも二日から休みが取れたため、その日から二泊三日の旅行をすることになった。

『行く先は、お楽しみです』と言っていたホームズさん。

　今もホームズさんにどこに行くのか、ハッキリと伝えられないままに、七時二十分発の下りの新幹線に乗り込んだ。

　新幹線に乗り慣れていない私は、その速度に妙な感覚を覚える。

　昨夜、緊張からあまり眠れなかったのもあり、気が付くとホームズさんの腕に寄りかかるようにして、眠ってしまっていた。

　そうして、約三時間。

　十時十一分──着いたのは、博はか多た駅だった。

「やっぱり、そんな気がしていましたが、九州旅行だったんですねぇ」

　九州に来るのは初めてであり、新幹線を降りた瞬間、私は嬉しさに「わぁ」と声を上げた。

「葵さん、こっちです。また列車に乗るのですが、それまで専用ラウンジで休みましょう」

　専用ラウンジ？

　戸惑う間もなく正装したクルーが案内をしてくれて、そのままエスカレーターで博多駅の三階へと向かう。

　そこに『ＶＥＮＵＳヴィーナス』というラウンジがあり、私たちはそこで休憩を取ることになった。

　グランドピアノが高級感を漂わせるラウンジでは、クルーがコーヒーやお茶などの飲み物とスイーツを用意してくれている。

　そこで、これから乗る列車の紹介や社長の挨拶などがあり、シャンパンやノンアルコールカクテル等のウェルカムドリンクで乾杯をした。

　私はというと、何が起こっているのか把握できず、頭の中は混乱状態。

　一体、これはなんだろう、と。

　もしかして、と思う気持ちと、まさか、と否定する気持ちが交差する。

「それでは、お時間になりました」

　クルーの案内で、ラウンジを出てレッドカーペットを進んだ先にあるエスカレーターを降りて五番線に出ると、目に入ったのは、古こ代だい漆うるし色いろの列車。

　クラシックなデザイン、光るほどに磨かれた高級感溢れる車両。

　それは、テレビで観たことがある。

「これは、もしかして……」

　列車を前に呆然と佇む私に、ホームズさんは「はい」と胸に手を当てる。

「クルーズトレイン『七ななつの星』です」

「や、やっぱり、そうですよね!?」

　私の声が裏返る。

　その名前は、私だって知っている。

　九州に、オリエント急行を彷ほう彿ふつとさせる、それは眩いばかりの旅を提供してくれる豪華寝台列車があると──。

　テレビでも、よく特集を組まれていて、母が番組を観ながら、

『別世界だけど、お父さんが定年したら、こんな贅沢な旅してみたいわぁ。でも海外旅行並みの費用が掛かるのねぇ』

　と、煎せん餅べいを食べながら羨うらやましそうに言っていたのを覚えている。

　私も、別世界の乗り物だと思っていた。

「僕はこの『七つの星』が登場した時から乗ってみたいと思っていたんです。総工費三十億、随所にまでこだわった美しい車両。古代漆色のボディに金色のエンブレム。本当に素晴らしいです。日本にこんな列車ができるなんて、と心の中で拍手を送っていました。今こうしてここにいるのが、夢のようですね」

　車両を前に、ウットリと目を細めているホームズさんに、言葉が出ない。

「…………」

　どうりでおかしいと思っていたのだ。

　ラウンジに入った時から、一体何事かと思っていた。

　クルーが『七つの星』の説明をしていたけれど、おそらくラウンジを共有しているだけの話であり、自分たちは関係ないだろう、と思っていた。

　怖くて、ホームズさんに確認できなかったのだ。

　まさか、自分たちが、日本一の豪華寝台列車と言っても過言ではない、クルーズトレイン『七つの星』に乗車するなんて……。

「本当に、この『七つの星』に？」

　尋ねる声が上ずってしまう。

　ホームズさんは、当然でしょう、という様子で「ええ」と頷いた。

「以前、母とテレビで観たんですけど、この『七つの星』の乗車券は半年前からの予約で、それも抽選で、なおかつ譲渡とかもできない、かなりのレアチケットだって聞いたんですけど」

　ホームズさんは、他人に譲渡もできないようなチケットをどうやって手に入れたんだろう？

「それはもちろん、僕が使える、ありとあらゆる手を駆使しました」

　ふふっ、と笑って、ホームズさんは口の前に人差し指を立てる。

「っ！」

　こういう時の彼の笑顔は、とても美しいのに悪魔のように見えて、その恐ろしさに、私はひっ、と上ずった声を上げそうになった。

　一体、どんな手を使ったというのか。

　おそらくその言葉通り、自らと家頭家の持てる人脈のすべてを駆使したに違いない。

　私が固まっていると、ホームズさんはぷっと笑う。

「冗談ですよ」

「えっ？」

「駄目元ですが、半年前から申し込んでいたんですよ。ちゃんと正規のルートで入手いたしました。当選するなんて期待していなかったので、海外旅行を検討していたわけです。本当に幸運でした。いつか絶対に、この『七つの星』に乗りたいと思っていたので」

「それにしても、あの、豪華すぎじゃありませんか？」

　私は、車両に乗り込もうとするホームズさんの袖を思わずつかんだ。

「そもそも、あなたとヨーロッパを回りたいと思っていたので、僕の予算内ですよ」

　予算内、と私は苦笑する。

　そうは言っても、さすがに気が引けてしまう。

　羨ましがっていた母のイメージが、強すぎるせいなのかもしれない。

「葵さん、あまりお気になさらないでください。そもそも、あなたの誕生日のお祝いにもかかわらず、僕個人の趣味に走ったわがままなチョイスですし、あなたにお付き合いいただけて嬉しくてたまらないんですよ。それにあなたと乗っていなければ、いつか必ず祖父と乗る羽目になっていたでしょうから」

　ああ、確かにオーナーもこういうのが好きそうだ。

『清貴、アレに乗るぞ。お前も乗りたいやろ』

　そんなふうにぶっきらぼうに言うオーナーの姿が容易に想像ついて、口許が緩む。

「クルーズトレイン『七つの星』のコンセプトは、『新たな人生に巡り会う』なんです」

　ホームズさんは『七つの星』の車両を見詰めながら、静かに言う。

「僕は、あなたと出会って世界が変わりました。ですから、あなたと大事な旅をしたいと思った時に、できればこの『七つの星』にと思ったんです。もし良かったら、この気持ちを遠慮などせずに、快く受け取ってもらえませんか？」

　車両入口を前にして、スッと差し出された大きな手。

　ぐっ、と胸が詰まった。

「……ホームズさん」

　こんなふうに言ってもらえるなんて。

　自然と目頭が熱くなる。

「はい、ありがとうございます」

　目に涙を滲ませながら、私はその手を取った。

　彼とともに、車両に乗り込む。

　車内に入ると、磨かれたフローリングのような床が目に映った。

　荷物は既に部屋に届けられているそうで、私はハンドバッグのみ、ホームズさんは手ぶらで通路を歩く。

「『七つの星』は、その名に合わせて七両編成なんです。一両目がバーラウンジカー、二両目がダイニングカーと共有スペース。三両目から六両目がスイートルームで、七両目がデラックスとなります」

　まるでクルーのように説明をしながら、アンティークな仕様の車両の中を歩いていく。

　オリエント急行のような、とはよく言ったもので、本当に日本国内の列車とは思えない。

　細部にわたって行き届いた、芸術品のようだ。

　以前観たテレビ番組で、『走るラグジュアリーホテル』と紹介していたけれど、まさにその通りだと感じる。

「『七つの星』という名前は五つ星を通り越して、という意味なんでしょうか？」

「それもあるかもしれませんが、九州の七つの県と、七つの観光資源からそう名付けたと聞いてます」

「七つの観光資源？」

　ええ、と頷きながら、五両目を通り過ぎた。

「『自然・食・温泉・歴史・文化・パワースポット・列車』の七つだそうです。九州にはすでにデザインとストーリー性にこだわった観光列車があるのですが、この『七つの星』は、それらの集大成とも言われてるんですよ。すべて著名なデザイナーが手掛けられたとか。素晴らしいですよね」

　ホームズさんの話を聞いていた他の乗客たちが、「へぇ」と感嘆の声を洩らしている。

「ああ、ほら、見てください。ここに飾られたお皿を」

　ホームズさんは、額縁に入った陶器の皿を指した。

「これは、有田焼ですね」

「ええ、この『七つの星』は有田焼の展示場と言っても過言ではないほどに、随所に有田焼の作品が飾られているそうなんですよ」

　嬉しそうに説明するホームズさんの姿を、通り過ぎる人たちが少し驚いたように振り返っていた。

「なんだか、あの子すごいわね」

「どこのボンボンや？」

　という囁き声も耳に届いた。

　その通り。ホームズさんは京都のボンボンです、と私は心の中で答える。

「ああ、嬉しくてウキウキしますね。祖父と乗ることにならなくて本当に良かった」

　その言葉通り、ホームズさんの足取りは、弾むように軽い。

　本当に嬉しそうだ。

　大人びているようで、こういうところは子どものようであり、そのギャップに口許が緩む。

「ここが僕たちの部屋ですよ」

　案内してくれたのは、七両目最後尾、『ＤＸ』というスイートルーム。

　この部屋も、テレビで観たことがあった。

　この『七つの星』で一番豪華な部屋だ。

　並んだ二つのベッドが目に入り、私は気恥ずかしさに思わず目をそらした。

　部屋には他に、座り心地の良さそうなアンティークのソファーに、書斎のようなデスクが置かれている。

　何より、最後尾の壁が一枚の展望窓となっていて、景色を独占できた。

「──っ」

　驚きすぎて言葉が出ない。

　口をぽかんと開けたまま、私はその場に佇んでいた。

「ああ、やっぱりいいですね。どうせ『七つの星』に乗るなら、この部屋がいいと思っていたので、本当に嬉しいです」

　窓の前に立って、心底嬉しそうに目を細めている。

「ホームズさん！」

「なんですか？」

　くるりと振り返るホームズさんに、

「ちょっと待ってくださいよ！　本当にこんな豪華な部屋なんですか？」

「ええ、どうせならこの部屋が良いなと。抽選が通って本当にラッキーでしたよ。あっ、ほら、葵さん、このランプシェイドも有田焼なんですよ。人間国宝の作品なんです」

　目をキラキラさせているホームズさんに、何も言えなくなってしまう。

「お気に召しませんでしたか……すみません、僕の趣味に走ってしまったようで」

　申し訳なさそうに眉を下げられ、

「あ、いえ、そんなんじゃないんです。ただ、圧倒されて」

　慌てて、首を振った。

「葵さんの憂いというか、懸け念ねんは分かっていますよ」

「えっ？」

「とても大切な初めての夜が、『電車の中で』だなんて、嫌だなと思われているんですよね？」

「はい？」

　私は、ぎょっとして顔を上げた。

「ご安心ください。今夜は車中泊なのですが、明日の夜は、霧きり島しま温泉の宿に宿泊するんですよ。葵さんの二十歳の誕生日は明日ですし……。できれば、その時に、と思っているんです」

　ホームズさんの語尾が少し小さくなり、ほんのり頬が赤くなった。

　私も、顔がカッカと熱くなる。

　恥ずかしくて、とてもじゃないけれど何も言えない。

「と、いうわけでして」

　ホームズさんは切り替えるように、こほん、と咳払いをする。

「今夜は何もいたしませんので、どうかご安心を」

　とても上品な笑顔でそう言うホームズさんに、私は何も言えないまま、とりあえず相槌をうつ。

「ああ、ですが、葵さんが、むしろ電車の中がいいというのでしたら……」

　人の趣味嗜し好こうは千差万別ですし、と付け加える彼に、

「そんなんじゃないです！」

　と、ムキになって声を上げた。

　おそらく、私の顔はさらに真っ赤だろう。

　すると、ホームズさんは「冗談ですよ」と口許に人差し指を立てる。

「……相変わらず、いけずですね」

　もう、と私が口を尖らせると、ホームズさんは「失礼しました。もうすぐ昼食ですし、手を洗ってきます」と、洗面所へと向かった。

「あっ、葵さん、洗面台の洗面鉢も有田焼ですよ！　これも人間国宝の作品です」

　洗面所から、ホームズさんの嬉しそうな声が聞こえてくる。

「…………」

　──なんていうか、いろいろと安定のホームズさんだ。
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　そうして、十一時二十分。

　クルーズトレイン『七つの星』が、博多駅を出発する時刻になった。

　列車は、とてもゆっくりと、滑らかに走り出した。

　ガタンゴトン、という揺れがまったくなく、まるで新幹線のようにスーッと走行する。

　これも、『七つの星』の素晴らしさなのだろう。

「葵さん、それでは昼食だそうなので、二両目のダイニングカーに行きましょう」

「あ、はい」

　私たちは七両目を出て、二両目のダイニングカーに向かった。

　車内を歩きながら、改めて細部にわたってこだわりの仕様が感じられる壁やアーチ型の天井を見上げて、感嘆の息が洩れる。

　車両と車両のつなぎ目にあるガラス張りの扉には星のマーク、その下に『ＳＥＶＥＮセブン　ＳＴＡＲＳスター』というロゴが添えられていて、とても洗練されている印象だ。

　ダイニングカーはウッディな雰囲気で懐かしさや優しさ、清潔さを感じさせる明るさに包まれていた。

　正方形のテーブルには、向かい合うソファー。

　窓枠が障子のような和テイストのデザインで、どこかホッとする。

　窓の向こうには、流れゆく九州の景色。

　あまりの素敵さに熱い息が洩れる。

「素敵ですねぇ」

「本当ですね」

　景色に癒されながら席に着くと、ややあって、お寿司のランチがテーブルに届いた。

「わあ、お寿司だ」

　嬉しい、お寿司は大好きだ。

「福岡の名店のお寿司だそうです」

　いつものように綺麗に箸を持ち、美味しそうに食べるホームズさんに見み惚ほれつつ、私も口に運んだ。

　プリプリと新鮮な魚介に、くぅぅ、と目尻が下がる。

「本当だ、すごく美味しいです」

「九州は海の幸も絶品ですよね」

「はい、こんなに美味しいなんて」

　絶品のお寿司ランチを食べて空腹が満たされたことによって、圧倒されていた気持ちが少しずつ落ち着いていく。

　あらためて、疑問に思う。この『七つの星』の乗車券は本当に、純粋に抽選に当たって手にしたものなのだろうか？

　ホームズさんのことだから、ありとあらゆる手を駆使した気もするのだけど……。

　とはいえこの『七つの星』にいたっては、そんなことが通用しない気もする。

　そもそも、ホームズさんは私にヨーロッパ旅行を持ちかけていたのだ。

「ホームズさん」

　少し身を乗り出した私に、ホームズさんは、うん？　と視線を合わせる。

「元々は、ホームズさんは、私と海外旅行に行きたいと考えてくれていたんですよね？」

　しかし親が『国内にしてほしい』と希望したため、最終的に国内旅行になった。

「ええ」

「それなのに、駄目元で抽選にも申し込んでいたんですよね。もし、私が海外でも大丈夫だったら、どうされたんですか？」

「その時も、この『七つの星』を優先にしていました」

「えっ、そうなんですか？」

「ええ、海外はその気になれば行けますが、ここのチケットは簡単には取れませんし」

　ということは、ホームズさんにとって、海外旅行よりも良い結果になったんだ。

「なんていうか、さすがですね。『引き』の力があるというか」

　いえいえ、たまたまの幸運でした、とホームズさんは柔らかく目を細める。

「このチケットが取れなかったら、国内で他に候補はあったんですか？」

「ええ、いろいろと……まず最初に思ったのは、あなたの故郷の埼玉に行って、そのまま奥おく日にっ光こうに行くのもいいなと。あなたの育った街を見たいと思いましたし、あなたのお祖父さま、お祖母さまにもご挨拶できますし」

「……ホームズさん」

　なんだか、感動した。

　そんなふうに考えてくれていたなんて……。

「ですが、うっかりあなたの元カレに会ってしまったりしたら、面白くない気持ちになりそうなので、これは却下しました」

「…………」

　それもまた、ホームズさんらしい。

「金かな沢ざわや鎌かま倉くら、倉くら敷しきといった、京都とは違う古都に行くのも良いかな、とか。伊勢志摩や出雲大社、宮島詣りも良いな、とか。あとは、北海道も考えたんですが、北に行くのは、五月よりも夏の方がベストかなと。はたまた『四し季き島しま』での東日本めぐりや、『瑞ずい風ふう』での西日本めぐりも候補でしたけど、それなら、まずは『七つの星』に乗ってみたかったのです。結果的に一番の希望が叶いました」

　私は、本当に良かった、と相槌をうつ。

「他の候補も素敵でしたね」

「今後の楽しみですね」

　互いに顔を見合わせて、ふふふ、と微笑み合った。
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　ランチを食べ終えて、私たちは部屋に戻り、ソファーに並んでくつろぎながら、流れていく景色を眺めていた。

　テーブルの上にはホームズさんが淹れてくれたコーヒーがあり、部屋がコーヒーの濃厚な薫かおりに包まれている。

　広がるのは、それは美しい九州の田園風景。

　車内にもベートーベンの交響曲第６番『田園』がゆるやかに流れている。

　一面に広がる緑の丘陵風景は、陽の光を反射して輝いていた。

　なんて綺麗なんだろう。

　美しさに、目を奪われる。

「──癒されますねぇ」

「本当ですね。癒されます」

　ホームズさんはコーヒーを飲みながら、しみじみと言う。

「夢みたいですね。葵さんとこうして、憧れていた列車に乗れるなんて」

　こちらを向いてにこりと微笑むホームズさんに、私は口許を緩めながら頷いた。

「私もそう思います」

「『夢みたい』といえば、ぜひ、この旅行で葵さんにお願いしたいことがあったんです」

「お願いって、なんでしょうか？」

　戸惑う間もなく、ホームズさんはコロンと横に倒れて、私の膝の上に頭を乗せた。

「実は、ずっとあなたに膝枕をしてもらいたかったんです」

「……ホームズさん」

　そんなホームズさんを見下ろしながら、胸がきゅんと締め付けられる。

　そっと、手を伸ばして、彼の髪に触れる。

　艶つやのある黒髪は、とてもさらさらとしていた。

　白くきめ細かな肌に、聡そう明めいそうな額。

「ホームズさんって、実は甘えん坊ですよね」

　私がホームズさんの頭を撫でながら静かにそう言うと、彼は目を瞑つむったままそっと口を開く。

「……あなたにだけですよ」

　たしかに、ホームズさんは、誰に対しても甘えるような人じゃない。

　ふと、先日の話が過る。

　執筆で忙しそうな父親に、参観日や運動会のことを伝えなかったと言っていたホームズさんの言葉が……。

「ホームズさん、小学校の頃とか寂しくなかったんですか？」

　私が先日の話を思い出したことを察したようで、ホームズさんは微かに口角を上げる。

「よく分かりません」

「よく分からない？」

「ええ、運動会や参観日、本当に父に来てもらいたかったのかと問われれば、それほどでもない気がするんです。ですので、父には最初から言いませんでしたし。でも、誰も来ないというのは、なんとなく居心地が悪い気もしていました」

　その気持ちが分かる気がして、私は黙って相槌をうつ。

「でも、実は寂しかったのかもしれませんね。一度、僕の参観日に、どこで調べたのか、上うえ田ださんが来てくれたことがあったんです。その時は彼の前では『お節介ですね』と言いながら、本当は泣きそうになってしまいました」

　昔から面倒くさい人間です、とホームズさんは笑う。

　その話を聞いて、目頭が熱くなる。

「でも、誤解されないでくださいね。僕はやはり、愛されて育った幸せ者だと思っていますし、父は父なりのやり方で、僕をあやしたり癒してくれたんですよ」

「小説で、ですか？」

「それもそうですし、チェロを弾いてくれたんです」

「そういえば、店長はチェロが得意なんですよね」

　店長の育ての親である叔父（オーナーの弟）は、大学で音楽講師を務めるチェロの名手だそうだ。

「場に困ると、父は練習する口実でチェロを弾いてくれるんです。僕はそれを聴きながら、気が付くと眠っていました」

「本当に癒されていたんですね」

　私は少しホッとして、目に浮かんでいた涙を気付かれないように拭う。

「おおきに」

　でも、泣いていたことに気付かれてしまっていたようだ。

　ホームズさんが、体を起こす。

「葵──」

　彼の顔が近付いて、互いの唇が重なり合う。

　その柔らかな感触に、熱さを感じる。

　車内には相変わらず、緩やかに『田園』が流れていた。
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　その後、電車は由ゆ布ふ院いん駅で停車した。

　ここでの観光は、二パターンのコースがあるそうだ。

　一つ目は、電車を降りて、バスに乗り換えての由布院観光。

　二つ目は、ゆっくり走る電車の中で、由布院の景色を眺めながらのティータイム。

　どちらのプランにするかは、事前に選択しておく必要があるそうだけど、私だったら、結構悩んでしまうかもしれない。

　バスに乗り換えて、じっくり由布院の街に触れるのも魅力的だし、ゆっくり走る電車の中でのティータイムも魅力的だ。

　ホームズさんも悩んだのだろうか？

　そう思ったのだけど、

「僕の独断で、車内に留まってのティータイムプランを事前に申し伝えています」

　ホームズさんは、迷いのない瞳でそう告げた。

「私はどちらでも良いんですが、そのプランを選んだのは、どうしてですか？」

「由布院のバス観光はその気になれば、今後気軽にできることですが、『七つの星』の車内から由布院の景色を眺めるというのは、滅多にできないと思いましたので」

　さらりとそう答える。

　なるほど、確かにそうかもしれない。

　バスや車での由布院観光は、その気になればできること。

　だけど、『七つの星』になんて滅多に乗れない。

　なんていうか、

「いろいろとさすがです」

　息を吐くように告げた私に、

「え、何がですか？」

　ホームズさんは、不思議そうに小首を傾げた。
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　バス観光をする乗客たちが列車を降りていったあと、『七つの星』は再びゆっくりと動き出した。

　ティータイムにはスイーツが出るということで、楽しみに思いながらダイニングカーに向かっていると、

「ああ、せっかくですからデジカメを持ってこようと思います。葵さんは先に座っていてください」

　ホームズさんは、今思い出したように踵きびすを返す。

「あ、はい」

　私は一人、再び二両目のダイニングカーに向かい、指定の席に腰を下ろした。

　ちなみに私は、デジカメを持ってきていない。

　スマホ内蔵のカメラで十分、と思っているからだ。

　ふと、窓の外を見る。

　流れる由布院の景色が、とても美しく、そしてのどかだ。

　ぼんやりと眺めているとダイニングカーの扉が開いて、若い女性が二人、キャッキャとはしゃいだ様子で車両に入ってきた。

　見たところ女子大生、もしくは、ＯＬの二人組。

　ワンピースもハンドバッグも高級ブランド品だから、もしかしたらお金持ちのお嬢様なのかもしれない。

『七つの星』の乗客のほとんどが五十代以上で、若い客は少ないため、彼女たちはとても目立っていた。

　そうなると、私たちは、さらに目立っているのだろうけど。

「さっきの男の子、かっこよかったよね」

「七両目に向かっていたから、デラックススイートだよ!?　きっとお金持ちのお坊ちゃんじゃない？」

　そんな言葉が耳に届いて、どきりとした。

　もしかして、ホームズさんのことだろうか？

「あの子がここに来たら、声かけてみようか」

「無理だよ。なんて声かけるわけ？」

「ほら、スマホ出して、写真撮ってくださいって。で、一緒にどうですかって」

「それなら自然だね。さすが、狙った獲物は逃さない、キラーだね」

　聞くつもりなんてないのに、楽しげな会話が耳に届いて、胸騒ぎがしてしまう。

　二人とも、とても綺麗な女性だ。特に『キラー』と友達に言われている女性は、本当に目を引く容姿をしている。

　私が居たたまれなさを感じていると、ダイニングカーの扉が開いてホームズさんが姿を現わした。

　二人は「キャッ」と黄色い声を上げて顔を合わせたかと思うと、先ほどの打ち合わせ通り、『キラー』の方がホームズさんに声を掛ける。

「すみません。写真お願いできますか？」

　やはり、二人が話題にしていたのは、ホームズさんのことだったようだ。

「はい、いいですよ」

　ホームズさんは、にこやかにスマホを受け取っている。

　彼女たちはそんなホームズさんを前に、照れた様子でポーズを取っていた。

「ありがとうございます。あの、一緒に……」

　撮影が終わり、彼女はホームズさんからスマホを受け取りながら、今度は一緒にと誘おうとしたその刹那、ホームズさんは弾けるようにこちらを向いて、駆け出した。

　えっ？

　次の瞬間、私の背後で、ガタンッと大きな音が響く。

「大丈夫ですかっ!?」

　ホームズさんは私の横を通り過ぎて、後ろの方に座っている、今にも椅子から転げ落ちそうになっていた年配男性の体を支えた。

　私も驚いて、立ち上がる。

　男性の顔は真っ青で体は痙攣しており、唇は乾燥していた。

　ホームズさんは、その男性に何かを尋ねていたかと思うと、声を張り上げた。

「すみません、コーラを持っている方はいますか？　コーラをお願いします！」

『えっ？　コーラ!?』

　皆が驚く中、

「こちらにあります！」

『七つの星』のクルーが、コーラを手に血相を変えて駆けつけた。

　ホームズさんは男性の体を支えたまま、丁寧にコーラを飲ませる。

　ややあって、男性の体の痙攣は落ち着きをみせ始め、皆は安堵の息をついた。

　その後、彼の顔色は良くなっていったが、電車は一時停車し、男性は救急車で病院に運ばれて行った。

　ホームズさんはホッとした様子で、窓の外を眺めていた。

「大事に至らなくて、本当に良かったです。倒れて床に頭をぶつけてしまっても、大変でしたしね」

「どうして、コーラを？」

「症状を見て、低血糖になられたのではないかと思いまして、ご本人にうかがったところ、やはり糖尿病を患っているとのことだったんです。そういう場合、あくまで応急処置ですが、コーラを飲むと良かったりするんですよ」

　そう話すホームズさんに、車両にいた皆が「おお」と感嘆の声を上げた。

　そんな中、

「いや、その応急処置は俺でも知ってたけどね」

「うん、そう、コーラのことは私も知ってた」

　そんな囁き声も聞こえてくる。

　私がホームズさんのことをすごいと思ったのは、知識云々よりも、あの時、咄とっ嗟さに駆け出して彼の体を支えたことだ。

　分かっていても、動ける人となるとまた別だと思う。

　そういえば、以前、南座で市いち片かた喜き助すけさんが怪我をした時も、彼は躊ちゅう躇ちょすることなく駆け付けていた。

　そんなホームズさんを見ながら、自分も咄嗟の時に動ける人間でありたいと思う。

「座りましょうか」

「あ、そうですね」

　私たちは改めて、席についた。

　すぐにクルーが来て、

「本当にありがとうございました。おかげでお客様も大事に至らず、本当に感謝しております」

　何度も頭を下げてくれたあと、

「遅くなりましたが、ティータイムのご用意をさせていただきます」

　クルーは由布院で美味しいと評判のロールケーキと、良い薫りのする紅茶をテーブルに並べてくれた。

　一見素朴なそのロールケーキは、上品な甘さの生クリームとしっとりとしたスポンジが絶妙に引き立て合い、とてもふんわりとしていて、とろけるような舌触りだった。

「美味しいです」

　たまらない！　と目を瞑る私に、ホームズさんも頷いた。

「本当に美味しいですね。大分で行列のできる人気店だそうですよ。あっ、葵さん。見てください、由布院名物の『辻馬車』ですよ」

　ホームズさんは、窓の外に目を向けて言う。

　視線の先には、馬車を引く白馬の姿があった。

「とても綺麗な白馬ですね」

「馬車で由布院めぐりもしてみたいですね」

「はい」

　二人でそんな会話をしていると、ふと、ホームズさんの後ろに座る二人の女性が、こちらを見ていることに気が付いた。

　ホームズさんに撮影をお願いしていた二人だ。

　面白くなさそうに、こちらをチラチラ見ている。

『えっ？　あの子が連れなの？』

　口の動きから、そんなふうに言っているのが伝わってきた。

　居たたまれなさに、私は俯いた。

　その時──、

「由布岳も綺麗に見えて、天候に恵まれて良かったですね」

　その言葉にハッとして、窓の外を眺めた。

　青空の下、由布岳の雄大な姿が見える。

「本当ですねぇ、とても綺麗」

「豊ぶん後ご富ふ士じとも呼ばれていましてね、古来より信仰の対象でもあったそうです」

「豊後富士……なんだか分かる気がします」

　富士山を見た時にも覚えた、神々しさを感じる。

　ゆっくりと走る『七つの星』に揺られ、美しい景色を眺めながら、いつものようにほのぼのとした会話をする。

　ホームズさんは、自分に注がれる羨せん望ぼうの眼差しを気に留めることなく、私だけを見ていてくれる。

　そんな彼を前に、私も自分にどんな視線が注がれようと、気にせずに彼だけを見ているようにしよう、とひっそりと心に誓った。
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　午後のティータイムが終わり、バスで観光していた乗客たちも列車に戻ってきた。

　いよいよ、ディナータイム。

　オリエント急行のような豪華な寝台列車でのディナーだなんて、気後れはするものの、やはり楽しみでワクワクする。

　どんなメニューなのか、想像して楽しみにしていると、

「夕食はドレスコードがあるんです」

　ホームズさんはサラリと、まるでなんでもないことのように告げた。

「えっ？」

　私はぎょっとして振り返る。

「この、『七つの星』のディナーには、ドレスコードがあるんですか？」

　旅行前、ホームズさんに、どこに行くことになっても大丈夫なように、ドレス用のワンピースは一着用意しておいてください、と言われていたため用意はしてきている。

　とはいえ、あらためて『ドレスコードがある』と言われると、戸惑いを隠せない。

「そうなんですよ」

　さすが、『走るラグジュアリーホテル』だ。

「僕は先に着替えてラウンジに行ってますので、あなたはそのあとに、ゆっくり用意をしてください」

　ホームズさんはキャリーバッグの中から黒い衣装カバーを丁寧に取り出して、中からスーツを広げ、着ているシャツを脱いだ。

「っ！」

　服を着ていると、ヒョロヒョロに見えるホームズさんだけど、やはり武道をやっているせいだろうか、意外にガッチリした肩や筋張った腕に驚きつつ、私は恥ずかしさに背を向けた。

「別に見ていても構いませんよ」

「……いえ、遠慮します」

　背を向けたままそう言うと、ホームズさんが愉しげにふふっ、と笑った。

「それは、良かった。僕も本当は恥ずかしかったので」

　ちっとも恥ずかしくなさそうに、そんなことを言う。

「恥ずかしいなんて、絶対、嘘ですよね」

「いえ、男のくせに肌が白いのがコンプレックスなんです。日焼けしようとしても一時的に赤くなるだけで、ちっとも焼けないんですよ」

　ふぅ、と息をつくホームズさん。

　背中を向けていても衣擦れの音で、ホームズさんがシャツに腕を通しているのが分かる。

「ホームズさんにも、コンプレックスとかあったんですね」

「それはもちろん。ですから、海水浴にはあまり行きたくないんですよね」

「海で泳いだりしないんですか？」

「ええ、海を眺めるのは好きですが、泳ぐとなると健康的な肉体が目立つ海岸で、この白い肌はなかなかの痛々しさです」

　しゅっ、とネクタイを締める音が聞こえてくる。

「ですが、あなたのビキニ姿を見られるなら、海も悪くないですね」

「も、もう」と振り返った時には、光沢のあるチャコールグレーのフォーマルなスーツに身を包んだホームズさんの姿があった。

　どきん、と鼓動が跳ね上がる。

　艶のある黒髪に、きめ細かな白い肌、整った目鼻立ち。

　フォーマルなスーツ姿が似合いすぎていて、圧倒されるくらいだ。

「それでは、ラウンジでお待ちしていますので、どうぞ、ゆっくり準備してくださいね」

「……はい」

　ホームズさんは、そのまま部屋を出て行った。

　……あんな素敵なホームズさんが、ラウンジに一人。

　ふと、先ほどの女性たちの姿が過り、気持ちに焦りが生まれる。

　それはまるで、猛獣の中に、うさぎを放ってしまったようなものではないだろうか？

「早く準備をしよう」

　私は、急いで衣装カバーを取り出す。

　衣装カバーの中には、十八歳の誕生日に、ホームズさんにもらったワンピースが入っている。

　黒をベースに白いラインが入ったシックなデザインで、フレンチスリーブタイプの袖、適度に絞られたウエストに、ふわりと広がっているスカートは膝丈だ。

　このワンピースを着る機会はなかなかない。

　思えば、あの誕生日パーティ以来かもしれない。

「やっぱり、可愛い」

　あの時は、自分には少し大人っぽいかと思ったワンピース。

　明日、二十歳になる今の自分には、二年前よりもしっくりと馴染んでいた。

　着替えたあとは、髪をまとめて、アップになるようにピンで止めた。

　出発が朝早かったのもあり、今の私は日焼け止めに色付きのリップぐらいしか塗っていない。

「この日のために買ったんだ」

　キャリーバッグから化粧ポーチを取り出して、いそいそと洗面所に向かった。

　ポーチから、メイク道具を取り出す。

　これは先日、思いきって『大丸京都店』の化粧品コーナーに行き、メイクの仕方を教えてもらった上で、購入したものだ。

　下地で肌を整えて、ファンデーションを塗っていく。

　スポンジにファンデーションを取って、頬全体を内から外へ延ばすように、均一に塗った。

　美容部員さんは、私がまだ若い肌だからと、それを活かせるパウダーファンデーションを薦すすめてくれた。

　瞼まぶたの周り、そして目を閉じて瞼にも丁寧に塗って、鏡を確認して、うん、と頷いた。

　次に眉──アイブロウ。パウダーチップで眉頭に色を乗せ、ペンシルタイプで眉尻へと添える程度に描く。

　ここで気を付けなければならないのは、ナチュラルに仕上がるように、ということ。

　アイシャドウは、目許に明るさと柔らかさを持たせる薄いピンクを乗せ、最後にリップブラシで口紅を塗る。

「良かった、ちゃんとできた」

　教えてもらった通りにできたことに、ホッとし、勇気を出してカウンターの前まで行って良かった、と胸に手を当てた。

　ドレスに合わせた、葵の花の形をしたライトグリーンのネックレスをつけて、靴を履き替える。

　どちらも、このドレスと一緒に、ホームズさんにプレゼントしてもらったもの。

　鏡の前には、背伸びしているかもしれないけど、色付いた私がいた。
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　準備を整えた私は、ドキドキしながら部屋を出て、一両目のラウンジカーへと向かった。

　なんだか、落ち着かない。

　アップにした髪のおかげで、うなじがスースーしている。

　ラウンジに入ると、落ち着いた柔らかな照明の下、漆黒のピアノと楕円形のバーカウンターが見える。

　ピアノの前には、スーツ姿の女性クルーが座っていて、しっとりとしたジャズを奏でている。

　ラウンジでは、ワイングラスを片手にソファーで語らっていたり、楽しげに立ち話をしている乗客たちの姿があった。

　ホームズさんはカウンターの前に立ち、ちょうどこちら側に背を向けるような状態で、先ほどの女性の一人に話しかけられていた。

　そう、『キラー』と友人に呼ばれていた、綺麗な女性だ。

　彼女は、デコルテラインが強調された、シンプルな黒いドレスを着ていた。

「まぁ、京都の方なんですね。私は東京なんです。本当はこの連休にニューヨークに行きたかったんですけど、父が『今、海外はいろいろ危険だから』って許してくれなくて」

　ホームズさんは、「そうでしたか」と相槌をうっている。

「家頭さんは、ニューヨークへは？」

「ええ、何度か」

「お仕事ですか？」

「──ええ、半分、修業のようなものですが」

「『半分、修業』って何かしら？」

　彼女は、ふふっ、と笑う。

　ラウンジはざわついているというのに、まるでクローズアップしたかのように二人の会話が耳に届いて、どうしても胸が騒いだ。

『七つの星』のラウンジで、大人の女性と語らうホームズさんは、とても大人びていて、私の知ってるホームズさんではないみたいだ。

　その女性は、ホームズさんの背中の向こうに私が佇んでいることに気付いて、くすりと意味深に笑った。

「ご一緒していたお嬢さんは、大事な取引先のご令嬢なのかしら？」

「大事な取引先？」

　ホームズさんは、不思議そうにほんの少し小首を傾げた。

「ええ、だってあなたは、あの子に敬語を使っていたから。きっと、あの子はお金持ちのお嬢さんで、あの子があなたのことを見初めて、親に頼んで今回、一緒に『七つの星』に乗っているのかと思って」

　スラスラとそう話す彼女に、ホームズさんの肩が小刻みに震えた。

　きっと笑っているのだろう。

「ああ、そんなふうに見えましたか？」

「──ええ。お子様に無理してお付き合いしているのも、伝わってきたかも」

　スッとホームズさんの肩に手を触れて、一歩前に出た。

「なんだか、お気の毒で。この旅が終わったらお食事でもできないかしら。せっかくここでお知り合いになれたんですもの、あなたとの縁を大切にしたいわ」

　彼女は、すでに酔っているのかもしれない。

　アルコールに頬は少し上気していて、体をくねらせつつ、トロンと潤んだ目でホームズさんを見上げている。

　ホームズさんは、私の存在に気付いていない。

　彼がなんて答えるのか、ドキドキと心臓が嫌な音を立てる。

「……僕は商人でしてね」

　突然、そう話したホームズさんに、「え？」と彼女は瞬いた。

「細々ですが、まっとうな商売をしております。そのせいか、僕はどうしても『押し売り』を嫌悪してしまう部分があるんです」

「は、はあ」

　話の内容がつかめないという様子で、なんとなく頷く彼女。

「そもそも、押し売りするようなものに、本当に良いものはなかなかありませんからね。それで、嫌悪感を抱いてしまうのかもしれません」

　私からは、ホームズさんの背中しか見えていない。

　けれど、その表情や仕草は容易に想像がついた。

　彼は胸に手を当てて、極上の笑顔を浮かべているに違いない。

「はい？」

　大きく目を見開いている彼女の姿が見える。

　そう、ワンテンポおいて、自分が『押し売りの、あまり良くない品』と遠回しに伝えられたことに気付いた顔だ。

　──ああ、そうだ。

　ホームズさんは、物腰は柔らかいのに、切れ味抜群の日本刀のような、『いけずな京男子』だった。

　あまりの容赦のなさに、今度は彼女が気の毒に思えてくる。

　どうして私はホームズさんを、一瞬でも『うさぎ』だなんて思ったんだろう？

「失礼」

　と、そのままクルリと振り返るホームズさん。

　後ろで佇んでいた私を見て、彼は目を開いた。

「──葵さん」

「お、お待たせしました」

　ぎこちなく会釈しながら、歩み寄ると、

「…………」

　ホームズさんは弱ったように口に手を当てて、目をそらした。

　もしかしたら、今のやりとりを私に見られていたことに、ばつの悪さを感じているのかもしれない。

　思えば、あの人は妙にホームズさんに接近していたし、会話が聞こえない状態だったら、他の女性とイチャイチャしていたようにも見えなくない。

　私に誤解されたかもしれないと、戸惑っているに違いない。

「あ、えっと……」

　私は、何も誤解してませんよ。

　そう続けようとしたら、ホームズさんはクシャッと前髪をかき上げた。

「──あかん」

「えっ？」

「めっちゃ、可愛い。ほんで、僕の贈ったものを身に着けてくれてるとか、反則すぎるやろ」

　ほんのりと赤らめた頬で、そう洩らしたホームズさんに、胸を射い貫ぬかれる思いだった。

　そっと私の手を取って、

「失礼、少し取り乱してしまいました。とても綺麗です。もうディナーもパーティも投げ出して、あなたの手をつかんで部屋に戻りたい気分になるくらいに」

　とても軽く、手の甲にキスしてくれた。

「──っ！」

　全身にビリリと電流が走ったみたいな感覚。

　驚きと衝撃と、その甘さに、その場にへたり込んでしまいそうだ。

　見てる見てる！

　周りの人が気にしていない素振りで、会話を楽しんでいる振りして、私たちをしっかり見ている。

　もちろん、あのキラーと呼ばれている彼女も凝視していた。

「それでは、席に着きましょうか」

　夕食は、ダイニングカーでとる。

　私たちは一両目のラウンジカーを出て、二両目に移動し、指定席へと向かった。

　席まで来た時に、ホームズさんは、いつものようにさり気なく椅子を引いてくれる。

　そのスマートさに、周りの人たちが『ほぅ』と熱い息をついたのが伝わってきた。

『あの子が羨ましいわねぇ』

　なんて囁き声も届いて、頬が熱くて仕方ない。

　何もかもに恐縮して、身を縮こませながら椅子に腰を下ろす。

　心地良い音楽が流れる中、やがてテーブルに食事が運ばれてきた。

　どれも、九州の食材をふんだんに取り入れた、創作コース料理だ。

　ホームズさんは由布院のワイナリーで作られたという白ワイン、私はまだ二十歳になる一日前ということで、柚子のジュースで乾杯をした。

　海の幸のカルパッチョに、ホウレンソウのテリーヌ。

　真鯛のオーブン焼き、カーディナルソース。

　アワビのステーキに、もみじ豚の厚切りロース肉のグリル。

　白御飯、赤だし、香の物。

　デザートは、長崎マンダリンのなめらかプリン。

　どれも美味しくて、大満足な夕食を終えて、私たちは「美味しかったですね」と微笑み合いながら、再び一両目のラウンジカーに戻った。

　すっかり夜も更けて、ラウンジはバーのようだ。

　大人の雰囲気に気後れしながら、私は椅子に腰を下ろす。

「どうされましたか？」

　微笑むような目で尋ねるホームズさんに、肩をすくめた。

「……なんていうか、ホームズさんってやっぱりすごいですよね。次元が違うというか、世界が違うなぁって」

　そんな私に、ホームズさんはぱちりと目を瞬かせた。

「いやですね。葵さんは、僕のことをどこぞのボンボンと勘違いされていませんか？」

「勘違いなんてしてないですよ。実際、京都のボンボンじゃないですか」

「とんでもない。本当のボンボンに怒られますよ。京都にいる本物のボンボンは、それはもう、すごいですからね」

　心からという様子で言うホームズさんに、私は『本物のボンボン』を想像して苦笑する。

「たしかに、それもすごそうですけど」

「それに僕の大学の友人……小日向こひなただって、このゴールデンウィークにヨーロッパとエジプトを回る旅行をしているんです。おそらく旅費は、あちらの方がかかっていると思います。ボンボンだと思いますか？」

「ボンボンとは、思わないですね」

　小日向さんは海外に行っているんだ、と思いながら、私はたしかにそうだ、と頷いた。

　それなのに、どうしてホームズさんにセレブな部分を感じてしまうんだろう？

「すべては価値観だと思うんです。人によって、お金のかけどころは違います。たとえば、車にステータスを感じて、身の丈に合わない高級車を無理して買う人がいる一方で、僕はというと、『経験』にお金をかける傾向がありますね」

　ホームズさんは、上品にワインを口に運びながらそう話す。

「経験、ですか？」

「ええ、身の丈に合わない車を買う人のように、僕も身の丈に合わない『経験』にお金をかけるんです。そのような『経験』は、そのうちに自分の糧になってくれると思っていますので。ギリギリの旅費での貧乏海外旅行も素晴らしい経験だと思いますが、僕はあまり好みません。それなら同じ金額で近場の最高級ホテルに泊まり、一流に触れたいんです」

「──なるほど」

　おおいに納得してしまった。

　すごくホームズさんらしい。

「そういえば、以前も仰っていましたよね」

　私は、ホームズさんの言葉を反はん芻すうする。




　──葵さん、お金はすべて自分にとって「最高」だと思える経験に使ってこそです。そうして経済は回り、心は潤い、活力を得た自分は働き、そして再びお金が入る。良い連鎖反応が起きるんです。




「あのホームズさんの言葉を母に伝えたら、『思いきってて素敵な考えだけど、自分で稼ぎのない専業主婦には当てはまらないことだねぇ』なんて言ってました」

「葵さんのお母さんがそんなことを？」

「はい。うちの母は今、パートの仕事を辞めて専業主婦をしているので、収入がないのに自分の好きなことをすることに、罪悪感があるっぽいんです」

「そうなんですか？　罪悪感を覚える必要は、まったくないと思うんですがね」

「まったく、ですか？」

「ええ、あくまで僕の考えですが、家庭を会社に見立てると良いかと」

「家庭を会社に？」

「はい。たとえば専業主婦家庭の場合は、家が『会社』、働いている夫が『営業』で、家にいる主婦は『経理』だとしましょう。営業が会社の資金を調達してきて、経理は管理をして営業が動きやすいように計らう。そうやって会社は回るのですから、営業だけが好きなように振る舞うのではなく、経理も同じように会社に貢献している社員だと自負するべきかと。罪悪感なんて持つ必要はないですし、経理も息抜きをして、自分の趣味を楽しめば良いと思います。そうすることで、また仕事をがんばれて会社に活気が出るのでしたら、最高ではないですか。もちろん、会社の予算を考えながらになるでしょうがね」

　私は、なるほど、と相槌をうつ。

「ホームズさんらしいですね」

　こうしたお金に対する考え方を聞くのは、興味深い。

「葵さんは、どんなことにお金を使いたいと思いますか？」

「そうですね……よく分からないんですが、私ももしかしたら、『経験』かもしれません。今は、世界中の美術品を観て回りたいと思ってます」

　同じですね、とホームズさんは嬉しそうに目を細める。

「でも、私がホームズさんと違うのは、ギリギリの旅費で貧乏海外旅行っていうのも楽しそうだなと感じますし、行ってみたいと思います」

「その時は、ぜひ、僕も同行したいですね」

「えっ、そういう旅行は行きたくないんですよね？」

「何を言うんですか、あなたと一緒なら、どんな旅でもラグジュアリーです」

　さらりとそんなことを言うホームズさんに、私は小さく噴き出す。

　その時、ホームズさんの背後から愉しげな笑い声が聞こえてきた。

「君は本当に面白いね。その変わり身の早さも、脱皮のなせる業なのかな？　蛇男くん」

　どこかで聞いたことのある気がする声の方に、私たちは戸惑いながら顔を向ける。

　ナチュラルな明るさの髪色、背が高く優しい顔立ちの、三十代半ばと思われる男性が、にこやかに微笑んでいた。

　どこかで会ったことが……。

　そうだ。

　──雨あま宮みや史し郎ろう。

　ホームズさんの目が一瞬、鋭く光る。

　だが、すぐに笑みを浮かべて、立ち上がった。

「これは、奇遇ですね、雨宮史郎さん。いや、今は菊きく川かわさんでしたね」

「……久しぶり、『寺町三条のホームズ』こと家頭清貴くん」

　雨宮史郎あらため菊川史郎は、無害そうな笑みを浮かべ、傍らに寄り添う女性の腰に手を回した。

　その女性は、真っ赤なイブニングドレスに、腰まであるストレートの黒髪が印象的な、美しい女性だった。

「気安く手を回さないで」

　素っ気なく言って、史郎の手を軽くはたく。

　その言葉のイントネーションから、彼女が日本人ではないことが分かった。

　史郎は、やれやれ、と肩をすくめる。

「俺が夢中になっている女性なんですが、つれないでしょう。ラブラブなホームズくんが羨ましいよ。紹介しますね、彼女は、ジウ・イーリン（景一琳）。君も名前くらいは聞いたことがあるだろう？　ジウ・ジーフェイ（景志飛）のお嬢さんなんだ」

　経済界のことは詳しくないけれど、私も名前だけは聞いたことがある。

　いわゆる中国バブルで、一気に大富豪になった著名な財界人だ。

「……お二人はどういうご関係で、この『七つの星』に？」

　見たところ、恋人同士ではない。

「イーリン姫が、日本の文化をいたくお気に入りでね、『七つの星』にぜひ乗ってみたいと父親にせがんでいたそうなんだ。父親は忙しく、光栄なことに付き人として俺を任命してくれてね。俺は何度もイーリンにプロポーズをしていて、父親は『イーリンは四番目の末娘だし、イーリンさえ良ければ好きにしろ』と認めてくれている」

「私は、あなたをそんなに気に入ってない」

　イーリンは、腕を組んで顔を背けた。

「なかなか、つれないだろ？　部屋もね、彼女は女性の付き人と同室で、俺は彼女のボディガードと同室なんだ」

　史郎はそう言って、背後に立つ男女を見る。

　一人はスーツを着た、体の大きな男性だ。彼がボディガードなのだろう。

　隣に立つほっそりとした女性は、私たちと目が合うなり一礼をした。

　彼女が、イーリンの付き人のようだ。

「ところでホームズくん、少し話をしたいんだが、ここに座ってもいいかい？」

　その申し出にホームズさんは怪け訝げんそうな表情を浮かべたが、彼が話したいことに興味もあったようで、どうぞ、と立ち上がり、私の隣に席を移動した。

「それじゃあ、失礼」

　対面に、史郎とイーリンが並んで座る。

　美しいイーリンは、こちらを見て極上の笑顔で「はぁい」と片手を上げた。

　どうやら、ホームズさんを気に入った様子だ。

　史郎はスマートではあるが、美青年ではないし、彼女は面食いなのかもしれない。

「一度、君とビジネスの話をしたいと思っていたんだ」

「ビジネス？」

　ホームズさんは、眉根を寄せた。

「そう、ビジネスだよ。今の日本の経済は、まったくもって駄目になっている。少し前の、『経済大国』だった頃の幻想を引き摺っているだけで、その実情は貧困国家だよ」

　ホームズさんは、何も言わずに彼の言葉を聞いている。

「そんな無様な状態になった日本に、残っているものはなんだと思う？」

「……『日本』というブランドでしょうか？」

　すぐにそう答えたホームズさんに、史郎は目を輝かせた。

「やっぱり、君は話が早くていいね。『清潔』で『良質』という日本ブランドだけは残っている。最早、日本はもう落ちぶれた華族のようなもの──残っているのは家名だけという状態だ。でも、今やそのブランドすら危うい」

　史郎は手を広げて、やれやれ、と肩をすくめる。

「……それで、あなたは僕に何を？」

　にこやかではあるものの、警戒心を隠そうとせずに、ホームズさんは尋ねる。

「君の論文を読ませてもらったよ。『古都・京都の文化が世界に与えた影響』。なかなか、興味深かった。君の『京都リスペクト』は称賛に値するね」

　少し嫌味も含んだ言葉に、ホームズさんは、緩やかに口角を上げた。

「それは、もちろんそうです。京都に住む者こそが、京都の良さを訴えていかなくてはならないと思っておりますので」

「なるほど。それも、商人の務めなわけだ」

　ふぅん、と史郎は納得した様子を見せる。

「そうかもしれませんね」

「君も感じているだろうが、今や京都──日本の文化や芸術品は、国内よりも海外の方で需要がある。俺はそれをビジネスにしたいんだ。君は家頭誠司の七光……いや、お陰もあって、なかなか美術界に顔が知れているそうじゃないか。目利きの君に才能のある作家の作品を見出してほしい。君のお眼鏡に適えば、名の知れた作家じゃなくて良いんだ。

　そして俺はその作品を海外の好事家に販売する。そうすると、若い芸術家に金が入り、さらにその才能を伸ばす環境を作れることになる──悪い話ではないだろう？」

　目利きのホームズさんが見出した作品を、史郎が海外の美術品コレクターに販売していく、という申し出だ。

　それだけ聞くと、悪い話ではないように聞こえる。

　でも……。

「お断りします」

　即答したホームズさんに、私は少し驚き、史郎はぴくりと眉を顰める。

「断るのが早すぎないかい？　悪い話じゃないだろう？」

「ええ、その話だけ聞くと、たしかに悪くはありません。しかしビジネスは『良い話』である前に、『信用できる相手』としてこそだと思っております。僕はあなたをパートナーにしたくありません」

　ホームズさんは、清々しいほどあっさりと断った。

　史郎は顔を引きつらせ、それを見た隣のイーリンが、ぷっ、と噴き出す。

　私は、心からホッとしていた。

　この話を聞いた時、悪い話ではないと思ったけれど、なんだか、とてもモヤモヤしてしまったのだ。

　ホームズさんの言う通り、ビジネスは仕事の内容よりも、『その相手が信用できるかできないか』が、もっとも大事だろう。

「残念だな。だけど、もう少し交渉させてもらってもいいかな」

「交渉なんて、不要ですよ」

「まぁ、そう言わずに」

　史郎は、自分の背後に立っているボディガードに目配せをした。

　彼は頷いて、ボストンバッグを持ってくる。

　もしかして、札束でも入っているのだろうか、と私は息を呑んだ。

　ホームズさんは、とても冷ややかな顔で、その様子を見ている。

「これは、日本の芸術が好きなイーリンへプレゼントして、気を引こうと思って購入したものなんだ」

　史郎の合図で、スーツの男はバッグからお軸を二つ取り出した。

　するすると、それを開いて見せる。

「──っ」

　それは、米山さんの許から盗まれた二つの掛け軸だった。

『枝垂れ桜と鶯』、そして『鼠』。

　間違いなく、本物だ。

「素晴らしい水墨画だろう。イギリスのオークションで手に入れたものなんだ」

「落札したのは、景志飛……彼女の父親だったはずですが」

　即座に言うホームズさんに、史郎は愉しげに目を細める。

「詳しいね。もしかして、君もこの作品に注目していたのかな？　俺の名前は出したくなかったから、名前をお借りしたんだよ。ジウ氏が名乗りを上げたら、勝てるわけがないと思ったのか、みんなすぐに引き下がってくれて、安価で手に入れられたしね」

「わざわざ、オークションで落札なんてしなくても、簡単に手に入れられたでしょうに。ああ、そうすると、お金が動きませんものね、失礼しました」

　ホームズさんは頬杖をついて、ふふっ、と笑う。

　だが、目は少しも笑っていない。

　ホームズさんは、確証を得たようだ。米山さんの作品を盗み出した首謀者が、史郎であると──。

「何を言っているのか、よく分からないけど？」

　史郎は、表情を変えずにそう言う。

「本当はよくお分かりだと思っておりますので、これ以上の言及はやめておきますね」

「君は本当に嫌味な男だなぁ」

「お互い様ではないでしょうか。それで、交渉とは？」

「一度だけ仕事に協力してほしいんだ。『家頭家』のお墨付きが欲しいんだよ。協力を約束してくれたら、この掛け軸を君に贈りたい。悪い話じゃないだろう？　たった一度だけなんだから」

　ホームズさんは、呆れたように息を吐いた。

「協力なんて、するわけがないでしょう。一度でもしてしまえば、後には引けない闇を引き摺ることになる。あなたは薬物と同じです」

「ひどい言われようだな。だが、この話を断れば、二度とこの作品は君の手に戻らなくなるよ？」

「『戻る』だなんて、元々、僕の作品ではありませんよ？」

「だけど、米山涼介が、君を……いや、君と彼女を描いた作品なんだろう？」

　ホームズさんは、ワインに伸ばしていた手を止めて、史郎を睨にらむ。

「君よりも、彼女の方がこの作品に思い入れがあるみたいだね。ずっと見詰めているし、目には涙まで浮かんでいるよ。彼女のために、この作品を手に入れようとは思わないかい？」

　そう言った史郎に、私は慌てて目尻に浮かんでいた涙を拭った。

　史郎の言う通り、私はこの絵から目をそらせなかった。

　一度、目の前で観たことのある『枝垂れ桜と鶯』、初めて本物を観た『鼠』。

　どちらも、圧倒されるほどに素晴らしい。

　二度と、同じ作品は生み出せない。

　これを盗まれてしまった米山さんの心を思うと、苦しさと悔しさを感じずにはいられなかった。

「彼女の願いは、どんなことでも叶えてあげたいと思いますが、そのために道を外すようなことはできません。僕の彼女は、そんなことを望まない方なので」

　そう言い切ってくれたホームズさんに、胸が熱くなる。

　たしかに私は、この作品を米山さんの許に戻してあげたいと強く思う。

　だけど、そのためにホームズさんに道を外すようなことをしてほしくはない。

「そうか、それじゃあ、君を仲間に引き込むのは諦めよう」

　史郎が立ち上がりかけた時、イーリンが史郎の手首をつかんだ。

「ちょっと待って、史郎」

「はい、なんでしょうか？」

　史郎は執事のように、従順な笑みを見せる。

「それじゃあ、その掛け軸は私がもらえるのよね？」

「ええ、これはあなたのものです」

　イーリンは、そう、と頷いて、ホームズさんを見た。

「ねぇ、あなたは『ホームズ』と呼ばれているのね？」

「ただのあだ名ですが」

「私は、シャーロック・ホームズが大好きなのよ。『ホームズ』と呼ばれるくらいなら、私の大学で起こった不可解な事件の真相を、この場で究明することはできるかしら？　見事それが叶ったら、この掛け軸をあなた方にあげるわ」

「イーリン、一体何を……」

　史郎は驚いたように、身を乗り出す。

「いいじゃない、私のものなんでしょう？　なんならあなたも条件を出すといいわ」

　イーリンは髪を払いながら、面倒くさそうに言う。

「……分かりました。それじゃあ、ホームズくんがイーリンの大学で起こったという事件の謎を究明することができたら、この掛け軸をお渡ししましょう。だけど、究明できなかったら……」

「仕事を手伝えと？」

「いや、もう君はこの条件を出しても、呑まないだろう。交渉は葵さんにしたい」

　と、史郎は、私に視線を移す。

「えっ、私ですか？」

　私は戸惑いながら、自分を指差した。

「ああ、もしホームズくんが事件の真相を究明できなかったら、君の持っているあるものが欲しいんです」

「あるもの？」

「あなたには理解できないかもしれませんが、この世の中、なんでも需要があるものでね。特に若い女性、それも日本人のものとなると、価値が高いんだよ。葵さんは、以前お会いした時から見て、随分と髪が伸びましたね」

　そこまで言った史郎に、ホームズさんは顔色を変えた。

「まさか、葵さんの……」

「ええ、そのまさかです。この賭けに負けたら、葵さん、あなたの髪をいただけませんか？」

　まっすぐに見詰めてそう問う史郎に、私はぽかんとした。

　つまり、彼が賭けに勝ったら、私の髪がほしいということだ。

　今後、着物を着ることがあるかもしれないから、その時に結えるようにと、丁寧に手入れをして伸ばしてきた髪。

　それを渡すのは、正直嫌だ。

　だが、また、髪くらいすぐに伸びるだろう。

　自分のボブヘアを想像していると、考えを察したのか、史郎はにこりと目を細める。

「ああ、ちなみに髪は根元から綺麗にいただきたいです」

「……えっ？」

　それは、つまり、賭けに負けたら、私は髪を剃り落とされてしまうということ……。

　私は米山さんの掛け軸をもう一度観て、ぐっ、と下唇を噛んだ。

　米山さんの泣き出しそうな顔が過る。

「──分かりました。お受けします」

　そう言った私に、史郎は嬉しそうに口角を上げ、ホームズさんは目を見開いた。

「あかん、葵、何を考えているんや！　あなたが大切に伸ばしてきた髪やで。それを根元からて……丸坊主になれて言うてるんやで！」

　ムキになるホームズさんに、史郎が愉しげに笑った。

　ホームズさんの怒りはもっともだ。

　私自身、嫌でたまらない。

　今すぐ撤回したいくらいだ。

　──だけど……。

　私はそんなホームズさんの手を、ぎゅっと握った。

「はい。全部、分かっているつもりです。でも、私は信じているんです」

　えっ、とホームズさんが戸惑いの色を見せた。

「ホームズさんなら、絶対、究明してくれますよね」

　私はホームズさんを、まっすぐに見詰めた。

　こんな提案に了承できたのも、ホームズさんがいてくれるからだ。

　頷いたのは、かたちだけ。

　彼ならば、必ず真相を究明してくれる。

　すると、ホームズさんは、少しやりきれないように目を細めた。

「……信じていただけるのは嬉しいですが、僕はそれを承諾することはできません」

　ホームズさんは、私の手を握り返す。

「でも、葵さんはもう承諾したんだよ。それじゃあ、葵さんに究明してもらおうか？」

　史郎は頬杖をついた状態で、尋ねた。

「──いえ、僕がお答えします」

　ホームズさんは、承諾する、とは言わなかった。でも、小さいけれど力強い息を吐いて、顔を上げた。





９






『七つの星』は、今も一定の速度で走行している。

　ラウンジでは皆、ワインやシャンパンを飲んで語らっていた。

　周りの乗客は、とても楽しそうな様子だ。

　私たちのテーブルだけが、まるで周囲から切り取ったかのように別世界にいるようだ。

　テーブルに、新たなワインが運ばれてきた。

　九州のワイナリーで作られたという赤ワイン。グラスから芳醇な薫りが、ふわりと立ち上がる。

　皆は赤ワインで、私だけが同じワイナリーで作られたという濃厚な葡萄のジュースだ。

　同じようにワイングラスに入っているため、赤ワインにしか見えない。

「それじゃあ、気を取り直して乾杯をしようか」

　史郎が機嫌良さそうに、ワイングラスを手にする。

　ホームズさんは冷めた表情で、イーリンはにこやかに、私は、頬が引きつっているのが自分で分かるくらい緊張しながら、ワイングラスを手にした。

　四人ともグラスを合わせずに、軽く掲げた。

『乾杯』と口にしたのは、史郎だけだったけれど……。

　米山さんの二つの作品は、再びボストンバッグの中に仕舞われている。

「それで、あなたの大学で起こった不可解な事件とは？」

　ホームズさんは、顎の前で両手を組み合わせて尋ねる。

　イーリンは、ワインを一口飲んで、ふぅ、と息をついた。

「私はサンディエゴの州立大学の医学部に在籍しているの。だからこれは、アメリカでの話なんだけど」

　彼女は話しながら、長い脚を組み替える。

　大抵の男性ならば鼻の下を伸ばしかねない、魅惑的な仕草だった。

　だけど、ホームズさんは眉一つ動かさずに、次の言葉を待っている。

「街のはずれに廃屋があったのよ。そこは不気味で誰も近づかなかったんだけど、ある日、そこで、男女四人の遺体が見付かった。私と同じ大学の学生よ。注射を打った痕跡があって、最初、若者がドラッグに深入りした結果だろうと思われたんだけど、そうじゃなかったわ。何者かに薬物を打たれたの。彼らはとても真面目な学生だった」

　イーリンは、そっと目を伏せる。

　どこか寂しげな様子から、亡くなった学生は彼女の知り合いだったのではないかと、ふと思った。

「奇妙なのは、彼ら四人はバラバラの部屋で倒れていたこと。そして、彼らの部屋の壁にチョークで曜日が書かれていた」

「曜日？」

「ええ、『Ｔｕｅｓｄａｙ』『Ｗｅｄｎｅｓｄａｙ』『Ｔｈｕｒｓｄａｙ』『Ｆｒｉｄａｙ』とね。だけど、彼らが殺されたのは土曜日よ」

　火曜日、水曜日、木曜日、金曜日……と、私は口の中でつぶやく。

「しかも、筆跡を見ると、書いたのは亡くなった彼ら本人だったそうよ」

　ホームズさんは、へぇ、と相槌をうった。

「第一発見者は？」

「夜中にそこでいかがわしいことをしようと忍び込んだ、二組の若いカップルよ」

「亡くなった四人は、同じ大学の学生とのことですが、学部も同じだったんでしょうか？」

「違うわ。火曜日の部屋にいたショーンは生物学部の生徒、水曜のナタリーは海洋学部、木曜のジョンは工学部、金曜のマークは経済学部と、みんなバラバラだったわ」

「ですが、交流はあった。同じサークルの仲間だったのでしょうか？」

「どうして分かるの？」

　イーリンは、前のめりになった。

「廃屋の壁の『曜日』は、彼ら自身が書いたとのこと。ということは、廃屋へは眠らされて運ばれたわけではなく、意識のある状態で入ったということです。自らの意思で廃屋へ赴いたのでしょう。そんなところに同じ大学の学生が四人いる。それは偶然ではなく、連れ立って行ったと考える方が自然ですから」

　イーリンは、うん、と満足そうに頷いて話を続ける。

「そうよ。学部は違うけれど、彼らには共通の趣味があったの。それは、いかにも真面目な学生らしい『読書』だった。好きなジャンルは推理小説。コナン・ドイルにアガサ・クリスティ、エラリィ・クイーン……。図書館で顔を合わせる中で、互いに持っている本が好みの作家のものだったことから、声を掛け合ったことがきっかけみたい。

　それから、彼らは『読書クラブ』と銘打って、読んだ本の感想を言い合ったり、皆が未読の本では誰が犯人を当てるか、なんてゲームもしていたわ。そんな頃ね、街で妙な事件が起こっていて」

　妙な事件？　と私は小首を傾げる。

「若い女性が立て続けに行方不明になるという事件が起こったの。そのうちの一人が遺体で見付かったのよ。奇妙なことは、背中にマジックでメモが残されていたこと」

「メモ？」

「それも、『曜日』よ。『火曜はジム』、『水曜はＬＡ』、『木曜はクラブ』、『金曜はＮＹ』と背中に予定のようなものが書かれていたそうよ」

　ぞくり、と背筋が冷えた。

「そのニュースに街は騒然としたんだけど、推理小説が好きな彼らの心に火が付いたようで、『自分たちで真相を究明しよう』という話になったそうよ。事件は、それから少しして起こったのよ」

　イーリンは額に手を当てて、やりきれないような目を見せる。

　ホームズさんは、顎の前で手を組んだ状態で口を開く。

「つまり、背中に予定が書かれるという、街で起こった奇妙な事件の真相を究明しようと、『読書クラブ』のメンバーが探偵気取りで捜査に当たっていた最中、廃屋で彼らの遺体が見付かった。四人は、それぞれ別々の部屋で倒れていて、部屋の壁には、チョークで書かれた『曜日』。それを書いたのは、彼ら自身。死因は何者かに薬物を投与されたもの──というわけですね」

　これまでの話をまとめたホームズさんに、イーリンは息を呑んで頷く。

「たしかに奇妙ですね」

「でしょう？」

　と、イーリンは前のめりになる。

「ところで、イーリン。あなたは随分と、『読書クラブ』の内情に詳しいようですが、あなたも、『読書クラブ』のメンバーだったのですか？」

「違うわ、仲間じゃない。私の同じ学部の友達は仲間だったけど、私は違ったわ」

　イーリンは、少し寂しそうに首を振った。

「あなたのお友達は、亡くなった四人のうち誰ですか？」

「四人のうちにはいないわ。図書館の『読書クラブ』の仲間は、彼ら四人だけじゃなかったから」

「大体、何人ぐらいのグループだったのでしょう？」

「十人くらいかしら？　割と自由に集まっていたし」

「では、なぜ、あなたはその仲間に入ろうとしなかったのでしょうか？」

「えっ？」

「あなたも仲間に入りたかったのではないでしょうか？」

　突っ込んで問うたホームズさんに、イーリンの頬が赤くなる。

「……図書館に集まる勤勉な彼らは、ほとんどが奨学金を受けてがんばっている苦学生でね。そのせいか、私は嫌われていたのよ。通り過ぎるだけで皆に睨まれるくらい」

　イーリンは、彼らに睨まれたことを思い出したのか、身を縮こませる。

「それで、あなたは『仲間に入りたい』と言えなかった」

「……そうね。家が富豪だとちやほやされる反面、そういうこともあるから慣れてるんだけど」

　イーリンは空笑いをして、肩をすくめた。

「ですが、あなたも読書が好きで、彼らの仲間に入りたいと思っていた。だから、ご自分も図書館に通って、少し離れたところから彼らの様子を窺っていたんですね。本について語る様子を見て、羨ましく思いながら楽しまれていた」

「…………」

　彼女は言葉に詰まったのか、目をそらした。

　そんなイーリンの姿に、私の胸が詰まる。

　嫌われても仲間に入りたいと、図書館の隅で『読書クラブ』のメンバーが語らう様子を窺うイーリンの姿が、頭に浮かんだからだ。

　この人は、悪い人ではないのかもしれない。

「ホームズくん、あんまり彼女をいじめないでくれないかな。そうやって、君はすぐに人の心に土足で踏み入る」

　わざとらしく肩を上下させる史郎に、ホームズさんは「失礼しました」と会釈した。

「その後、街で起こっていた事件はどうなったのでしょうか？」

「えっ？」

「……おそらくですが、犯人は捕まらないままにもかかわらず、行方不明者は出なくなったのではないかと」

　ホームズさんの問いに、イーリンは少し考え込むようにした。

「──そうね。そういえば、そうだわ。犯人は捕まっていないけど、行方不明者は出なくなった」

　ホームズさんは、ふむ、と頷く。

「ところで、何か分かったかしら、『ホームズ』さん」

　イーリンは、挑発的にホームズさんに視線を送る。

「……そうですね。事件の真相は、一旦置いときまして、その『読書クラブ』のあなたに対する態度は、おかしいとは思いませんか？」

「えっ？」

「なぜ、『読書クラブ』のメンバーたちは、富豪というだけで、あなたを睨むなどの露骨な嫌悪感を見せるのか」

「それは、さっきも言った通り彼らは苦学生だから、私のような人間は生理的に受け付けないのよ」

　きっとそうよ、とイーリンは苦々しい表情で腕を組む。

「たしかに、世の中にはそういう人間もいるとは思います。ですがメンバーのほとんどがそんな態度に出るなんておかしいでしょう。にもかかわらず、あなたは『読書クラブ』の事情に詳しい。それは、『読書クラブ』のメンバーである同じ学部のご友人が、いろいろと報告してくれたのですよね？　その方は女性で良いですか？」

「……そうよ」

　イーリンは低い声で言って、頷く。

　俯くイーリンに、ホームズさんは苦々しい表情を浮かべた。

「すみません」

「えっ」

「なんとなくの真相とともに、とてもひどい人間像が浮かび上がってしまいました」

「どういうことかしら？」

　イーリンは、険しい表情で前のめりになる。

「今から僕はあなたにとって酷だと思われる仮説を伝えます。ですが、あくまで僕の妄想と流していただけたらと思います」

「いいわ、話してちょうだい」

　その横で腕を組んだ史郎が、愉しげにホームズさんを見ている。

「──ある女生徒がいました。彼女は家が貧しかったものの奨学金を受けて苦労して大学に入ります。キャンパスですぐに目に入ったのは、ジウ・イーリンという大金持ちの美女。彼女の友人になれば、何かと得だろうと近付いて親しくなりました」

　まるで物語を話して聞かせるように語るホームズさんを前に、イーリンはじっと前を見詰めたまま何も言わない。

　ごくりと、彼女の喉が鳴ったのが分かる。

「大金持ちの美女・イーリンは、見た目とは違って、拍子抜けするほど消極的で、派手なタイプではありませんでした。イーリンの大学での楽しみは図書館に通い、本を読むこと。近くでわいわいと盛り上がっている『読書クラブ』の仲間に入りたそうにしている。そこで、女生徒は思いました。自分がイーリンよりも先に『読書クラブ』の仲間になろう、と──。

　彼女は持ち前の積極性を活かして、『読書クラブ』のメンバーと親しくなり仲間に入りました。そして彼女は、彼らにあることないことイーリンの悪口を言い、誤解を与えるようにします。そうして『読書クラブ』のメンバーは揃ってイーリンを嫌うようになりました。こうして、イーリンを『読書クラブ』に近付けないようにしたんです。彼女は、イーリンの寂しそうな、羨ましそうな顔を見て、たまらない優越感に浸ったことでしょう」

　イーリンは、え……、と絶句した。

「それから彼女は、親切ぶりながら、『読書クラブ』の報告を逐一イーリンにしていきました。仲間に入りたかったイーリンはとても熱心に話を聞いてくる。それがたまらなかった。でも、本当は、彼女は読書も『読書クラブ』の活動にも、興味はなかったのではないかと……、これは本当に僕の予想ですが」

　ホームズさんの話に、イーリンはさらに顔色を失う。

「ある日、街で若い女性の遺体が発見されました。その遺体の背中には、奇妙なメモが残されている。この事件に『読書クラブ』のメンバーは盛り上がりました。『自分たちが、事件の真相を究明をしよう』と言い出します。彼女は、捜査に興味はなかったけれど、イーリンを羨ましがらせるために、探偵ごっこに付き合うことにしました……」

　ホームズさんは、ふぅ、と息をつく。

「ここからの僕の話は、恐ろしいものになります」

　と、前置きをして、ホームズさんは話を続けた。

「それは、もしかしたら偶然だったのかもしれません。その彼女は知ってしまったんです。行方不明者の恐ろしい真相を──」

「恐ろしい真相？」

　私とイーリンの声が揃う。

「おそらく、事件の真相は、人身──いえ、臓器売買でしょう」

　私たちは、えっ、と洩らして、絶句した。

「『Ｔｕｅｓｄａｙ』『Ｗｅｄｎｅｓｄａｙ』『Ｔｈｕｒｓｄａｙ』『Ｆｒｉｄａｙ』、つまり、火・水・木・金ですね。これらは五行で臓器をあらわします。火は心臓、水は腎臓、木は肝臓、金は肺臓です。最初に見付かった遺体は、なんらかのアクシデントで回収できなかったのでしょう。背中に残されたメモは、臓器をどこへやるかの指示だったわけです」

『火曜はジム』、『水曜はＬＡ』、『木曜はクラブ』、『金曜はＮＹ』。

　それは、人名であったり、送る場所だった──。

　あまりの話に、言葉が出ない。

「何気ない探偵ごっこから、誰よりも先に真相を究明した彼女は、真実を警察に伝えるのではなく、その恐ろしい組織に仲間を売って、大金を得ようと考えました。組織は彼女に、こう伝えたのではないでしょうか？　心臓、肝臓、腎臓、肺臓に適した四人を用意しろと」

　イーリンは、何も言わずに口に手を当てる。

　私も耳を塞ぎたい気分だ。

「そうして彼女は『事件の真相が分かった』と、あの廃屋に仲間を集めました。一人一人別の部屋で待機するように伝え、彼ら自身に、部屋の壁に曜日を書くよう指示しました。その曜日を書き終える頃、彼女は薬を打った。彼女はあなたと同じ学部──医学部です。注射を打つなど造作もないことでしょう。そのまま倒れるメンバーたち。

　彼女はそのままその場を後にしました。後は組織が回収してくれるはずだったんです。計算外だったのは、その廃屋に侵入者がいたこと。侵入者は彼らを発見して驚き、警察を呼びました。おそらく、恐ろしさから警察を呼ぶまでに時間がかかったせいでしょう。仮死状態だった彼らは、その間に本当に亡くなってしまった。結果として彼女は仕事に失敗してしまい、お金を手にすることもなく、殺人犯になったのです」

　ホームズさんは、そこまで話して大きく息をつく。

「──僕には、そんな恐ろしいシナリオが頭に浮かんだのですが……」

　ホームズさんは、あくまで自分の中のシナリオであってほしい、という表情でイーリンに言う。

　イーリンは、椅子に腰を掛けたまま、呆然としていた。

　その顔は、蒼白になっている。

　無理もない。

　友人だと思っていた人物が、自分を欺いていた上、四人を殺害した犯人だったのではないか、という話を聞かされたのだから。

　次の瞬間、何も言わずにイーリンは立ち上がり、踵を返してラウンジを後にした。

　史郎は、やれやれ、と肩を上下させる。

「相変わらず君は容赦ないね。でも、世間知らずのお嬢様には、良い薬だったのかもしれないな」

　そう言って史郎が腰を上げかけた時、ホームズさんが口を開いた。

「……イーリンのそのひどい友人ですが、きっとハメられたのでしょう」

　ホームズさんが低い声で尋ねる。

「どういうことかな？」

「イーリンの友人は、ひょんなことから事件の真相を知ってしまった。それで自分も組織の仲間に加わろうとした。組織の方は、最初は『良い手駒が見付かった』と思ったかもしれません。とはいえ、裏の世界をよく知らない彼女と、対等に取引するつもりはなかった。

　一人の人間から、一つの臓器だけを摘出して終えるとは思えない。最初に見付かった遺体のように、一人の人間から根こそぎ取り上げるはずです。ですが、組織はそうした事情に詳しくない彼女に、一人につき一つ分の臓器の金額を提示していたのではと──。

　ですが、思ったよりも欲深くて、どこか危うい彼女が厄介になり、切り捨てることにした。そもそも、人間を攫さらうのに、仮死状態にまでする必要はないですからね。睡眠薬で良いわけです。

　そうして組織は、彼女の口を封じるために殺人犯に仕立てて、その街から撤退をした。部屋に曜日の印が残っていたのは、組織の指示。書かせることで、彼女の筆跡が証拠になると思ったのでしょう。おそらく彼女が被害者本人に曜日を書かせたのは、組織にとって、予想外だったはずです」

　ホームズさんはそこまで言って、大きく息をつく。

　史郎は、なるほどねぇ、と口角を上げた。

「ところで、あなたは、その組織に関わってはいないですよね？」

「本当に君は、ひどいことを言うな。なんの確証があってそんなことを」

「ええ、証拠なんてありません。ですが、ふと思ったのです。組織が彼女を切り捨てた理由の一つに、彼女がイーリンと親しいことを知ってしまったことがあったのではと。イーリンに何か気付かれては、厄介だと思ったのではないかと思いまして。

　僕は、あなたをその組織の首謀者とまでは思っていません。あなたはそういう先導を切るタイプではなく、金の匂いを嗅ぎ付けたならば、手段を選ばないハイエナタイプです。だから、もしかしたら、組織と関わりを持っていたのではないだろうか、と思ったんです。本当にただの妄想なのですが」

「失礼な男だな。そんなわけがないだろう」

　史郎は、はっ、と鼻で嗤う。

「ええ、失礼なことを言っているという自覚はあります」

　ホームズさんは立ち上がり史郎の右手首をしっかりとつかんで、鼻先がつくほどに顔を近付ける。

「そやけど、これがほんまのことやったら──お前を許さへん」

　一瞬だけ、史郎が怯ひるんだのが分かった。

　ホームズさんは、手を離してにこりと微笑む。

「あなたの仰る『日本ブランド』の中に、そうしたものが入っていないことを、僕は心から願います」

「重ね重ね、失礼な男だな」

　史郎はすぐにいつもの調子で、肩を落とす。

「たしか、父親が小説家だとか？　君の逞しい想像力は親譲りなのかな。君の失礼な暴言を許すつもりはないけれど、姫の許に向かわなければならないから、今は失礼するよ」

　彼は足早に、ラウンジカーを出て行く。

　ボストンバッグを手にしていたボディガードとその隣にいた付き人は、いち早くイーリンを追ったのだろう、すでに姿はない。

　おそらく、ホームズさんは、イーリンの求める真相を究明し、私たちは彼らが持ち掛けたゲームに勝ったのだろう。

　だが、心は晴れない。

　約束していた米山さんの掛け軸を取り返すことはできなかったが、今さらそれをどうこう言う気持ちにはなれなかった。

　──なんて嫌な事件だったのだろう、と口の中に苦いものが込み上げる。

「……葵さん、部屋に戻りましょうか」

　ホームズさんの言葉に、私は我に返り、「はい」と頷いた。
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　ホームズさんとともにラウンジカーを出て、車内を歩く。

　窓の外の景色は真っ黒で、自分たちの姿が鏡のように映っている。

　七両目の自分たちの部屋に入ると、私は全身から力が抜けて、思わずベッドに腰を下ろした。

　本当に恐ろしい事件だった。

　疲れた、と息をつく。

　その瞬間、背後からギュッと抱き締められ、驚いて肩が震えた。

「ホームズさん？」

「いろいろ思うことはあって、心は重いのですが……今はとりあえず、あなたの大切な髪をあんな奴に渡すことにならずに済んで、良かったです」

　絞り出すようにそう言うと、ホームズさんはさらに強く抱き締める。

　彼が、心から安あん堵どしてくれているのを感じ、胸が熱くなった。

「ホームズさん、ごめんなさい」

　本当です、とホームズさんは息を吐き出す。

「あなたがご自分の髪を人のために提供したいと思った場合はさておき、賭けの対象に使うなんて……しかも、あんな男に渡すようなことはしないでください」

「……はい、本当にごめんなさい」

　ばつの悪さに私は俯いた。

　自分でも、なんて馬鹿な取引に応じたのだろうとは思っている。

「ですが、何が起こっても……たとえ僕が究明できなくても、あなたの髪をあの男に渡すつもりはありませんでしたけどね」

　私は振り返って、ホームズさんを見上げる。

「そもそも最初から僕は承諾していなかったですし、どんな手を使っても阻止するつもりでいました。あなたのことは、僕が護ります」

　ホームズさんは、よしよし、と私の頭を撫でた。

　そんなホームズさんの想いに、涙が出そうになる。

「私も売るつもりなんて微塵もありませんでした。ホームズさんを信じていたので。あの賭けに乗るために……掛け軸を取り返すために、かたちだけ応じたんです」

　あんな取引に応じたのは、ホームズさんを百パーセント信頼していたからだ。

　世の中に『絶対』なんてないと知りつつも、『ホームズさんならば、絶対に大丈夫』だと、確信に近い気持ちを抱いていた。

「でも、反省してます。二度とこんなことはしません」

「ほんまやで。丸坊主て……」

　ホームズさんは弱ったような声で言って、額に手を当てる。

「はい、ごめんなさい」

　しゅんとして俯くと、

「あかん」

「えっ？」

「おしおきや」

　再び、強く抱き締められて、そのまま唇が重なった。

「──っ」

　私の勝手な行動に対して、気を揉んでいたのだろう。

　今までにない、少し乱暴なキスだった。

　気が付くと私の体は、ベッドに押し付けられている。

　ホームズさんの想いが伝わってきて、さらに反省の念が募る。

　くらくらと目眩を感じながら彼のキスに応えていると、トントン、と部屋をノックする音が響いた。

「…………」

　私たちは動きを止めて、無言のまま見詰め合う。

　目の前には、突然のことに真顔になっているホームズさんがいる。

　その瞳に映る自分の顔も、恐ろしく真顔だった。

　再び、『トントン』とノックの音。

「……家頭様、お休みのところ申し訳ございません」

　クルーだと思われる女性の深刻そうな声に、私たちはもう一度顔を見合わせた。

　小さく頷き合って、「はい」とホームズさんは、体を起こした。

　乱れた服や髪を整えつつ、扉へと向かう。

　私もすぐに上体を起こして、髪や服を整えた。

　今になって、すごく恥ずかしい……。

　扉を開けると、そこにはやはりクルーの姿があった。

「申し訳ございません」

　クルーは、何度も頭を下げている。

「いえ、何かありましたか？」

　時計を見ると、夜十時半。

　こんな時間に客室に訪ねて来るというのは、それなりに理由があってのことだろう。

「あ、あの、六号車のお客様が、家頭様を呼んでおりまして……」

　とても言い難そうに告げるクルーに、ホームズさんは「分かりました」と頷いた。

　もしかしたら、イーリンが呼んでいるのだろうか？

　私もすぐに、ホームズさんとクルーの後を追った。
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　しかし、六号車で待っていたのは、イーリンではなかった。

「私の部屋の扉に、こんなものが貼られていたのよ！」

　そこでは、『キラー』と呼ばれていた、ホームズさんにすっぱり振られた綺麗な女性がヒステリックな声を上げていた。

　彼女は、『粗悪品の部屋』と書かれた紙を手にしていた。

　その文字は、とても角ばっていて男性の文字のようだ。

　彼女の隣では、同室の友人が困ったような顔を浮かべている。

　他に初老の女性、三十代後半くらいの女性、中年の男性が苦々しい表情を見せていた。

「部屋の扉に嫌がらせの紙が貼られていたそうなんです」

　クルーが、小声でそう告げた。

「……このメモ紙は、各部屋に置かれているもので、おそらくボールペンも同じところにあったもののようですね」

　ホームズさんは、メモ紙を見ながら冷静に言ったあと、

「こちらは？」

　私たちと同じように、この部屋に呼ばれたと思われる三人の乗客に目を向けた。

　ホームズさんの問いに、クルーは会釈をして、彼らの紹介を始める。

「四号車の平ひら川かわ様と、そのお嬢様の三み沢さわ様」

　ふくよかで朗らかそうな初老の女性・平川さん。

　その娘さんだという三十代半ばくらいの三沢さんは、ショートカットできりりとした雰囲気の女性で、母親とは似ていない。

　母娘は、ぎこちなく会釈をする。

　クルーは、四十代半ばくらいの男性に視線を移す。

「こちらが、五号車の黒くろ石いし様です」

　無口そうな中年男性。黒石さんは、うんざりした表情を見せている。

「はじめまして、家頭清貴です」

「真城葵です」

　私たちも挨拶を返すと、

「それで、どうして僕たちが、ここに呼ばれたのでしょうか？」

　ホームズさんはクルーを見て、首を傾げる。

　……本当にどうして、私たちが呼ばれたんだろうか？

　純粋に不思議に思いながら、チラリとホームズさんを見る。口許は笑みの形を浮かべていたが、目はちっとも笑っていなかった。

　恐ろしさを感じて、私は思わず後退りをする。

　どうやら、相当怒っているようだ。

「それが、こちらの吉き良ら様と豊とよ田た様が、これはあなた方のうちの、どなたかが書いたものに違いないと」

『キラー』は、吉良さんというらしい。

　それで、あだ名が『キラー』というのだろう。

　友人は、豊田さんというようだ。

「僕たちが？」

　ホームズさんも私たちも、ぱちりと目を瞬かせる。

「はい、六号車の吉良様と豊田様がお部屋を出る時には扉に異常はなく、お二人がラウンジでゆっくりされて、戻って来た時に、この紙が扉に貼られていたとのことなんです。家頭様、真城様、平川様、三沢様、黒石様は、吉良様たちよりも先にラウンジを出られておられたとか……」

「ですが、彼女たちよりも先にラウンジを出たのは、ここにいる僕らだけではないですよね？」

　そう、史郎やイーリンも先に出ているのだ。

「それが、その……このようなことを書く動機がある方々だと……」

　クルーは言い難そうに、申し訳ございません、と頭をペコペコと下げた。

　彼女はおそらく、かなりの剣幕で『彼らを呼べ』と騒いだに違いない。

「僕たちに動機……？　僕はさておきまして、他の方々は？」

　ホームズさんは、不思議そうに吉良さんと彼らを交互に見る。

「まず、家頭さん、あなたは私を『押し売りの粗悪品』と言ったわ。その時、近くにいて馬鹿にしたように笑ったのが、そこの母娘よ。それで私が睨みつけて、『盗み聞きして笑うなんて、最低ね』って言ってやったら、面白くなさそうな顔をして、『最低はどっちよ』って小声で言っていたのよ」

　そんな吉良さんの言い分に、母娘は、やれやれ、と苦笑する。

「そして、そこのおっさんは、『まあまあ、そんな気を落とさずに。飲みませんか？』とワインを手に馴れ馴れしく声を掛けてきたの。だから、『身の程をわきまえたらどうかしら』って言ってやったら、私に向かって舌打ちしたのよ」

　すると、黒石さんは、「くだらない」と大きく息をつく。

　吐き捨てるような言葉に、吉良さんは、ふん、と鼻を鳴らし、

「だけどね、私が一番怪しいと思っているのは、その女よ！」

　そう言って彼女は、露骨に私を指差した。

「──えっ？」

　思わぬことに、私の口がぽかんと開く。

「わ、私ですか？」

「そうよ！　大体、あなたは、私がラウンジで彼に近付いていたことが面白くなかったんでしょう？　ちらちら私たちの方を見て、会話にも、いやらしく聞き耳を立てていたみたいだし。

　彼はあなたの手前、仕方なく私に、『押し売りの粗悪品』と言ったのを、聞いていたのよ。それで、『私の連れにちょっかい出さないでよね』と、私の部屋の扉にこんないやらしいことを書いて貼り付けたのよ！　不愉快よ、最低だわ！　名誉棄損で訴えてやる！」

　彼女はそう言い放って、『粗悪品の部屋』と書かれた紙をグシャグシャと丸めて、床に投げつけた。

「…………」

　思いもしない彼女の言葉に、絶句した。

　私が、あのラウンジでの様子に腹を立てて、『粗悪品の部屋』と書いた紙をドアに貼り付けただなんて……。

「いえ、そんなことは決して……」

　呆然としながら首を振ると、ホームズさんはスッと屈かがんで、そのクシャクシャに丸めた紙を拾い、ゆっくりと開いた。

「……分かりました」

　静かに、それでもピシャリと告げたホームズさんに、「え？」と皆の動きが止まった。

　ホームズさんに表情はない。

　恐ろしいほどに無表情なまま、紙を手に彼女を見据えた。

「ちゃんと検証しましょう」

「検証？」

　ホームズさんはゆっくりと頷いた。

「まず、僕と彼女がラウンジを出る時には、まだ吉良さんと豊田さん、黒石さんに三沢さんはラウンジに残っていて、平川さんの姿はなかった。それは僕も覚えています。一番に部屋に戻っていたのは、お母様の平川さん──、ここまでは、大丈夫でしょうか？」

　そう言って確認するホームズさんに、皆が息を呑んだのが分かる。

　こういうところは、本当に『寺町三条のホームズ』だ。

　私は、ざっくりとしか覚えていないのだけど、ホームズさんはまるで脳内にカメラがあるかのように、正確に状況を把握していた。

　もう少し時間が経てば忘れてしまうのかもしれないけど、今の段階では、すべてホームズさんの頭にはデータとして残っているのだろう。

「はい、母はワインを少し飲みすぎて気分が悪くなったと、先に部屋に戻りました」

「ええ、横になっていたんです」

　三沢さん・平川さん母娘は、頷きながらそう言った。

「平川さんのあとにラウンジを出たのが、僕と彼女のはずです」

　私たちが菊川史郎とのやりとりを終えてラウンジを出る時、吉良さん、豊田さん、三沢さん、黒沢さんは、まだラウンジにいたようだ。

「僕と彼女が自分の部屋に戻る時に、六号車の前を通りましたが、扉に異常はありませんでした」

「あなた方がやっている可能性が高いのに、何を言うのかしら」

　吉良さんは、腕を組んで私たちを横目で見る。

　私たちは、もちろん、そんなことをやっていない。

「三沢さんと黒石さんのお二人は、どちらが先にラウンジを出られたのでしょうか？」

　ホームズさんの質問に、三沢さんと黒石さんは顔を見合わせて、首を傾げる。

「分かりません。私はこの方とご一緒していたわけではなくて、ラウンジの雰囲気を楽しみつつ、一人でワインを飲んでいたので」

「俺もカウンターで飲んでいて、休みたくなったから部屋に戻っただけで、そこに誰がいたのか、誰が先にラウンジを出たかなんて覚えていない」

　そう話す三沢さんと黒石さんに、それはそうだろう、と私は相槌をうつ。

　誰もがホームズさんのように、すべてを覚えているわけではないのだ。

「ですが、吉良さんと豊田さんは、黒石さんと三沢さんが自分たちよりも先にラウンジを出たことは、確認しているわけですよね？」

　ホームズさんは、吉良さんと豊田さんに一瞥をくれる。

「ええ、私に失礼を働いた人たちだから、つい、見てしまっていたのよ」

「吉良さんと豊田さんは、お二人一緒に部屋に戻られたのでしょうか？」

「あ、いえ。私が先に」

　と、豊田さんが片手を上げる。

「なぜ、あなただけ先に？」

「電話が入ったので、静かなところで話そうとラウンジを出て、通路で電話をしながら、部屋に向かっていたんです。六号車の前まで来て、扉に『粗悪品の部屋』という貼り紙がされているのを見て、びっくりしていたところに、彼女がやって来て……」

　そう言って豊田さんは、吉良さんを見る。

　吉良さんは、そうよ、という様子で頷いた。

　ホームズさんは、なるほど、と頷き、クルーを見た。

「幸いにも、ここに動かぬ証拠がございますし、すみませんが、ここにいる僕たち七人の筆跡が分かるものを持ってきていただけますか？　乗客は皆、サインをしているので、あるはずですよね？」

「は、はい」

　クルーは急ぎ足でその場を離れ、部屋は妙な緊張感と静けさに包まれた。
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「──お待たせしました」

　クルーは部屋に戻るなり、手にしているファイルをテーブルの上に置いた。

「ありがとうございます」

　いつものクセなのか、内ポケットから白い手袋を取り出して嵌めながら、すぐにファイルを手にしようとするホームズさんに、

「あの、個人情報ですので、見るのは、名前の欄だけにしていただけたらと」

　クルーは、住所などの個人情報が書かれた欄を下敷きのようなもので隠した。

「ええ、分かりました。では、名前だけを僕に見えるようにしてください」

「あ、はい」

　パラパラとファイルをめくる。

『家頭清貴』

　ホームズさんの字は、とてもスッキリとしている綺麗な字だ。

『真城　葵』

　私の字は丸みがある。人には『女の子って感じの字だね』と言われていて、常日頃から、もっと綺麗な字を書きたいと思っていた。

　当然ながら私とホームズさんの字は、『粗悪品の部屋』という文字とは、まるで違っている。

　次に『黒石和かず夫お』。

　綺麗ではないが、読めないこともない。大人の男性の文字という感じだ。

『平川富ふ美み子こ』『三沢貴たか子こ』、こちらの母娘は、字もあまり似ていない。

　平川さんの方がふんわりと柔らかく、三沢さんの方は男性のように角ばった文字を書いていた。

　次は、この部屋の二人の字。

『吉良英えい子こ』

　吉良さんの字は思った以上にとても綺麗であり、『粗悪品の部屋』という字とは、まるで違っている。

『豊田芳よし子こ』

　彼女の字は、横線が長かったり、田がとても小さかったりと独特の特徴があった。

　一見すると、『粗悪品の部屋』という文字と一番似ているのは、角ばった文字を書く三沢さんだ。

「…………」

　他の皆も同じように感じたのか、なんとなく三沢さんに視線を向けている。

　三沢さんは、「え、何よ。私じゃないわよ」と、戸惑ったように目を泳がせていた。

「──分かりました」

　パタンとファイルを閉じたホームズさんに、その場にいる皆が「えっ？」と顔を上げた。

「何が分かったのかしら？」

　戸惑いからか、吉良さんの声が上ずっていた。

「筆跡から、この『粗悪品の部屋』という文字を書いた人間が、分かりました」

　そう言い切るホームズさんに、私たちは「えっ？」と瞬いた。

　その場に沈黙が訪れる中、ホームズさんはあらためて、『粗悪品の部屋』と書かれていた紙を手にする。素人が見た感じは、三沢さんの文字に似ている。

　だけど、吉良さんに睨まれたくらいで、そんなことをするような人には見えない。

　ホームズさんは、三沢さんの方を向いた。

　私も皆も、『やっぱり彼女なのか』という気持ちで息を呑む。

　だが、ホームズさんの視線は、その隣にいる女性に移された。

「これを書いたのは……、平川さん、あなたですね」

　初老の女性で三沢さんの母、平川さんだ。

　彼女は虚を衝かれたように、目を見開く。

　驚いたのは吉良さんも同じだったようで、「どうして？」と目を丸くして、すがるように友人の豊田さんの方を見た。

「な、何を言うの？　私の文字とこの字はまるで違うじゃない」

　平川さんは、声を上ずらせながら言う。

「ええ、一見まるで違いますね」

　パッと見た感じは、三沢さんの字に似ているのだ。

　ということは、母親があえて娘の字に似せて書いたということなのだろうか？

「それじゃあ、どうして？」

「筆跡鑑定というのは、そんな一見して分かるところで判断するのではないんですよ」

　平川さんは目を瞬かせた。

「平川さんの本来の文字は、柔らかく丸みがあります。あなたはそれをあえて隠すために、極端に角ばった文字を書いていらっしゃいますね。『普段の自分とまったく違う文字を書こう』と思った時に、あなたは無意識に娘の三沢さんの文字をイメージしたのでしょう。それで一見すると、この字は三沢さんのものを思わせます」

　ホームズさんは、三沢さんの文字と『粗悪品の部屋』と書かれた紙を見比べながら言う。

「ですが、三沢さんの文字ではありません。書いた本人は、わざとらしいほどに本来の字とは違うように書こうとしていますが、筆圧に一字一字の大きさ、文字間隔といった、誤魔化しきれない本人の特徴が出ています。ご存知ですか？　筆跡を誤魔化すには字体もさることながら、文字の大きさと間隔を変えることも大事なんですよ」

　ホームズさんは、紙を手にしたまま、話を続ける。

「ついでにもう少し筆跡鑑定の話をしますと、まず一に字画を識ます。文字の一画一画の形や長さや、止まり、転折部分の形などを細かく識ていきます。二に識るのは筆圧です。文字の中で力を入れる箇所や力を抜く箇所を把握し、識別をしていきます。三に画線の震え、画の継ぎ足し、筆の止まりなど不自然な痕跡を識て、四に文字の筆順を比較し、同じであるかどうかを識別します。五に配字をチェック。文字の大きさ、書く位置、文字の間隔などを比較して識別します。

　こうして識ていくと、どんなに意図的に違う文字を書こうとしても、隠しきれない本人のクセが出てしまうわけです。とはいえ、僕は筆跡に関しては専門家ではありませんので、証拠にもなりません。ですが、プロに鑑定を依頼したら、すぐに判明すると思います」

　ホームズさんは、微笑むように口角を上げる。

　しかし、その目は、先ほどよりも鋭い。

「お母さん、どうしてこんなことを？」

　信じられない、と目を剥く三沢さんに、平川さんは慌てたように身を乗り出す。

「ち、違うのよ。この子に涙ながらに頼まれたの。だから私は……」

　平川さんは、豊田さんを指差した。

「っ！」

　豊田さんは弱ったように目をそらし、平川さんは話を続けた。

「私が先にラウンジを出たのは、本当は飲みすぎたからじゃないのよ。近くで吉良さんと豊田さんの会話を聞いていて、気分が悪くなったのよ。ずっと自慢話ばかりで人を見下し、悪口しか言わない吉良さんに、ただひたすら彼女を立てている豊田さん。私は豊田さんをお気の毒に思いながら、でも聞いていたくなくて部屋に戻ったわ」

　平川さんはそこまで言って、ふぅ、と息をつき、再び口を開く。

「部屋で休んでいたんだけど、なんだか急に『こんなところにいるなんて、もったいない』という気持ちになってね。もう一度、ラウンジに戻ろうと部屋を出たの。そうしたら、豊田さんにばったり会って、少し立ち話をしたわ。豊田さんの父親が吉良さんの会社に勤めていることもあって、彼女には逆らえなくてつらいって。だけど、もう我慢できないし、わがままな友人に少しお灸を据えたいから、手伝ってくれないかって。自分の文字だと、すぐ分かってしまうから、と私に頼んできたわ。

　私も、彼女に対して面白くない気持ちがあったのと、主人を助けてくれた恩人に失礼を働いていたのが許せない気持ちもあって、つい協力してしまったのよ。ラウンジでは、随分家頭さんと真城さんのことを悪く言ってたから」

　そう言って、平川さんは俯く。

「『主人を助けてくれた恩人』とは？」

　ホームズさんが小首を傾げると、クルーが答えた。

「お昼間に倒れられた男性が、平川様のご主人でして」

「ああ、そうでしたか」

「主人は病院で休んでいますが、すっかり良くなりました。本当にありがとうございました。お礼が遅くなりまして」

　平川さんと三沢さんは、ホームズさんに向かって深く頭を下げる。

「いえ、大事に至らず良かったです」

「はい。主人も、自分はいいから、せっかくの『七つの星』の旅行を娘と引き続き楽しむように、と言ってくれたのに、こんなご迷惑を……」

　平川さんは目に涙を浮かべて、うな垂れた。

　そんな中、吉良さんが「信じられない」と口に手を当てていた。

　そう、『粗悪品の部屋』というメモは、豊田さんの差し金だったのだ。

　同室の友人が、こんな嫌がらせをしたと知ったのだから、吉良さんはショックだろう。豊田さんは何も言わずに、唇を噛んで俯いている。

「芳子、あなた、こんなことをするなんて、ひどいじゃない！」

　吉良さんが勢いよく振り返って、「信じられない」と友人に詰め寄った瞬間、豊田さんは弾かれたように顔を上げた。

「何が『ひどい』よ！　あんたに頼まれてやったことじゃない！」

　今まで大人しかった豊田さんが、これまで溜めこんでいたすべてを吐き出すかのように、大きな声を上げた。

　私たちは「えっ」と瞬く。

「それは、どういうことなのかな？」

　黒石さんが、首を捻っていた。

「そうよ、あなたは私に『友人を懲こらしめたいから』って……」

　戸惑いながら聞き返す平川さんに、豊田さんは拳を握り締めた。

「本当は違うんです。吉良は私に、『私に失礼を働いた奴らをぎゃふんと言わせたうえで、最終的にあの女を犯人にしたいから、「粗悪品の部屋」って書いた紙を貼っておいて』と頼んできたんです」

　あの女とは、言わずもがな、私のことだ。

　ホームズさんの眉がピクリと引きつる。

「言われた通り、貼り紙をしようとしたんですけど、私の字は結構、特徴があるし、文字を見比べられたら一目瞭然の気がして、どうしようか迷っているところで平川さんに会ったの。『あなたも大変ね』って、声を掛けられたから、これ幸いと彼女にお願いしたのよ。全部、吉良の自作自演よ」

「そ、そんなの嘘よ！　彼らに訴えられるのが怖くなって、私に罪を擦りつけているんでしょう？」

「ここまできて、そんなしらを切るつもり？　もうあんたに付き合うのはうんざり。お父さんがあなたの親の会社で働いているからって、なんだっていうの？　思えば私には関係ない話よね！」

「はあ？　よくもそんなことが言えたものね！　誰のおかげであなたの家は生活できていると思ってるのよ！　あんたが私に腹を立てて嫌がらせの貼り紙をした上、犯人を私に仕立てようとしているだけでしょう!?」

　取っ組み合いに発展しそうな勢いで喧嘩を始める二人に、私たちは「二人とも……」とオロオロと目を泳がせた。

　真相は、どっちなのだろう？

　吉良さんが豊田さんに頼んだことなのか、それとも、豊田さんの独断なのか。

　どちらも、あり得る話だ。

　そんな中、ホームズさんは腕を組み、呆れたように息を吐いた。

「いいかげん、猿芝居はやめたらどうですか？」

　彼の視線は、吉良さんに向けられている。

「──えっ？」

　吉良さんは、引きつったような笑みを浮かべた。

「ディナーの前に僕があなたと話をしていた時、吉良さん、あなたは一人でバーカウンターの前にいて、まだラウンジに豊田さんの姿はありませんでした」

　そうだ、あの時、吉良さんは一人でいて、ホームズさんにすり寄っていた。

「そもそも、僕はあなたに一言だって『粗悪品』とは言っていません」

　吉良さんが、えっ、と瞬く。

「僕はあなたに、『押し売りするようなものに、本当に良いものはなかなかありませんからね』と言ったんです。それをあなたが、『あいつは、私のことを粗悪品と言った！』と憤慨したわけです。

　つまり、『粗悪品』という言葉は、あなたの中で生まれたもの。ですから、もし豊田さんがあなたに嫌がらせの貼り紙をするとしても、『粗悪品の部屋』とは書かないはずなんです。吉良さんが豊田さんに、『あいつが私を粗悪品呼ばわりした』と愚痴を言ったとしても、そんな自分にしか打ち明けていない言葉を豊田さんが書いたりするようなことはしないでしょう。

　吉良さん、あなたは僕たちに対してムシャクシャしている思いを晴らしたくて、こんな低俗な方法を思い付いて友人──あなたにとっては使用人だったかもしれませんね、豊田さんに『命令』したわけですね？」

　ホームズさんの顔から表情がなくなり、部屋の空気もどんどん冷えて、ぞくりと背筋が寒くなる気がした。

　そんなホームズさんに圧倒されて、その場にいた誰もが微動だにしない。

「吉良さんは先ほど、僕の彼女になんて仰っていましたか？　不愉快？　最低？　名誉棄損で訴える？　──ほんま、おもろいわ」

　くっと笑って、彼女に少し顔を近付けて、その目を見据える。

「……あ、いえ、その……」

　見て分かるほどに、彼女の体はガタガタと震えていた。

　本当に、なんて迫力だろう。

　傍で見ているだけで寒気がするくらいだ。

　ホームズさんに嫌悪の感情をストレートにぶつけられている吉良さんの恐怖は、相当なものだろう。

　──かつて、円生に嫌悪の感情をぶつけられた私には、よく分かる。

　公園のベンチに並んで座って、『……そんなあんたを穢したら、あの男はどないな顔するんやろ』と、円生は、歪んだ笑みを浮かべた。

　あの時の円生の目を思い返すだけで、今も体が震えるほどだ。

「ホ、ホームズさん、もういいですよ」

　私は、思わずホームズさんの腕をつかんだ。

「──葵さん」

　振り返った瞬間は冷たい目のままだったけれど、私と視線を合わせるなりその険しさはやわらぎ、どこか戸惑ったような表情に変わる。

「他の人は分かりませんが、私はもういいです。だって、楽しい旅行じゃないですか」

　そう言った私に、他の人たちは、どうしようと顔を見合わせていた。

　ホームズさんは、眉根を寄せたまま、

「ですが、彼女は何もしていないあなたに罪を擦り付けて、陥れようとしたんですよ？　僕にされた嫌がらせなら、ほどほどにしたるけど、葵に嫌がらせなんて、ありえん。ほんま許せへんで、僕の大切な人を傷つけたらどうなるか、きっちり分からせな」

　ムキになって言うホームズさん。

　私のことを想ってくれているのは、すごく嬉しい。

　でも──、

「いいんです。ホームズさんが私を想ってくれる気持ちは嬉しいんですけど、これ以上、こんなことを続けても……私は楽しくないです」

　ぎゅっとシャツをつかんで言うと、彼は動きを止めた。

「ですから、もう、この話はこれで終わりにしたいです。その紙は捨てて、楽しい旅に戻りましょうよ。せっかくの『七つの星』の旅ですよ」

　パンッと手を打って笑顔を見せた私に、ホームズさんはしばしの間のあと、大きく息を吐いて肩をすくめた。

「……あなたがそう仰るなら」

　そう言うと、ホームズさんは再び冷ややかな目を吉良さんに向ける。

　彼女は、その体が跳ねるほどに震えている。

　目は見開かれたままで、どうやら口もきけないような様子だ。

「僕としては不本意ですが、彼女に免じて、これ以上は何も言わないことにします」

　ホームズさんは『粗悪品の部屋』と書かれた紙をビリビリに破って、そのまま床に散らばせた。

「…………」

　この状況で、できる範囲での復讐はする。やはり腹黒だ。

「もう、ここにはいたくないので、僕たちは部屋に戻ります。これに懲りて、あなたが『粗悪品』を卒業してくれることを願いますね。それでは、失礼いたします」

　ホームズさんは私の肩を抱き、他の乗客たちに会釈をして、足早に六号車を後にした。

　すると、

「家頭様」

　クルーが慌てて追いかけてきて、

「お騒がせして本当に申し訳ございませんでした。昼間にはお客様を助けていただいただけではなく、このようなことにも巻き込んでしまいまして」

　そう言って深く頭を下げる。

「いえ、きっと彼女が他の乗客に迷惑がかかるほどに、僕たちを呼べと騒いだのでしょう？　どうか、お気になさらず」

「それでも、本当に申し訳ありませんでした。私どもにできることがありましたら、なんでも仰っていただけましたら」

　頭を下げたまま言う彼女に、

「ああ、それでは、ひとつお願いしても良いでしょうか？」

「は、はい」

「今日いただいたロールケーキを京都に送ってほしいんです。もちろんお代は支払いますので。とても美味しかったので、彼女の家族に食べていただきたいと思いまして」

　ホームズさんは胸に手を当てて微笑む。

「ホームズさん……」

　私の家族に食べてほしい、と言ってくれるなんて。

　なんだか、胸がポカポカと暖かくなるような気がした。

　それはそうと、オーナーと店長には良いのだろうか？

「申し訳ございません。あのロールケーキ、賞味期限が当日限りとなっておりまして……」

　さらに申し訳なさそうに頭を下げる彼女に、

「──あ、そうでしたか」

　ホームズさんは本当に残念そうに肩を落とす。

　その姿に、私は思わず笑ってしまった。
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「しかし、なんだか大変でしたねぇ」

　部屋に戻った私たちは、とりあえず順番にシャワーを浴びて、寝具に着替えた。

　寝具といってもパジャマではなく、お互いにＴシャツにハーフパンツだ。

「まあ、不幸中の幸いだったのは、あの時のイチャイチャを止めてくれたことでしょうか」

　水を飲みながらそんなことを言うホームズさんに、「え？」と驚いてしまった。

「ど、どうしてですか？」

「つい、ノンストップ状態になってしまっていたので、僕の頭の中では、『あかんあかんあかん』が連呼されていたんですよ」

「はぁ。それじゃあ、イチャイチャを邪魔されたことについては、怒ってはいなかったんですね？」

「あ、いえ、それにもしっかり怒っていました。自分勝手な考えで人の恋路を邪魔するなんて、言語道断です」

　さっくりと言って手をかざす。

「…………」

　やっぱり、安定のホームズさんだ。

「とはいえ、あの時、僕の体の下で少し苦しそうにする葵さんが本当に可愛くて、とても至福のひと時でした。ありがとうございました」

　ぺこり、と頭を下げるホームズさんに、ごほっとむせた。

「疲れたでしょう、横になりましょうか。葵さんはどっちのベッドが良いですか？」

　並んだベッドに視線を移して尋ねるホームズさんに、

「どちらでもいいんですけど、それじゃあこっちに」

　たまたま近かった左側のベッドに腰を下ろした。

　照明を落とすと、間接照明だけが室内をふんわりと照らした。

「明日は、いよいよ霧島の宿ですね」

　右側のベッドに、ホームズさんは横たわる。

「はい」

　いろんなことがあって、頭から離れていたけれど……いよいよ明日だ。

　いつだって、私を護ってくれるホームズさん。

　こんなふうに私を想ってくれる彼が、もしかしたら目の前からいなくなってしまうかもしれないんだ。

　胸が苦しくなって涙が出そうになり、私は欠伸あくびをする振りをして誤魔化した。

「疲れたでしょう。寝ましょうか」

「……はい」

　私は、頭まで布団をかぶる。

「それにしても、葵さんは、本当に優しいんですね」

　ぽつりと零したホームズさんに、私は布団から顔を出して、首を振った。

「いいえ、そんなんじゃないんです」

「そんなんじゃない？」

　ホームズさんは肘枕をした状態で、体を横にして私の方を向く。

「はい。私は、ホームズさんの教えのお陰で、なるべく美しいものや自分が好きなものを見たい、と思うようになりました。同じお金を使うならば、時に無理しても自分が喜ぶことに使いたいんです。『時間』もそうです。時間って、とても貴重なものですよね。限りある時間、なるべく私は楽しかったり、嬉しいことに使いたいんです。嫌なことがあっても引き摺りたくないんですよ。それは優しいとかではなくて、ホームズさんっぽく言うと、『自分のため』なんです」

　ふふっ、と笑うと、

「葵さん……」

　ホームズさんは、ベッドからそっと手を伸ばす。

　私もベッドから手を出して、その手を握った。

「やっぱり、あなたは素晴らしい人だと思います」

「いえいえ、決してそんなことは……。いつも過大評価しすぎですよ。私はいたって普通です」

「僕も普通ですしね」

「全然、普通じゃないです」

「いえ、とても善良な京都市民ですよ」

「善良って……。そういえばホームズさん、あのメモ紙をビリビリに破った上、部屋に撒き散らすのは、やりすぎですよ」

「何を言うんですか。あれだけで終わらせたんですから、褒めてもらいたいくらいです」

　ぷいっと顔を背けるホームズさんに、私は「もう」と苦笑する。

　すると、ホームズさんは決まり悪そうに、目を閉じた。

「……すみません。我ながら性格悪いですよね。葵さんはおそらく、元々僕みたいな男はタイプではなかったですよね？」

　そう問われて、言葉が詰まる。

　思えば、どうなんだろう？

「たしかに、クラスでは一番の優等生タイプでありながら、実は腹黒い人とかは、苦手でした」

　そう言うと、ホームズさんはごほっとむせた。

「相変わらず、ひどいですね」

「あ、すみません」

「元々は、どんな方が好みだったんですか？」

　そう聞かれて、またも言葉が出ない。

　自分は、どんな人が好みだったんだろう？

　前の彼に告白されたのは、まだ中学生の時。

　皆がいる教室で堂々と告白してきてくれたことに心が揺れて付き合うことになったけど、彼が好みだったかと問われると、正直分からない。

「えっと、どうして、そんなことを？」

　そもそも、昔の恋人の話なんかを聞いたら、ホームズさんは、絶対に面白くなく思うタイプだろう。

　するとホームズさんはつないだ手に、そっと力を込めた。

「……だって。こんな僕ですが、少しでもあなたに好きになってもらいたいじゃないですか」

　ホームズさんの口から静かに洩らされたその言葉に、ズキュンと胸がしめつけられるような気がした。

　天然なのか、計算なのか。

　私はいつも、簡単に打ち貫かれてしまう。

「やっぱり、明日は……」

　ホームズさんは、そこまで言って口を噤つぐんだ。

　それに続く言葉が、なんとなく分かったからだ。

　──やめましょうか。

　そう言おうとしたのだろう。

　この気持ちを失くしてしまうのが、怖いから。

　だけど、それではここまで来た意味がないと思ったから、ホームズさんはその続きを言うのをやめたのだろう。

　しばしの沈黙が続き、ホームズさんのベッドから寝息が聞こえてきた。

　どうやら眠ったようだ。

　私の方も電車の揺れが心地良かったせいか、気が付くと眠りについていた。
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　夢うつつに、部屋がうっすらと明るくなっていくのが、なんとなく分かった。

「──葵さん、葵さん」

　ホームズさんが、優しく体を揺する。

「……？」

　薄目を開けると、見慣れぬ天井に、ホームズさんの顔。

「！」

　一気に目が覚める気がした。

「ホームズさん」

「すみません、まだ早いんですが、もうすぐ朝日が昇るんです」

　窓の外には、白みがかった空の下に、濃紺の海が見える。

「わぁ、海！」

　緑の向こうに広がる青い水平線が目に入り、私はすぐに体を起こす。

「はい、日にち南なん海岸ですよ」

　二人揃ってベッドを降りて、最後尾の大きな窓の前に立った。

「空がどんどん明るくなってきてる。本当にこれから、日の出なんですね」

「ええ、あの辺が日向ひゅうが灘なだなんですが、今日のように晴れていれば、朝日も綺麗に見えると思います」

　ホームズさんは、水平線を指差して説明する。

　日南海岸、日向灘。

　私はその名前に馴染みがないけれど、きっと有名な場所なんだろう。

「車窓から海に昇る朝日なんて、滅多に見られないものですので、つい起こしてしまいました。気持ちよさそうに眠っていたのに、すみません」

　少し申し訳なさそうに私を見下ろしたホームズさんに、「いえ」と首を振った。

「起こしてくれて嬉しいです。海に昇る朝日なんて、本当に滅多に見られないものですもんね。それに私、海にすごく憧れていて、見るとテンションが上がっちゃうんですよね」

「ああ、埼玉県には海がありませんしね」

「そうなんです、海なし埼玉県民なんです」

「分かります。京都府はさておき、市内には海がないので僕も海を見ると少しテンションが上がりますね。色白コンプレックスなので、海岸で遊ぶ気にはならないんですが」

　そう付け加えたホームズさんに、小さく笑う。

　どんどん、空が明るくなっていく。

　雲が、空が、空気が動いているのが分かる。

　夕日や朝日は、地球が本当に回っていることを実感させてくれる。

　やがて水平線が眩しく光ったかと思うと、太陽がその姿を現わし、「わあ」と私の口から自然と声が洩れた。

　空の色も、海の色も、急に明るくなって、すべてが輝き出す。

　なんて、綺麗なんだろう。気が付くと、涙が零れていた。

「…………」

　やだ、景色を見て泣くなんて。

　戸惑っていると、ホームズさんは、そっとハンカチを差し出してくれた。

　相変わらず、こっちが恥ずかしくなるくらい、至れり尽くせりだ。

　小さく会釈して、ハンカチを受け取り、目頭を押さえる。

　ホームズさんはそっと私の背に手を当てて、

「葵さん、お誕生日おめでとうございます」

　そっと、額にキスをしてくれた。

「……ありがとうございます」

　五月三日。私は、二十歳になった。
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　その後、私たちはダイニングカーで朝食をとり、再び部屋に戻った。

　ちなみにダイニングカーには、菊川史郎にジウ・イーリン、吉良さんと豊田さんの姿はなかった。

　吉良さんと豊田さんは、ホームズさんに合わせる顔がないのだろう。

　史郎はさておき、イーリンは大丈夫だろうか？

　もうすぐ列車は、宮崎駅に到着するらしい。

　昨日の由布院同様、バス観光と、車中滞在に分かれる。

　今回の旅は、車中満喫ということで、私たちはバスツアーには参加しない。

「──申し訳ありませんが、僕は仮眠を取りますので、葵さんは自由気ままに過ごしていただけたら。もし、バスツアーに参加されたいのでしたら、僕からお願いしますし」

　部屋に戻るなり、そう言ったホームズさんに驚きつつ、首を振った。

「あ、いえ、大丈夫ですよ。私ものんびり過ごしますし。ホームズさん、眠いんですか？」

「ええ、あまり寝てないんですよ」

　眉間をつまんでそう言うホームズさんに、私は驚いた。

「ええ？　だって、スースー眠ってましたよね？」

「すみません、あれは狸たぬき寝入りです。僕が眠らないと、あなたも眠れないかもしれないと思いまして。そうしたら、あなたが僕の方を向いてくれるものですから、もうドキドキして大変でした。あ、幸せだったので、どうぞお気遣いはなく」

　はぁ、と私は洩らした。

「それでは、おやすみなさい」

　ホームズさんは、そのままベッドに横たわる。

「あ、はい、おやすみなさい」

　私が熟睡している間、ホームズさんは眠れなかったなんて、なんだか申し訳ない。

　ホームズさんはベッドに横たわったかと思うと、すぐに小さな寝息を立てる。

　今度はきっと、狸寝入りではないだろう。

　私は自分のベッドに上がり、壁によりかかるように座って、スマホを手にした。

　……あれ。

　マナーモードにしていて気付かなかったけど、母からメッセージが入っている。

『旅行は楽しんでる？　清貴くんと一緒だから大丈夫だと思いつつ、なんの連絡もないから、ちょっと心配もしているよ。結局どこに旅行に行ってるの？』

　……しまった。

　そうだ、まったく連絡してなかった。

　隣で気持ち良さそうに眠るホームズさんをちらりと確認し、音を立てないように部屋のドアを開けて、誰もいない通路へと出た。

　母のスマホに電話をかける。

　数度の呼び出し音のあとに、

『もしもし、葵？』

　勢いよく、といった感じの母の声が耳に届いた。

「今気付いたの。ごめんね、連絡してなくて」

　誤魔化すように笑いながら言うと、母は少しホッとしたように息をついた。

『……まぁ、連絡忘れちゃうくらい、あんたも旅行を楽しんでたんでしょう？』

「うん、すごく楽しんじゃってた」

　いろいろあったけど、と心の中で付け加える。

『そうそう、誕生日おめでとう』

　母はホッとした様子で言った。

「ありがとう」

『で、今はどこにいるの？』

「いま……九州の宮崎？」

『どうして疑問形？』

「観光列車『七つの星』に乗って、移動中なの」

　なんとなく言い難さを感じながら、私はそう伝えた。

『え？』

　明らかに固まった様子。無理もない。

　テレビの『七つの星特集』を食い入るように観ていて、『世界が違う』と熱い息をついていた母だ。

『「七つの星」……って、あの？』

「そ、そう」

『テレビでやってた？』

「うん」

『……そう』

　静かにそう言ったあと、ふーっ、と息をつき、

『──葵』

　急に母が強い口調になったので、思わず姿勢を正した。

「な、なに？」

　何を言われるんだろうか？

『そんなところは、あんたにはまだ分不相応だよ』とか『私が行きたいわ』って、言われるのかもしれない。

　少しドキドキしながら次の言葉を待っていると、

『──清貴くんのこと、大切にね』

　さらに強い口調で言う母に、「へっ？」と間抜けな声が出た。

『だって、よく考えてごらん？　清貴くんはあんなに素敵な人で、葵の二十歳の誕生日のお祝いに、「七つの星」の旅をプレゼントしてくれるような人なんだよ？　お母さんはね、清貴くんが裕福だからそう言ってるんじゃないよ、たとえお金があっても、そんなことをしてくれる人はいないって話をしているの。若いって間違うことが多いから、若さゆえの愚かさで見失っちゃ駄目、離しちゃ駄目だよ』

　説得するように言う母に、ゴホゴホとむせる。

「もう、何言ってるの。それじゃあ、とりあえず切るね」

　恥ずかしくなって、私は強引に電話を切った。

「離しちゃ駄目だよって……」

　離れたくないけれど、どうなるか、分からないよ。

　心の中でつぶやいて、私は、部屋に戻る。

　列車は軽快に走り続け、やがて右手に霧島連山が見えてきた。

「……わぁ」

　由布岳を見た時も感じたことだけど、霧島連山も美しく神々しい。

　ベッドでは、ホームズさんがスヤスヤと気持ち良さそうに眠っている。

　子どものような寝顔。

　あまりに無防備で、私の頬が緩む。

　いつも張り詰めたような彼も、夢の中では纏まとっている鎧を外せるのかもしれない。

　最初は、彼の見た目の美しさや上品な立ち居振る舞いに、憧れを抱いていた。

　何度もドキドキはさせられたけれど、それは恋愛感情とは違って、自分には手の届かない、テレビの中の人を愛でる感覚に近かったように思える。

　思えば、いつ頃から、恋愛感情に変わっていったのだろう？

　出会った頃は、まるでサイボーグのように人間離れした人だと思っていたのだ。

　常に紳士的で、なんでも知っていて、正しくて。

　そんなホームズさんに初めて人間味を感じたのは、一緒に『百萬遍知恩寺』の『手づくり市』に行った時だ。

　自分もかつて、他の男に彼女を寝取られたことがある、と話してくれたホームズさん。

『僕はもう、ショックと嫉妬と悔しさで、出家して鞍馬の山にでもこもろうかと思ったほどでした』

　普通なら打ち明けたくもないような過去の苦い思い出を、臆面もなく話してくれた。

　一見、完璧に見えたホームズさんにもそんな経験があったということと、そんな過去を、何もカッコつけずに話してくれたことのおかげで、私は、ホームズさんに対して急に『人間味』を感じることができたんだ。

　もしかしたら、その頃だったのかもしれない。

　ホームズさんに惹かれ始めていたのは……。

「あ、そうか」

　思わず、声が出た。

　ホームズさんのどこが好きなのかが、分かった。

　私に対して、正直でいてくれるところなんだろうと思う。

　格好悪い姿も、腹黒いところも、駄目なところも。

　全部見せてくれるから、安心できるんだ。

　きっと、あの時の克かつ実みもそうだったんだ。

　格好つけずに、まっすぐに想いをぶつけてくれたから、心が揺れたんだ。

　そんなホームズさんが、自らの葛かっ藤とうを打ち明けてくれたことも……つらいけどやっぱり嬉しいのかもしれない。
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　──そうして、十四時半。

　列車は『隼人駅』に到着した。

　いよいよ、宿泊先へと移動する。

　宿泊先のホテルまで運んでくれるバスは、『七つの星』同様、古代漆色にゴールドのマークと高級感に溢れ、車体はピカピカに磨かれていた。

　中央に通路、左右に二人掛けの椅子があるのは、普通の観光バスと変わらないけれど、なんだかとてもゆったりしている。

　緊張と妙な高揚感みたいなものを感じながら、他の乗客とともにバスに乗り込む。

　ちなみに七号車のデラックススイートと、三～六号車のスイートルームでは、滞在する宿が違うらしい。

　デラックススイートを利用している私たちは、『天てん空くうの島しま』という宿泊先になるそうだ。

『天空の島』は、東京ドーム十三個分という広大な敷地の中に、ヴィラが五棟建っている。

　そのうち宿泊用は三棟しかなく、大自然に囲まれたとても贅沢なプライベートリゾートだそうだ。

　バスの中で、そんな説明をなんとなく聞いて、

「へえぇ」

　と、感心しつつ、私は相槌をうっていた。

　事前に聞いて、理解したつもりでいたけれど、実際に『天空の島』に着くと、私は文字通り『驚愕』してしまった。

　丘にポツンと建つ、一棟のヴィラ。

　本当に、周りは人工物が一切目に入らないという、見渡すほどの大自然。

　ヴィラもテラスも木造で、それはナチュラルな印象を与えながら、デザイン性に優れ、とても洗練されている。

　ウッディな室内には真っ白いソファー、寝室には大きな白いダブルベッドが二つ並んでいる。

　壁のほとんどが窓で、室内は自然光で溢れていた。

　広いテラスの中心には、四角い木枠の大きな露天風呂。

　青空の下、露天風呂の白いパラソルが印象的だった。

　この空間を、つまり、ヴィラも露天風呂も、この丘、見渡す景色さえも、私とホームズさんだけで独占できるらしい。

「いやぁ、まさに『天空の島』。まるで無人島に来たみたいですね。このプライベートリゾートでは、他のゲストに会うことはなく、すべてが自分たちの空間なんです」

　テラスに出て、うん、と背を伸ばしながら、気持ち良さそうに目を細めるホームズさん。

「──って、ここ、すごい宿ですよね？」

「ええ、『日本一の温泉宿』なんて仰る方もいますね。この建物から景色に至るまで、すべてオーナーがデザインして、自らブルドーザーに乗って山林を開拓されたそうです。伐採した木々はヴィラを建てるのに使われたとかで、木のぬくもりが素敵ですよね。食事はすべて、ここで採れた無農薬野菜を使用しているとか。

　鹿児島の澄んだ空気、どこまでも広がる空と美しい自然、新鮮な食材。なんていうか、『本当の贅沢とは何か』を教えてくれる気がしますね。ぜひ、一度来たいと思っていたところなので、本当に嬉しいです」

　胸に手を当てて熱っぽく言う。

「は、はぁ」

　大空を飛ぶ鳥たちが、鳴いている。

　澄んだ空気に、心地良い初夏の風。

　そんな空の下、露天風呂からは温かそうな湯気が上がっている。

　贅沢だけど明るい空の下、お風呂に入るのは、どうにも落ち着かなさそうだ。

　そのままヴィラの中に入ると、テーブルの上には、とても小さなホールケーキが置いてあった。

『HAPPY BIRTHDAY AOI』と、チョコレートプレートに書かれている。

「あらためて、お誕生日おめでとうございます、葵さん」

　手を広げて満面の笑みでそう言うホームズさんに、涙が出そうになった。

「ありがとうございます。これ、ホームズさんがお願いしてくれたんですか？」

「ええ、二人で食べられるサイズなので、小さいのですが」

　二人でお茶の用意をする。

「ちょうど良い大きさですね。嬉しいです」

　ホームズさんは、ケーキに『２０』という数字の形のロウソクを立てて、火を灯してくれた。

　私は、ふぅ、と一息で吹き消す。

　おめでとうございます、と子どもを祝うように拍手をするホームズさんに、私は照れ笑いをした。
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　ケーキを食べたあとは、手をつないで森を散歩した。

　芝生が広がり、木々は揺れ、鳥の声と、海の音が聞こえてくる。

　本当に無人島に来たようだ。

　とはいえ、実際の無人島は、こんなに美しくないだろうから、まさに『天空の島』なのかもしれない。

　三年前、私は骨董品店『蔵』に入り、ホームズさんと出会った。

　そんな彼と、今こうしているなんて、夢でも見ているようだ。

「どうかしました？」

　私の顔が綻ほころんでいたのだろう、ホームズさんは不思議そうに尋ねる。

「出会った頃を思い出してました」

「ああ、懐かしいですね」

「ホームズさんにとって、私の第一印象ってどんな感じだったんですか？」

「……そう、ですね。『挙動不審な女子高生が入って来た』と思いました」

　まさしく、その通りだけど、と私は苦笑する。

「ですが、気遣いのできる子だな、とも思いました。店の様子を見て、決して邪魔にならないように動いていましたしね。鑑定してほしいということを言い出せずに、弱ったようにあなたが店の奥に進んで行ったので、僕は助け船を出そうと思いました」

　そうだったんだ。

　あの時、声を掛けてくれたのは、そういうことだったんだ。

「古美術に詳しくない方のほとんどは、あの茶碗の前を素通りします。観たとしても、ほんの数秒だったり。何の知識もないのに、志野の茶碗の前で足を止めて、食い入るように見入っていた女子高生はあなたが初めてでした。我を忘れたように志野の茶碗を観るあなたの姿は、僕の目にとても印象的に映りました。

　そして、あなたが持ち込んだ品を識て、僕は確信したんです。『この子は良い目を持っているに違いない』と。この子にいろいろなものを観せて教えていったなら、内に秘めた才能が開花するかもしれない、とも思いました。その後、あなたが泣き崩れたでしょう？」

「ああ、その話はもう……」

　当時を思い出すと、逃げ出したくなる。

　ホームズさんは、ふふっ、と笑った。

「とても素直なあなたが、捻ひねくれた僕の目には眩しいほどでしたよ。何より僕も似たような理由で失恋をしていたので、その時は恋愛感情とは違いますが、あなたに縁のようなものを感じたんですよね。力になりたいと思ったんです」

　本当に懐かしいですね、とホームズさんは目を弓なりに細めた。
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　そんな話をしながら森を一回りしてヴィラの前まで来た時、ホームズさんはつないでいた手を離して、うん、と背筋を伸ばした。

　二人で深呼吸をして、空を仰ぐ。

　鳥たちが遊ぶように、羽ばたいている。

「……一般的に、恋愛感情の寿命が二年だという話を、聞いたことがありますか？」

　突然、そんなことを尋ねてきたホームズさんに、どきりとした。

「はい。聞いたことはあります」

　どうしてなのかは、分かりませんが、と小声で続ける。

「人が恋に落ちた時、恋愛ホルモンといわれるオキシトシンや、性ホルモンのエストロゲンやテストステロン、ドーパミンなどが急増するんです。ですが、それは一時的なもので、二年後には通常のレベルまで下がってしまうそうなんです」

　私は、黙って相槌をうつ。

「この話を聞いた時、僕は『人間なんて、そんなものだろうな』と思いました。ひと時、恋に浮かれていたとしても、二年も経てば冷めてしまう。十年も経てば、同じ人に性欲も抱かなくなるかもしれない。結婚生活を続けている人は、性欲というよりコミュニケーションのひとつとして肌を重ねているに違いない、と思っていました」

　ホームズさんの話を聞きながら、自分の両親の姿を思い浮かべた。

　うちの両親も恋愛をして結婚したそうだけど、今やそんな雰囲気はまるでない。

　……本当にそうかもしれない。

「ですが恋に落ちた今は、そんな時が来るなんて想像もつかなかったりしています。今すぐあなたを抱き締めたいと思うこの衝動が、嘘のようになくなってしまうことが、信じられません」

　私は何も言えずに、ホームズさんを見詰めた。

「でもきっと、恋に落ちた時は、誰もがそうなんでしょうね。ずっと、この浮かれたままの気持ちが続くと信じているのでしょう」

　ホームズさんはふっと笑って、そんなことを言う。

　彼は、一体何を言いたいんだろう？

　二年も経てば、情熱は薄れる。

　そんな感じで、自分の感情もなくなってしまうのだろうから覚悟をしておいて、と言いたいのかもしれない。

　そんなことを考えて気持ちが苦しくなった時、ホームズさんは再び口を開いた。

「……僕の性質は、以前話した通りです。今はとても信じられませんが、もしかしたら、カップルの情熱がなくなるかのように、今の焦がれるような気持ちも淡雪のようになくなってしまうかもしれません」

　その言葉に、ズキンと胸が痛む。

　ホームズさんは再び手をつなぎ、私の手を引き寄せて、真っ直ぐに見詰めた。

「だけど僕は……もし、本当に自分がそうなってしまったとしても、やはり僕の隣には、あなたにいてほしいと思っています。たとえ恋愛感情も性欲も情熱も、そうした甘い感情のすべてがなくなったとしても、僕の隣にはあなたにいてもらいたいんです」

　しっかりと私の目を見詰めてそう言う。

　私はその目をそらさずに、ただ見詰め返していた。

「ですから、葵さん」

　はい？　と私は聞き返す。

「今すぐは無理な話ですが──僕と結婚してください」

「えっ？」

「僕は他の誰でもなく、あなたと人生を歩いていきたい。あなたに、僕の人生のパートナーになってもらいたいんです」

　呼吸が止まるかと思った。

　たとえ気持ちが変わってしまって、恋愛感情も性欲も情熱も何もかもなくなってしまっても、私に隣にいてほしいと言う。

　少し乱暴なようだけど、きっと、これ以上ない言葉だと思った。

　──ホームズさん。

「はい、ありがとうございます」

　溢れる涙を拭いながら、私は強く頷いた。

「おおきに……葵さん、手を出してください」

　そう言われて私は右手を出すと、「こっちです」と左手を取った。

「誕生日プレゼントに、あなたの誕生石です」

　左手の薬指に、指輪が嵌められた。

　プラチナのリングに、黄緑色のエメラルドがきらきらと光っている。

　エメラルドは、以前、貰ったネックレスと同じ、花の形をしていた。

「ありがとうございます」

　驚きと感動で、うまく話せない。

「……それでは行きましょうか」

　再び、つながれたホームズさんの手が、小刻みに震えていた。

　私が驚いて顔を上げると、ホームズさんは弱ったように笑う。

「すみません、実はとても緊張しているんです」

「えっ？」

「手がこうして震えるくらいです。今宵、上手くできる気がまったくしないのですが、至らなくても、どうか長い目で見てくださいね。いつかはきっと、挽回できると思いますので」

「な、何を言うんですか!?」

　私はごほっとむせる。

　恥ずかしさに俯きながらも、そんなホームズさんに、思わず笑ってしまう。

「余裕ゼロでして、いい大人なのにすみません」

　全然、格好よくないですね、とホームズさんは笑う。

　私は、ううん、と首を振った。

　そう、こういうところだ。

　そんなホームズさんが、大好きなんだ。

　ホームズさんは、優しく私の手を引いて歩き出す。

　オレンジ色の夕陽が、丘の上の真っ白いヴィラを照らしている。

　まるで自分たちは、絵本の中の景色を歩いているようだ、と私は眩しさに目を細める。

　きっと私は、この景色を生涯忘れないだろう。

「──葵」

　振り返って、ホームズさんが私を抱き寄せる。




　瞳に映る、愛しい人。




　好きや──、と耳元で囁かれて、体が震える気がした。

「私も好きです。私はあなたがいれば、他には何もいりません」

　心からの気持ちを伝えた。




　本当に。

　あなたがいてくれたら、私は他には何もいらない。




　傾いた太陽の光は、二人の長い影を作っている。

　その影は寄り添って、やがてひとつになった。








掌編　『宮下香織の憂鬱』









　──時は少し戻り、四月二十一日。




『カラン』とドアベルが鳴るのを背中に聞きながら、私──宮下香織は、骨董品店『蔵』を出た。

　この店から一歩外に出ると、アーケードの賑やかさが一気に押し寄せる。

　一枚の扉を挟んで、まるで別世界にいるようだ。

「さて、映画に行こうかな」

　私はバッグからスマホを出して、時間を確かめる。

　マナーモードにしていたので気付かなかったが、着信があったようだ。

『小日向圭けい吾ご』

　その名前に、私はそっと目を細めた。

　彼からメッセージが来ることはあっても、こうして電話が掛かってくるのは初めてだ。

　何かあったのだろうか？

　妙に心配になって、電話を掛け直した。

　数度の呼び出し音のあと、『香織さん？』と、小日向さんの驚いたような声が耳に届く。

　自分で電話を掛けてきておいて、なぜ、そんなに驚くのだろう？

　この着信は、何かの間違いだったのだろうか？

「すみません、着信があったから。間違って押してしもたんやろか？」

　それならいいです、と電話を切ろうとすると、

『いやいやいや、電話掛けた。俺は電話掛けたよ』

　小日向さんが慌てたような声を上げる。

「なんや、小日向さんが、びっくりしたような声を出すから」

『びっくりするよ。香織さんは、俺からの電話にわざと出てくれないのかと思ったし、もし出られない状態だったとしても、そのままスルーなのかと思ってたから』

「え、そんなひどい人ちゃうし」

　私は小さく笑う。

　良かった、ちゃんと笑えてる、なんて思う。

「ほんで、どないしました？」

『もしかしたら、今日、誕生日なのかなと思って』

「えっ？」

『メアドに０４２１って入ってるから』

「あ、はい。小日向さんもホームズさんみたいやね」

　いや、全然違うし。こんなの分かりやす過ぎるから、と小日向さんは笑う。

『誕生日おめでとう、香織さん。もし予定が空いてたら、食事でもできたらというお誘いの電話でした』

「──っ」

『でも、香織さん、電話に出ないし、前に言っていた好きな人と一緒に過ごしてるのかな、って軽く落ち込んでたところで……』

　軽い口調ながらも、本心であることが伝わってくる。

　小日向さんは、ずるい。

　こんな時に、そんなことを言われたら、心がぐらぐらと揺れて仕方がない。

　我慢していたのに、涙がぼろぼろと溢れ出る。

「……っ」

　私の嗚咽に気付いたのか、小日向さんは『香織さん』と声色を変えた。

『何かありましたか？』

「勇気を出してみたんやけど……駄目でした」

　私の声は、きっと涙でくぐもっているはずだ。

　口に出したことで、自分が失恋したことを実感し、現実が胸にずきずきと刺さる。

『今、どこ？』

「……三条の映画館の近くです」

『この前のカフェで待ってて』

　彼はそれだけ言って、電話を切った。

　私は戸惑いながら、スマホを見詰める。

「この前のカフェで待っててって……」

　思わず流れてしまった涙を拭って、小日向さんとこの前行ったカフェに向かった。

　二階席の端が空いていたので、隠れるように腰を下ろして息をつく。

　窓の下には、たくさんの観光客が行き交っている。

　私はぼんやりと、その景色を眺めていた。

　どのくらい、そうしていたのだろう。

　カフェラテがすっかり冷めてしまうくらいの時間は、経っていたようだ。




「──香織さん」

　目の前に現われた小日向さんに、私は弱りながら会釈をした。

　彼はテーブルの上にコーヒーを置き、乱れた息を整えるように、ゆっくりと腰を下ろした。

　向かい合って座ると、少しの沈黙が訪れた。

　小日向さんは、何かを言いたそうにしながらも、躊躇っているようだ。

「いいですよ、遠慮なく聞いてもらって」

　私が苦笑して言うと、小日向さんは意を決したように視線を合わせた。

「もしかして、香織さんの好きな人って……家頭？」

　彼の言う『家頭』とは、ホームズさんのことだろう。

　私は目を見開いたが、そのあとに、小さく笑った。

「ちゃいます」

　そう答えても、彼は信じていないような目で私を見ている。

「本当に？」

「え、どうして、私がホームズさんを？」

　むしろ苦手やし、と心の中で付け加える。

「前に二人で映画を観に行った時、香織さん、家頭の店をチラチラ見ていたし、随分苦しい恋愛をしているようだから、もしかしたら、親友と同じ人を好きになったのかと思ったんだけど……」

　小日向さんの説明に、私は、なるほど、と頷いた。

「ほんまにちゃいます。ホームズさんは素敵な人やて思うけど、私はあの人が怖くて」

　肩をすくめると、小日向さんは拍子抜けしたような顔を見せる。

「……自分の父親世代の人を、好きになってしもて。奥さんを早くに亡くしている方なんやけど」

　自嘲気味に笑って、カフェラテを口に運ぶ。

　その答えは、予想もしていなかったのか、小日向さんは目を丸くしていた。

「そないに驚きました？」

「いや、まぁ、うん」

　小日向さんは動揺を隠しきれないのか、ぎこちなくコーヒーを口に運び、「熱っ」と口に手を当てる。

「だ、大丈夫ですか？」

「大丈夫、全然。それより香織さんの方は？」

「えっ？」

「大丈夫？」

　心配そうに見詰められて、私は目をそらした。

「……今日、二十歳になったんです。ほんで、年が離れても大人同士になったし、告白するくらい許されるのかもしれへん、って彼の許に行ったんです」

　私は手の中のカップを見詰めて、息をついた。





＊






『カラン』とドアベルが鳴る。

　店に入ると、いつものようにアンティークな店内が私を迎えてくれた。

　カウンターの中で、黙々と原稿を書いていた店長は、「いらっしゃいませ」と言いながら顔を上げてこちらを見る。

　私を見るなり、いつもの優しい笑みを浮かべてくれた。

「ああ、香織さん、こんにちは」

「こんにちは、店長。これから映画を観に行くんやけど、少し早くに着いてしもて」

　つい、言い訳をしてしまうのは、いつもの癖だ。

「そうでしたか。どうぞ、お掛けください。今、コーヒーを淹れますね」

「あ、お構いなく」

　私は遠慮しながらも、カウンターの前に座った。

　店長はのんびりとした動作で給湯室に入る。

　やがて、ふんわりと店内にコーヒーの薫かおりが広がり、私は目を細めた。

「お待たせしました」

　ことん、と目の前に置かれたカップ。

「おおきに、ありがとうございます」

　私は会釈をして、コーヒーを口に運ぶ。

　いつもと変わらないように振る舞いながら、コーヒーの味も分からないくらい私は緊張していた。

　これから、この人に想いを伝えるのだ。

　好きです、と。

　本気だと分かってもらえるだろうか？

「……あの」

　私が口を開くと、既に原稿に取り掛かっていた店長は、うん？　と顔を上げる。

「ええと、友達の話なんですけど」

　そんなことを言う自分に、失笑だ。

　遠回しにものを言われるのも言うのも、嫌いなくせに。

「お友達から相談を受けたんですか？」

　店長は手を止めて、私を見る。

　その目は、少し心配そうだ。

　もしかして、その友達が葵かもしれないと思ったのだろう。

　こんなに店長に気に留めてもらえるなんて、と葵を少し羨ましく思う。

　でも、そのためにはホームズさんに好かれて、彼女になる必要があるわけで、それは宝くじに当たるより難しそうだ。

「友達は、自分の父親と変わらない年の男性を、好きになったそうで……」

　そう言った私に、店長は、へぇ、と相槌をうつ。

　その友達が葵ではないと分かって、ホッとした様子でもあった。

「そのお友達は、ファザコンなのでしょうか？」

　店長に優しく問われて、私は首を捻った。

　果たして自分は、ファザコンなのだろうか？

「……いいえ、ファザコンではないです。むしろ、そんなに父親と交流もないみたいで。遠くにいる叔父さんのことは、好きみたいですけど」

　店長は、ふむふむ、と頷く。

「では、その子に過去に彼氏がいたことは？」

「……ない、みたいです」

「では、もしかしたら、怖いのかもしれませんねぇ」

　しみじみとつぶやいた店長に、なぜか私はどきりとした。

「怖い？」

「ええ、リアルな恋愛に対して怖さを感じている方は、たとえば二次元だったり、アイドルだったり、はたまたうんと年上の人に恋愛感情を抱く場合があるんです。というよりも、『絶対に自分を傷付けない』と思っている存在と言いましょうか」

　ぎくり、と肩が震えた。

　自分はまさにそうだ。

　二次元やアイドルに夢中になっているのは、純粋にそれらが好きなのもあるけど、リアルに恋をするのを避けていたところもある。

　その理由にも、心当たりがあった。

　それは、まだ幼い──小学校の頃だ。

　私は、クラスの男子を好きになった。

　自分の心を隠しておけない私は、懸命に手紙を書いて、その子に渡した。

　なぜ、そんなことになったのか、真相は分からない。

　──次の日、その手紙が黒板に貼られていたのだ。

　その子が貼ったのか、友達に見せたことで、友達が貼ったのか。

　クラス中の嘲笑を浴びる中、私は無言で黒板から手紙を剥がして、『最低』とだけ言って、破いて捨てた。

　悪かったのは、その時の男子たちだけだ。

　にもかかわらず、私は随分と長い間、男性そのものを嫌悪するようになった。

　誰かを好きになっても、笑い者になって終わるかもしれない、と思ったり、誘われても『どうせからかっているんでしょう』と考えてしまう傾向にある。

　そういう意味では、大好きな叔父に雰囲気が似ている店長は、『絶対に私を傷付けない男性』といえるのかもしれない。

「でも、その子はほんまにその人が好きで」

　私がそう付け加えると、店長は大きく頷く。

「それはもちろんそうでしょう。ただ、そういう傾向にあるという話をしただけで、気持ちを否定したわけではありません」

　私はホッとしたあと、カウンターの下でギュッと拳を握った。

「その子の好きな相手は、店長とよう似たはるんです。早くに奥様を亡くしていて……」

　店長は、そうでしたか、と相槌をうつ。

「友達は自分が告白することで、相手を困らせるのではと気にしてて……」

「戸惑うでしょうが、きっと嬉しいと思いますよ」

　店長は、ふふっ、と笑った。

「店長でもそうやろか」

「わたしですか？」

「──はい、もし、店長が自分の子どもよりも年の若い女の子に告白されたら、困りませんか？」

　私は意を決して、店長の目を見ながら尋ねた。

「……困りはしませんし、嬉しくも思うでしょうが、それ以上に申し訳なく思いますね」

　店長は弱ったように、目を伏せる。

「申し訳ない？」

「ええ、わたしは、その子を受け入れられませんから」

　ぴしゃりと言われて、私の体がぶるりと震えた。

「……どうしてですか？　年が若すぎるから？」

「いえいえ、年齢の問題ではないんです。ですが、そうですね。わたしと同じように配偶者を亡くしていて、その亡くなった夫をいつまでも愛しておられる人なら、わたしでもうまくやっていけるのかもしれませんが……」

　店長の言うことが分からなくて、私は無言で眉根を寄せた。

「前に、上田……友人と話していたことがあるんですよ。『女性は、好きな男性に一番に想われてこそで、男は一番好きな女性と結ばれてこそ幸せじゃないか』と……」

「それは、なんとなく分かります」

「わたしが一番に想っているのは亡くなった妻です。それは、生涯変わらないんですよ。もし、わたしが若い女の子に想ってもらえたら、それはとても光栄です。でも嬉しいだけで、その子を一番に想ってあげることは、決してできません。二番手であることを前提にその子を受け入れるなんて、わたしにはできないんですよ」

　力なく笑う店長を前に、私は、そうですか、と声にならない声を上げた。

　なんや、告白する前に振られてしもた。

　心の中で、そうつぶやく。

　もしかしたら、店長は私の気持ちに気付いて牽制したのだろうか？

　どちらにしろ、失恋確定だろう。

「とても参考になりました。その子にも伝えようと思います」

　私は笑みを浮かべて、コーヒーを一気に飲み干す。

「いえ、わたしの言葉なんて」

「店長の、奥さんを想う気持ちに感動しました。おおきに、ありがとうございました」

　私は深く頭を下げて、そのまま『蔵』を後にした。





＊






　これが、小日向さんに電話をするまでの話だ。

　私は恋をしている相手がホームズさんの父親であるということを伏せた上で、すべてを小日向さんに話した。

　彼は黙ったまま相槌をうっている。

　何を言って良いのか分からないようで、神妙な顔を見せていた。

「すみません、辛気臭い話を」

「ううん、がんばったね、香織さん」

　優しくそう言った小日向さんに、ぐっと胸が詰まった。

　そう、何日も前から悩んで、自問自答して。

　ようやく決意を固めて、『蔵』に向かった。

　本当は葵に相談したかったけど、相手がホームズさんの父親だから言い出せなかった。

　誰にも相談できず、自分は本当にがんばったんだ。

　小日向さんにすべてを話したことで、解放されたのか、目頭が熱くなる。

　俯いて泣いていると、小日向さんが頭を撫でてくれた。

　男の人の手は、反則だと初めて思った。こんなふうに大きくて温かい手で撫でられたりしたら、涙腺が緩む。

「最近、メッセージも素っ気ないし、誕生日に電話がつながらなかったし、てっきり香織さんは好きな人と上手くいって、自分は失恋したのかと思った」

　メッセージが素っ気なかったのは、たしかだ。

　店長に告白しようと意気込んでいるところに、小日向さんに楽しいメッセージを返せる気分じゃなかった。

「それで、勢いで一人旅しようと、旅行の予約しちゃってさ」

「旅行って、どこですか？」

「ヨーロッパとエジプト」

「エジプト！」

　私は思わず前のめりになる。

「えっ、どうかした？」

「いえ、一度行ってみたい国なんです。ピラミッドを見たくて」

「あ、俺もそうなんだ。一度行ってみたい国で。失恋の勢いで今回行ってしまおうと思ったんだけど……、どうしよう……もう一回だけチャンスに望みをかけて、今回は行くのをやめようかな？」

　小日向さんは冗談っぽくそう言う。

「いえ、行ってください」

「うわ、望みなし？」

「……帰って来た時に、お土産話を聞かせてください」

　私がそう言うと、小日向さんは目をぱちりと開いたあと、

「了解しました」

　とても嬉しそうに微笑む小日向さん。

　その笑顔に、私の胸がほんの少し痛くなった。

　小日向さんは、とても良い人だと思う。

　このまま彼と恋に落ちることができたら、どれだけ良いだろう。

　自分でも嫌になるくらいに、今も店長のことを好きなまま、気持ちは薄れていない。

『わたしが一番に想っているのは亡くなった妻です。それは、生涯変わらないんですよ』

　そう言い切った店長に胸を打ち砕かれながらも、また心をつかまれてしまった。

　どうしたらええんやろ、と窓の外を眺めて、小声で静かに零す。

　四月二十一日。

　それは、ビターなカフェラテが胸に染み入った、二十歳の誕生日。







エピローグ







　──『天空の島』に宿泊した翌日。

　乗客たちは十三時半に宿を出て、隼人駅に向かった。

『七つの星』は、十四時に隼人駅を出発する。

　列車が走り出す。

　私は流れる景色を眺めながら、『天空の島』でのことを思い返していた。







　夕食は、種類豊富な野菜のグリル、鶏のロースト、野菜のスープ、自家製パン、豊富なフルーツ。

　目に見える『豪華』な感じではなく、自然感溢れ、安全で上質で素材を活かした極上の料理、という感じだった。

　私とホームズさんは、シャンパンで乾杯した。

　初めてのお酒。

　正直言うと、あまり『美味しい』とは思わなかったけれど、これが大人の味なのかと、感慨深いものがあった。

　その後、ホームズさんが作ったという日本酒を、お猪口ちょこで少しだけいただいた。

　これも、美味しいとは思えなかったけれど、さらりとして甘みがあって、飲みやすいと感じた。

　コーヒーも最初はブラックが美味しいと思えなかったように、お酒もいつの日か美味しく感じるようになるのかもしれない。

　やがて、空が濃紺に染まり、月と星が銀色に輝くころ。

　私に向かって差し出された、大きな手。

　その手を取って、ホームズさんの胸の中に寄り添い、二人の夜を迎えた。

「──っ」

　その後のことを思い出すと、頬が熱くなって、頭から湯気が立ち上がりそうになる。

　ぶんぶんと頭を振って、翌朝まで記憶を早送りにした。

　朝食は、スタッフさんが外にテーブルを出して、用意してくれた。

　緑に囲まれ、暖かい春風が優しく髪を撫でる中での、食事。

　美味しい有機野菜にスープ、自家製パン、手作りのハム。

　素朴だけど、どれもとても美味しく、本当に至福のひと時だった。

　その後は、出発まで時間があったから、ヴィラでのんびりと過ごすことができた──。







　車両最後尾の大きな窓の前で佇んでいると、

「ああ、葵さん、ずっと立っていたりして大丈夫ですか？　座っていた方が……」

　ホームズさんが、私の傍らに立つ。

「大丈夫ですよ」

「調子が悪くなったら言ってくださいね。横になっていても良いですし。そうだ、ベッドまで運びましょうか？」

「本当に大丈夫ですから」

「それでは、温かいお茶を淹れましょうか」

　ホームズさんは、すぐさまお茶の用意をしてくれようとする。

「いえいえ、さっきまでお茶を飲んでましたし、ホームズさんも休んでいてください」

　私は小さく笑って、窓の外を眺める。

　二人の夜を経て、ホームズさんが変わってしまう怖さがあった。

　様子を見ていると、今のところ、ホームズさんにあまり変化はない。

　今は、むしろ過剰に過保護になっているくらいだ。

　だけど、本心はどうなのだろう？

　そっと窓に手を触れる。

　私の左手薬指には、あの時もらった指輪が光っていた。

「葵さん」

　ホームズさんが、背後から抱き締めてきた。

「ホームズさん……」

「あなたが浮かない顔をしているのが、とても気になります……もしかして、後悔していますか？」

　心配そうに尋ねるホームズさんに、私は首を振った。

「そんなことは、決して……」

　後悔なんて、するはずがない。

　私は、とても幸せだったんだ。

　ホームズさんの手や肩が震えていたことも、流してくれた涙も──。

「では、どうして、そんな顔を？」

　私は意を決して、振り返ってホームズさんを見上げる。

「……あの、ホームズさんの本心が知りたいんです。実のところ、私への気持ちはどうなったのでしょうか？」

　様子を見ている限りは、変わりはない。

　だけどホームズさんのことだから私を気遣って、本心を隠しているのではないかと心配になってしまう。

　すると、ホームズさんは、意外そうに瞬いた。

「僕の様子を見てもらえば、一目瞭然かと思いました。あなたには嘘をつけない僕ですよ？」

「……でも、やっぱり言ってもらわないと」

　俯いてぽつりと問うと、ホームズさんが、ふふっ、と笑った。

「今、僕は、自分がいかに傲り高ぶった人間だったのかを、痛感しています」

「どういうことですか？」

「たったひと時、あなたをこの腕に抱くことができたくらいで、『手に入れられる』なんて思っていた少し前の自分を、どつきたいです」

　はっ？　と私は首を傾げる。

「あなたに触れられて、僕は以前よりも不安になってしまいました」

「不安？」

「はい。あなたを失ったらどうしようかと……」

　そう言って、ホームズさんは、抱き締めた腕に力を込めた。

「……ホームズさん」

「せやけど、ほんまに良かった……。あなたが後悔されているのかと、ハラハラしていました。なんや、いい大人なのに、めっちゃ、いっぱいいっぱいやったし」

　ホームズさんは、はーっ、と息を吐いて、私の肩に額を落とす。

「……私だって同じです。ハラハラして、いっぱいいっぱいでした」

　口を尖らせた私に、ホームズさんは嬉しそうに笑う。

「いつも僕ばかりハラハラしているので、あなたをハラハラさせることができたなんて嬉しいですね。ですが、これから僕はさらにハラハラしそうですが」

「もう、ホームズさんったら」

「二人の時は名前で呼んでください、昨夜のように」

「っ！」

　二人でそんなことを話していると、トントン、とノックの音が響いた。

「…………」

　私とホームズさんは、黙って顔を見合わせる。

　この前の嫌な出来事が、脳裏を過っていた。

「家頭様、お届け物です」

　クルーの声に、ホームズさんは扉を開けた。

「届け物ですか？」

「はい、ジウ様からこちらを」

　クルーは、ボストンバッグをホームズさんに渡した。

　ホームズさんは息を呑んで、「ありがとうございます」とそれを受け取った。

「そういえば、ジウさんの姿をお見掛けしないんですが……」

「お加減が悪くなったと、下車されまして」

「そうでしたか」

「そして、こちらは真城様に届いたものです」

　クルーは、真っ赤な花のアレンジメントを差し出した。

「……ありがとうございます」

　ホームズさんは、クルーに会釈をすると、こちらに戻ってきた。

　ホームズさんは白い手袋をして、すぐにボストンバッグの中を確認する。

『枝垂れ桜と鶯』、そして『鼠』の掛け軸がちゃんとそこにあった。

　私たちは、明るい顔を見合わせる。

「──良かった。米山さんにお返しすることができますね」

　あまりの嬉しさに、私の目に涙が滲んだ。

　米山さんも、コンテストにチャレンジすることができる。

「そうですね。おそらくこれは、大きな賞を獲れるでしょう」

　そうしたら、米山さんも佐織さんにプロポーズできるかもしれない。

「……この『枝垂れ桜と鶯』、いろいろなことが落ち着きましたら、米山さんにお願いして、譲ってもらおうと思います。僕は自分たちのことを描いてくれたこの絵を、とても気に入っているので」

　私は目頭を熱くさせながら、はい、と頷いた。

「そして、その花は？」

　赤い薔薇をメインに、すべて赤い花でまとめられた情熱的なアレンジメントだ。

「ああ、どなたかが、あなたに花を贈ったようです。『七つの星』の行程を調べて、隼人駅に届くようにしていたようですね」

　メッセージカードを確認すると、『円生』と書いてあり、

「円生？」

　私とホームズさんは目を丸くした。

『HAPPY BIRTHDAY、葵はん。ホームズはんとのお初はどない？　今度、俺と浮気してや』

「…………」

　私は、絶句して額に手を当てた。

　まさか、『七つの星』にいる私に、こんな花を贈ってくるなんて。

　ホームズさんへの嫌がらせ以外の、なにものでもないだろう。

　きっと、ホームズさんも苛立っているに違いない。

　恐る恐るホームズさんの方を見ると、

「誕生日に花を贈るなんて、円生もなかなか粋なことをなさいますね。これはきっと、彼自身が生けたものでしょう。真っ赤な薔薇をメインに全体を赤でまとめながらも、他の花々との強弱のバランスが良く、やはりセンスの良さを感じさせます」

　と、なんでもないことのように言って、花をテーブルの上に飾る。

「あの、ホームズさんは、円生に腹が立たないんですか？」

　円生自身がアレンジメントした花と、あんな露骨に煽あおるメッセージが贈られてきたのに、顔色一つ変えないなんて不自然だ。

　普段のホームズさんなら、絶対に舌打ちするところだというのに。

「全然ですよ。所詮、こんなの負け犬の遠吠えですから。なんていっても、僕は葵さんと結ばれたわけですからね。まあ、負け犬はせいぜい、遠くから花でも贈っておけって感じですね」

　そう言って、眩しいまでの笑顔を見せた。

　いきなりの余裕に、むせそうになる。

「ですが、人様の彼女を誘惑するようなメッセージは冗談でもいただけないですね。破り捨ててしまいましょうか」

　私の手からメッセージカードをヒョイッと取るホームズさんに、私はぎょっとした。

「さすがにそれは」

「冗談ですよ」

　ふふっ、と笑ってカードをテーブルに置いた。

　いや、きっと半分くらい本気だったに違いない。

「しかし、伏見で話した時はまさかと思っていましたが、ここまで本気のアレンジメントを贈ってくるとは……僕も覚悟をしなくてはなりませんね」

　静かにそう零したホームズさんに、私は、ん？　と聞き返す。

「いえ、あらためてお茶にしましょうか」

　ホームズさんは、何事もなかったように柔らかな笑みを見せた。





＊






　その後、私たちは車窓からの景色を惜しむように再び窓の前に立つ。

　緑が目に眩しく、景色が吸い込まれるように遠くに流れていく。

「……『七つの星』の旅も終盤ですねぇ」

「ええ、鹿児島の『仙せん巌がん園えん』で庭園の散策をして、あとは、博多へと戻るだけです」

「──はい」

　この旅も、もうすぐ終わる。

「とても素晴らしい連休でした。帰ったら、『大丸京都店』のお仕事に励まなくてはなりません」

　ホームズさんは、清々しいような顔で言う。

「がんばってくださいね」

「ありがとうございます。そうそう、『大丸京都店』で『謎解きラリー』を企画しているんですよ」

「『謎解きラリー』ですか？」

「ええ、各フロアに京都に関するクイズをという話で、ぜひ、葵さんにも参加していただきたいです」

「はい、ぜひ！」

　とっても楽しそう、と私は目を細める。

「ホームズさんの修業も、もう少しで終わりますね」

「ええ、『大丸京都店』が九社目ですね。その次は、ついに『探偵』になってしまうことになりました」

　私は、えっ？　と驚いて、ホームズさんを見上げる。

「『小松探偵事務所』のお手伝いをすることになりまして」

「本当に探偵に……『京都祇園探偵のホームズ』になるんですね」

　私は呆然とつぶやいたあと、くすくすと笑う。

「ですが、これも期間限定ですよ。それで修業は終わりです」

　ホームズさんは、記念すべき最後の修業先を『小松探偵事務所』に決めたようだ。

「お疲れ様です」

　祇園で小松さんとともに探偵をするホームズさんの姿を思い浮かべて、私は頬を緩ませる。

「『小松探偵事務所』で、米山さんに掛け軸を渡すのも良いかもしれませんね」

「はい。絶対良いと思います」

　私は大きく頷くと、ふと、あることを思い出した。

「そうだ、ホームズさんに聞きたかったんです」

　私は真剣な表情で、隣に立つホームズさんを見上げる。

「なんでしょうか？」

「以前、ホームズさんが『松花堂庭園・美術館』の副館長にしていた相談って、なんだったのでしょうか？」

　ホームズさんは、ああ、と苦笑する。

「すみません。米山さんの事件やこの旅行のことで頭がいっぱいで、お伝えし忘れていましたね。実は、家頭邸を美術館にしたいと思っているんですよ」

「えっ、家頭邸を美術館にですか？」

　私は驚いて、目を瞬かせる。

「はい。近々の話ではないのですが、そういう計画を立てているんです。一階をカフェ併設の美術館にしたいと思っているんです。家頭家には受け継いできた美術品がありますし、それらを展示して、カフェコーナーがあればと」

　家頭家の展示室は、今の段階でも小さな美術館と言えるほどだ。

　哲学の道を散歩して美術品を観たあとに、カフェで一息つけるなんて、素敵だろう。

「素敵ですね」

「ありがとうございます。そうしたわけで井川副館長をはじめ、さまざまな方にいろいろなことを教えていただいているところだったんです」

　私は、そうでしたか、と熱い息をついた。

「うんと先の話になるかもしれませんが、あなたさえよろしければ、手伝ってもらえたらと思っています」

「はい、ぜひ。嬉しいです」

　私は力強く頷いた。

　あの石造りの洋館が、小さな美術館兼カフェになる。

「お手伝いできるのが、楽しみで仕方ないです」

　両手を合わせる私に、ホームズさんが愉しげに目を細める。

「おおきに、葵──」

　ホームズさんの手が頬に触れて、彼の顔が近づく。

　吸い込まれるように流れていく景色の中、優しく重ねられる唇。

　そっと唇を離して、私たちは寄り添って再び景色を眺めた。

　それは、生涯決して忘れることのできない旅だった。








掌編　『秋人は見た　～一触即発の夜～』









　その日、哲学の道近くにある家頭邸は、夜が更けているにもかかわらず、文字通り『お祭り騒ぎ』だった。

「──あ、タクシーが家の前で停まった。多分、清きよ兄にいだよ」

　まるで偵察隊のように、ずっと出窓に座って外を眺めていた利休が声を上げた。

「清貴が帰ったか！　ほんじゃあ、みんなクラッカーを持てよ」

　オーナーが、張り切った様子でクラッカーを配る。

「まったく、悪ノリしすぎよ」

　好江さんが、やれやれ、と肩をすくめる。

　ソファーでは、店長が苦笑していた。

「まぁ、ええやん。めでたいことやし」

　そう言ったのは、上田さんだ。

　オーナーと同じように、上田さんは嬉き々きとしてクラッカーを手にしている。

「僕は清兄に嫌われたくないから、やらなーい。秋あき人ひとさんはどうするの？」

　利休はそう言って、俺の方を見た。

「もちろん、ホームズへの祝砲を放ってやるぜ」

　そう、もちろん、この俺・梶かじ原わら秋人も迷うことなくクラッカーを手にしていた。

　トントンと階段を上ってくる音がする。

　皆は、ごくりと生唾を呑んで、ドアノブに注目した。

　ゆっくりと動く真しん鍮ちゅうのドアノブ。

　それと同時に、扉が静かに開いた。

「──ただいま、帰りました」

　ホームズがリビングに姿を現わした瞬間、皆は一斉にクラッカーを鳴らす。

「お帰りなさい、おめでとう！」

　きっと、ホームズの奴、かなりビックリしたに違いない。

　真っ赤になって怒り出すか？

　少しワクワクしながらホームズを見ると、さして驚いたふうでもなく、しれっとした様子を見せていた。

「クラッカー鳴らすのは良いのですが、ちゃんと掃除をしてくださいね」

　あしらうようにさらりと言ったあと、

「ああ、好江さん。僕の留守中はお世話になりました。ありがとうございます」

　ホームズは好江さんの方を見て、頭を下げる。

「あら、いいのよ。私も楽しかったし。楽しい旅行だった？」

「それはもう」

「そうそう、葵ちゃん、デパートの化粧品コーナーに相談しに行ったんですってね。可愛かったでしょう」

「ええ、僕の葵さん、とっても可愛かったです」

　ホームズは、にこやかにそう答えた。

　まるで俺たちなんて、完璧に無視する勢いだ。

　──うん、待てよ？

　今の言葉、ちゃんと聞いてなかったけど、何かが引っかかった気がする。

　そのあと、ホームズは店長に視線を移し、会釈をした。

「お父さんも僕が留守の間、店の管理をありがとうございました」

「いやいや。楽しい旅行だったようで、良かった」

　店長は柔らかく微笑んで、首を振る。

「きっと、利休も手伝ってくれたんでしょう。連休だというのに、申し訳ないです」

「ううん、どうせ暇だったし」

　利休は、相変わらずホームズの前では、従順な犬のようだ。

　そんなホームズを見て、オーナーはプルプルと体を震わせて、声を上げた。

「ちょい待たんか、清貴。なんや、そのつまらん反応は！　わしらがクラッカー鳴らしとるのに、もっとリアクションせんかい」

　おお、じいさんの口から出る『リアクション』という言葉は、なかなか新鮮だな。

「しませんよ。こうなることは予想してましたし。鬱陶しいので、本当はここに寄りたくなかったのですが、好江さんと父にはお礼を言いたかったので。そうだ、これは九州のお土産です」

　ホームズさんは手にしていたキャリーバッグを開けて、テーブルの上に土産の箱を並べた。

「……わしに礼はせんのか」

「店や家のことを、してくれたんですか？」

「──いや、なんもしとらへん」

「それならば黙っていてください」

　オーナーが相手とはいえ、あっさりとぶった切るホームズに、思わず笑ってしまう。

「それにしても、まさかとは思いましたが、秋人さんまで来ていたんですね。あなたも暇じゃないでしょうに」

　ホームズは呆れたような目で、俺を見た。

「ああ、今日はちょうど大阪でラジオドラマの仕事があったんだよ。『アッキー・カジワラ☆深夜のシンデレラボーイ』って番組、知ってるだろ？　まぁ、それはさておき、お前、今回の旅はどうだったんだよ？　上手くいったのか？」

　身を乗り出して尋ねると、ホームズはそっと口角を上げた。

「──ご想像にお任せいたしますよ」

　いつもの台詞だ。

　俺はその笑みに色気と迫力を感じてしまい、思わず気け圧おされる。

「秋人さんも愚問だよ……。清兄の余裕の態度と、ツヤツヤの肌を見て察しないと。『僕の葵さん』なんてシレッと言ってたくらいだし。ちなみに、言いたいだけだからね、『僕の葵さん』って。今後も絶対言うよ」

　背後で利休が、早速土産の『博多通りもん』を口にしながら、ボソッと呆れたように言う。

「それでは、一度、部屋に戻りますね」

　ホームズは、キャリーバッグを手に、再びリビングのドアノブに手を掛けて、廊下に出た。

　そう、ホームズの部屋は廊下の突き当たりだ。

　俺は躊躇せずに、コッソリその後を追った。

　俺たちのトラップは、クラッカーだけに留まらないからだ。

　ホームズに気付かれぬように後を追う。

　キャリーバッグを手に長い通路を歩くホームズの後ろ姿は、なんともスマートだ。

　突き当たりで足を止めて、扉を開けたホームズは、何かに気付いた様子で足を止めた。

「…………」

　大きくドアを開いたまま。

　おっ、ホームズの動きが止まったな。

　俺はすぐ近くの柱の陰に隠れて、様子を窺った。

　ホームズはキャリーバッグを置くと、扉の入口横に置いてある木刀をスッと手にしたかと思うと、飛び上がるように突進して、暗闇の中の人影に向かって勢いよく木刀を振り下ろす。

　パアンという、破裂音のようなものが響いた。

「──っ！」

　ぎょっとする間もなく、暗闇の中の人影が、クックと笑い声を上げた。

「……相変わらず、恐ろしい子やな。今回は、寸止めする気なかったやろ」

　その時、開け放たれた窓から入ってきた風で、カーテンがふわりとなびき、部屋が月明かりに包まれた。

　月光の中、あらわになる、木刀を両手で受け止めながら楽しげに笑う円生の姿。

「不法侵入者に寸止めする必要なんて、ありませんからね」

　笑顔で返すホームズ。

「人聞きの悪い。ちゃんと家主に入れてもろうて、ここにおるんやけど」

　円生は、まったく、と肩をすくめた。

「ですが、ここは僕の部屋です」

　そう言いながらも、ホームズはスッと木刀を下ろした。

「祖父の嫌がらせはある程度、覚悟していましたが、まさかあなたまで待機させているとは思いませんでしたね。てっきり、ご自分の修業をがんばられているのかと」

　冷笑を浮かべたホームズに、円生は楽しげに笑った。

「やっぱ、京都人はほんまに嫌味やな。ここにおるんは、柳やなぎ原はら先生の遣いやねん。言われんでも、修業しとるし」

「それはそれは、おきばりやす」

　互いにニコリと微笑み合う。

　って、怖ぇーっ！

　二人とも笑顔なのに、その会話と雰囲気が怖すぎて、背筋が冷える。

「そうだ。葵の誕生日に、『七つの星』までわざわざ花を贈っていただき、ありがとうございました。とても綺麗なアレンジメントで、葵も喜んでいましたよ」

　月明かりの下、ホームズは、俺や円生には滅多に見せないような、極上の笑みを浮かべてそう言った。

　その笑顔に、また、ゾクリと背筋が冷える。

「なんや、わざとらしい。早速『葵』かいな。ちっとも嬉しなかったくせに、礼なんていらんで」

　円生は、ハッ、と鼻で笑う。

「いえ、そんな。本当に素晴らしいアレンジメントで、あらためてあなたの多才さに感服していました。それに、とても良い香りで……甘いひと時に、彩りを添えてくださって、ありがとうございます」

　口の前に人差し指を立てて、ふふっ、と笑う。

　うわあ、なんか、マジで怖え！

　ホームズは、言葉の端々から葵ちゃんとの蜜時をがっつり連想させるし、これはもう、明らかに円生への挑発。一触即発の雰囲気だ。

　ドアの前でコッソリ様子を窺いながら気圧されて体を反らせた時、すぐ後ろに利休がいることに気が付いた。

　なんだ、利休も来てたのか。

　この言葉にしにくい恐怖を共有する仲間がいて良かった、マジで。

　ちょっとホッとした気持ちで横を見ると、利休は、これ以上ないといった満面の笑みで目をキラキラさせていた。

「…………」

　こいつは仲間じゃねーな。

　一瞬で俺は悟り、気を引き締めるようにして、あらためて部屋の中に視線を送る。

　ホームズの思惑通り、円生は珍しくイライラを隠しきれない様子だった。

「……ホームズはん、これでも、俺はあんたには世話になった恩を感じとるんやで。だから、ほんまはあんたと葵はんの旅行も、邪魔せんつもりやった」

　話し出した円生に、ホームズは表情も変えずにいる。

「せやけど、葵はんのことは、正直気に入っているし、あんたとの旅行が終わったら、堂々とアプローチさせてもらおて思うてたんや」

　その言葉に、俺は驚いた。

　まさか円生が、葵ちゃんを気に入っていたとは。

　だけど、ホームズは冷静な表情のままだ。

「驚かへんの？」

「ええ、あの『本気のアレンジメント』から、あなたの気持ちは感じ取らせていただきました」

　さらりと言うホームズに、円生は自嘲的な笑みを見せる。

「さすがやな。俺は別に葵はんがあんたと旅行に行って何をしようが構わへん。女の純潔にはこだわらんし、手て練れん手て管くだのあんたにそれなりに開発されるんやったら、それはそれでええかな思ってたんやけど。──しっかし、なんやの、『七つの星』て」

　円生はクッと笑ったかと思うと、ホームズの顎をつかんだ。

「っ！」

　俺も利休もギョッとしたものの、ホームズは動じた様子もなく、冷ややかな顔のまま円生を睨みつけている。

　あえて避けなかったように見えた。

「あんたはほんまにいやらしい男やな。なんにも知らんまっさらな子に、最高級のものを与えることが、どないなことか分かってるんか？　一番美味い肉を最初に食ってしまえば、安モンの肉なんて食われへんようになる。そうやって、あんたはあの子を洗脳したんや。自分から絶対に離れなくさせる、呪いのようなもんやで」

　そう言って奥歯を噛みしめる円生。

　円生の悔しさが、伝わってきた。

　マジで、驚いた。円生はガチで葵ちゃんを気に入っていたわけだ。

　今回の二人の旅行は、世話になったホームズを立てて邪魔をしなかったものの、その後は手加減しないつもりでいたわけだ。

　しかし、どうしてそんなに葵ちゃんがいいんだ？

　ホームズは小さく笑うと円生の手首をつかみ、力を込めて顔から離した。

「何を言い出すかと思ったら、くだらない。男なんて所詮、そんなものでしょう？　自分の持っている武器を駆使して、どんな汚い手を使っても欲しい女を捕える。当たり前の話です」

　ホームズは、動揺することなく、笑みを返す。

　その雰囲気は、明らかに以前のホームズとは違っていた。

　前は、円生と対峙した際には、ホームズの方が余裕がなくなっている感じがしていたけれど、今は逆だ。

　にしても、あいつ。たった一度、葵ちゃんと旅行に行っただけで、一体どれほどの自信をつけて帰って来ているんだよ、と俺の頬が引きつる。

　そんなホームズを前に、円生はチッと舌打ちしてつかまれた手首を撥はねつけた。

「ほんなら、プロポーズでもしたったらええやん」

　円生は、馬鹿にしたように笑う。

「そないに気に入って洗脳したんやから、責任を取ってプロポーズくらいすべきやろ」

　そして、茶化すように続ける。

　まったく、円生は、嫌なことを言う男だ。

　これにはホームズも、苦笑するしかないだろう。

　──と、思ったら、

「しましたよ」

　ホームズは、さらりと答えた。

　次の瞬間、『えっ？』と、その場の空気が固まる。

「はっ？　ほんまにプロポーズしたんか」

　とても信じられないのか、円生は目を剥いている。

　ちなみに、俺も同じ気持ちだ。

「ええ、プロポーズしましたよ」

　ホームズは心なしか、ほんの少し照れているようだ。

　いや、嬉しそうなのかもしれない。

　一瞬、辺りはシンとした静けさに包まれた。

　次の瞬間、気が付くと、俺と利休はドアの陰から飛び出て、ホームズの体にしがみついていた。

「ほ、本当かよ、ホームズ！　葵ちゃんにプロポーズしたのかよ!?」

「清兄、本気で言ってるの？」

「葵ちゃんはまだ学生なんだぜ？　それによく考えてみろよ。これからもっとイイ女に出会うかもしんねーのに！」

「そうだよ、清兄、早まらないで！」

　突然、詰め寄ってきた俺たちに、ホームズは呆れたような目を見せる。

「もちろん、今すぐは無理だということくらいは、分かってますよ。それに僕にとって、葵さん以上の女性はいません」

　そんな中、呆然としていた円生は、ぷっと噴き出したかと思うと、アハハと声を上げて笑った。

「あー、参った。ほんまに参った。葵はんは珍しく俺の中でヒットな女やったけど、プロポーズはでけへんわ。浮かれまくってんのやな」

　円生は、クックと笑う。

　その気持ち、すげー分かる！

　いや、俺の中で葵ちゃんはヒットしてねーけど。

「浮かれまくっている？　心外ですね。僕は目利きですよ。目利きは『良い』と判断して、手に入れたいと思ったものならば、躊躇はしません」

　きっぱりと言い切るホームズに、円生は動きを止めた。

「……なるほど、おもろいわ。さすが、ホームズはんやな」

「おおきに」

　まったく、こいつら全然面白くないくせに、むしろハラワタ煮えくり返っているくせに、『おもろい』って言うの、マジで怖いからやめてほしい。

「それでは、そろそろ部屋から出ていただけますか？　着替えたいのですが」

　ホームズは、俺たちを払うような仕草をして、ネクタイを緩めた。

「へぇ、退散しますわ」

　円生は手を上げて、ドアの方に向かって歩き出し、

「ただ、そのプロポーズ、『今すぐは無理』いうことは、つまり『いつか僕と結婚してください』ってやつやろ？」と、足を止めて振り返る。

「そうですが？」

「それって、ガキがお花畑で結婚の約束すんのと大差ないやん。葵はんは、あんたに相当洗脳されてるかもしれへんけど、まだ、俺かてチャンスと時間はあるわけや」

　円生はにやりと笑って、そのまま部屋を出て行った。

　なんていうか、まさに『負け犬の遠吠え』。

　ただの悪あがきという感じだ。

　あの円生も好きな女のことになると、こうも不器用になるのか。

　しかし、なぜにそんなに葵ちゃんが……。

　それはさておき、そんな遠吠え、ホームズに通用するはずもないのに。

　今回は完全にホームズの勝利って感じだな。

　やれやれ、と肩を上下させていると、少しの間、立ち尽くしていたホームズが、急にジャケットのポケットからスマホを取り出した。

　ん？　どこに電話するんだ？

　俺と利休が顔を見合わせたその時、

「──あ、僕です。今日は本当にお疲れさまでした。遅かったこともあり、ご両親に簡単な挨拶だけで済ませてしまって、申し訳ないです」とホームズが話し始めた。

　電話の相手は、葵ちゃんだったようだ。

「突然ですが、僕たちの結婚、あなたさえ嫌ではなかったら、在学中にでもと思いまして。もちろん、僕の修業期間が終わってからですが、世の中には学生結婚されている方もたくさんいますし。あっ、返事は急ぎません。ただ、検討していただけたらと思いまして」

　俺と利休はポカンと口を開けて、互いに顔を見合わせた。

「あ、いや、驚かせてしまって、申し訳ないです。いや、何もないですよ、本当に。ええ、なんでもないんですが、──はい、円生に会いました」

　最後にそう付け加えた言葉に、ぷっ、と吹き出してしまった。

「……いや、もしかしたら、葵ちゃんは最強かもしんねぇな」

　そう言った俺に、

「……悔しいけど、少し同感」

　利休が少し面白くなさそうな顔で頷いた。







　こんな感じで、今はただひたすら幸せに浸っているホームズだけど、これから先、結構いろいろなことがある。

　相変わらず事件に巻き込まれるし、旅先で厄介な奴を怒らせたことで、面倒なことになるしで、てんやわんやだ。

　とはいえ、そんな少し先の話はさておき、とりあえず今は犬も食わない二人を呆れつつも祝ってやろうと思う。

　葵ちゃんが二十歳を迎えたこと、ようやく前進した二人の関係。

　そして、円生を加えた三角関係の幕開けに──。

　俺は、振り返ってホームズに視線を送り、『やったな、ホームズ』と親指を立てる。

　ホームズは顔をしかめて、何かをつかむ。かと思うと、次の瞬間、クッションが飛んできて、俺の顔面にクリーンヒットした。

「って、何するんだよ、祝ってやったのに」

「その顔にムカつきました。あなたに祝ってもらわなくても良いです」

「なんだと、コノヤロー！」

　俺は踵を返して、ホームズにタックルしてやろうと突進する。

　それは、寺町三条のホームズが、旅から戻った夜。







あとがき







　ご愛読ありがとうございます、望もち月づき麻ま衣いです。

　京都ホームズシリーズも、十巻目。

　初めての二人の旅行編ということで、ところどころどうしても非常に甘くなりまして、大丈夫だろうか、と心配になっております。

　実はこれでも第一稿からかなり甘い部分は減らしていまして、もう少し削ろうかと思ったのですが、満を持して葵と旅行に出かけた清貴のことを思うと、甘さも残してあげたくなった次第です。

　どうかビターな飲み物などを用意して、今巻の甘さを流していただけたらと思います。

　また、この原稿を書き上げた際、「まるで最終回のようで、読者さんが悲しみそうです」と担当編集さんに悲しげに言われてしまったのですが、京都ホームズは、まだ最終回ではありません。もう少し続きます。

　今後の展開も私の中にありまして、引き続きお付き合いいただけましたら、幸せに思います。

　律儀に年を取っていく登場人物たちを描きながら、『永遠に齢を取らない設定にしたら良かった』と、途中で何度か本気で後悔をしたことがあるのですが、成長していくキャラたちを見守るように描くのは楽しいですし、今回、まさか二人の旅行まで書かせていただけるなんて思っていなかったので、感慨深いものがありました。

　冒頭にも書きましたが、今巻で舞台となった豪華寝台列車『七つの星』はＪＲ九州の『ななつ星ｉｎ九州』を、『天空の島』は『天空の森』をモデルとさせていただいています。

『フィクションの物語となりますと、どうしても実際とは違ってくることも出てくるでしょうし、そうなるとお客様に誤解を招きかねませんので、少し名前を少し変えてモデルとしての掲載ならば』ということで、本当に少しだけ変更いたしました。

　作中では、博多駅のラウンジを『ＶＥＮＵＳ』としましたが、実際は『金星』です。

　名前を変えていますが、なるべく事実に沿って描かせていただきました。

　走るラグジュアリーホテルと言われる豪華寝台列車の旅を、少しでも疑似体験いただけたら嬉しいです。

　また、今回は『大丸京都店』様のご協力をいただくことができました。

　なんと『大丸京都店』営業推進部の方が、本シリーズ一巻が出た時から愛読してくださっていたとのことで、今回のご縁につながりました。とても嬉しく思います。

『大丸京都店』店長、副店長、営業推進部の皆様、本当にありがとうございました。

　今年、二〇一八年は、京都ホームズにとって嬉しいことがたくさんあります。

　秋あき月づき壱いち葉は先生作画の京都ホームズのコミック版が三月に発売され、この七月に二巻が発売となりました。コミックでは、小説の一巻のお話が二冊に、つまりコミック二巻のラストが、小説一巻の最終章『祭りのあとに』のお話になります。

　祇園祭を舞台に揺れ動く二人の姿を、秋月先生が本当に素敵に描いてくださっています。

　ぜひ、コミック版もお手に取っていただけると嬉しいです。




　そして、同じく七月。

　京都ホームズのアニメ放送が、スタートいたします！

　気になる声優ですが、葵役を富とみ田た美み憂ゆさん、清貴役を石いし川かわ界かい人とさんが演じてくださっています。

　葵を演じる富田さんの可愛い声、清貴を演じる石川さんの落ち着いていて色っぽい声に、悶絶してしまった私です。

　今もどこか信じられませんが、ついにアニメになったこのシリーズ。たくさんの応援が結んでくださった奇跡だと思っております。ありがとうございます。

　今巻もこの場をお借りして、お礼を伝えさせてください。

　双葉社様、エブリスタ様、DEF STUDIOS様、校正様、取次様、カバーデザイナー様。

　今回も素晴らしい扉絵を手掛けてくださった、ヤマウチシズ様。

　コミック版を手掛けてくださっている、秋月壱葉先生。

「京都寺町三条のホームズ」製作委員会の皆様、アニメ関係者御一同様。

　いつも応援してくださる書店様。

　そして──この本をお手に取ってくださった、読者様。

　私と本作品を取り巻くすべてのご縁に、心より感謝とお礼を申し上げます。

　本当に、ありがとうございました。
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